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【論文】

 地域博物館と市民のキャリアデザイン
～市民のキャリア支援という視点から～

金山喜昭（法政大学キャリアデザイン学部教授／ＮＰＯ法人野田文化広場事務局長）

はじめに
　日本の社会は 1960 年代以来の高度経済成長
期から、1990 年代初頭のバブル経済が崩壊し
て、経済的にも社会的にも急速に変化した。高
度経済成長期には、企業は終身雇用と年功序列
型の賃金体系で、従業員全員が協力して平等に
所得を配分してきた。高校や大学を卒業する
と、企業が職業教育をした。個人は組織の一員
としてその指示に従うことで、生活基盤は保障
されてそれなりに幸せな人生を送ることができ
た。
　京都大学大学院経済学研究科教授（現同志社
大学教授）の橘木俊詔氏は社会格差が生じて拡
大した理由について次のように述べる。高度経
済成長を経て豊かになると、皆が平等であるこ
とに不満が生じるようになり、能力給や成果主
義が採用されはじめた。これまでの集団的平等
主義は排除されて、個人の力量がためされるよ
うになった。1990 年代からの不況は失業率
5％を上回るようになった。また正規労働者の
採用を抑えて非正規労働者を増員するように雇
用システムも変化した。企業は新卒者を正規労
働者として採用するが、非正規労働者を正規労
働者にしたがらない。こうして貧困者の増加と
社会格差が拡大しているという (1)。こうした格
差は、東京学芸大学（現中央大学）の教授の山田
昌弘氏によれば、家族にもみられ、二極化（勝
ち組と負け組）が進んでいるという (2)。
　ここで見過ごしてはならないことは、「勝ち
組」はごく一部であり、実は「負け組」が大多数
にのぼる。慶応義塾大学教授の上山信一氏は、
国の健康度を示す指標として、「１人当たりの
GDP（国内総生産）」「自殺者数」「財政赤字」の３
つを上げている。GDPは 2007 年に世界ランキ
ングで 23 位まで低下して今はシンガポールよ
りも下位である。国内の年間自殺者数は 1998
年から毎年 3万人を超えている。GDP 成長率

は 1974 年から 1990 年までは年率平均 4.2％
の伸び率であったが、バブル経済の崩壊以後は
平均 1％に低下したままになっている。おまけ
に 2010 年 6 月末現在で国の財政赤字は 900
兆円を超えている (3)。
　以上のような社会変化の状況を個人の生き方
に照らしてみるならば、経済成長期に人々は生
き方について何も考えなくとも敷かれたレール
の上に乗れば、一生をそれなりに幸せに生きて
いくことができた。勉強して良い大学に入り、
優良企業に就職して年功序列式に賃金が保障さ
れ定年まで勤め、余生は贅沢をしなければ、退
職金と年金で十分に暮らすことができた。しか
し、こうした生き方はもはや通用しなくなった
ことは誰の目にも明らかである。優良企業とい
えども、グローバル経済や社会の中で生き残り
をかけて熾烈な競争が行われ、勝者はごく一部
で多くは敗者に転落する。リストラ解雇など雇
用不安や失業者の増加は大きな社会問題になっ
ている。これまでのような個人の生き方が保障
されなくなった。そのことが家族や地域にも悪
影響を及ぼして個人の生き方が迷走化している
のだ。これまでの生き方が通用しないことを認
識した上で、自らの価値観の見直しや人生の見
通しをつける、すなわちキャリアの設計や再設
計をすることが全ての個人に不可欠となってい
る。
　本稿は、以上のことを問題意識としたうえで
地域博物館に「市民のキャリアデザイン」という
考え方を導入することの必要性を示すことを目
的にする。なお、その視点を市民のキャリアを
支援することにおく。

１．個人の価値観の見直しとキャリアデザイン

　高度経済成長期に謳歌した「大量生産・大量
消費」は、人々の生活を豊かにする上では有効
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に作用した。戦後の物資不足や生活苦を救い、
経済成長を遂げる牽引力であった。テレビ・電
気冷蔵庫・洗濯機は「三種の神器」と呼ばれて大
量生産され、家事などの労働から解放され余暇
を楽しむゆとりもできるようになった。
　大量生産・大量消費文化は人々の価値観を変
えた。古来、日本人は壊れた日常品を修繕して
大切に使い続ける習慣があったが、大量生産品
は修繕するより安価なことから、次第にモノを
粗末にするようになり、「使い捨て文化」が蔓延
するようになった。
　大量生産品のように使用してすぐに廃棄され
る循環関係は環境破壊にも直結している。環境
問題は人類の将来を左右する重大な課題である
にも関わらず、いっこうに問題解決が進まない
のは大量生産・大量消費文化に対する見直しが
今でも不十分だからである。
　これからは物質的な豊かさに価値をおく生き
方から、人生をどのように生きるかということ
に原点回帰しなければならない。

（１） キャリアデザインとは
　そのために必要な考え方が“キャリアデザイ
ン”である。筑波大学の渡辺三枝子氏が述べる
ように、“キャリア”とはライフスタイルという
概念に重なる。そのうえで、「個々人が、具体的
な職業や職場などの選択・決定をとおして、時
間をかけて一歩一歩努力して進んでいくもので
あり、創造していくものである。個人が何を選
び、何を選ばないかによって作り出されるもの
であるから、ダイナミックであり、生涯にわ
たって展開されるものなのである。したがって
キャリアは個々人にとってユニークな（独自）な
ものである」(4) という。法政大学の川喜多喬氏
はキャリアについて、「労働・職業の世界での生
き方に限定されず、人が次々に採っていく、生
の諸過程（ライフプロセス）であり、それがある
種の生き方（ライフスタイル）と表現するもので
ある」(5) という。
　つまりキャリアとは、特定の職位や職業経歴
をさすものではなく、人の生きてきた道程や生
き方を意味する。ここでいう“デザイン”とは、
主体的に個人が設計や再設計するということで

ある。キャリアデザインとは、これまで受身的
に社会や他者に任せてきた人生や生き方から、
もっと主体的に自らを開拓する自立的な個を目
指す生き方に転換することを意図している。こ
れは個人の生涯発達段階におけるアイデンティ
ティ形成の在り方とも関連している。

（２） アイデンティティとは
　広辞苑によればこの言葉は、一般には人格に
おける存在証明または同一性。ある人の一貫性
が時間的・空間的に成り立ち、それが他者や共
同体に認められることとされる。
　中西信男氏らが著した『アイデンティティの
心理』(6) には、アイデンティティの概念を提唱
したことで知られるエリクソンのアイデンティ
ティ論を解説している。それによれば、アイデ
ンティティ概念は少なくとも自己同一性と自我
同一性からなる。自己同一性とは「自分自身の
中に一貫して保たれる斉一性と、その自己同一
性を根本的に特徴づけるような何らかの性格と
一致することによる他者との共存である」とエ
リクソンの定義を述べている。これを分解すれ
ば、自己同一性とは①斉一性（自分について自
分も他人も同一の人と認めること）、②連続性
（昔の自分も今の自分も一貫して同じであるこ
と）、③帰属性（自分自身は何らかの集団に属し、
それと一体感をもっていること）の三つの基準
からなる。そのうえで自我同一性とは、自己同
一性が自我の統合的な機能によって保たれてい
る状態をいう。
　また近年、法政大学教授の児美川孝一郎氏は
アイデンティティを次のように定義している。
「自分が一貫した存在であるという自己意識で
あると同時に、自分が社会的に承認されている
という意識である」。また「私自身が意識する
“かけがえのない私”の感覚であると同時に、他
者から承認される“ほかでもない私”の感覚でも
ある」と二通りの表現をしている (7)。いずれに
しても自己意識としての部分と他者から承認を
される両面性を兼ね備えた状態をアイデンティ
ティとしている。
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（３） 個人の発達段階と発達課題
　エリクソンは、個人には生まれてから死ぬま
での一生のうちに、複数の発達段階と発達課題
があるということを体系化した。エリクソンに
よれば個人の一生は 8段階に区分される (8)。児
美川氏はエリクソンの示した発達段階の区分を
図１のように示している。
　なおここで留意すべきは、各発達段階に示さ
れた発達課題は「対」の関係性で表現されてい
る。発達課題は一度達成されれば、その後は安
定して不動のものとなるのではなく、プラスの
状態とマイナスの状態とが、せめぎ合うことに
なる。両者は常に同居している。プラスが優位
に働いているときは安定的状態であるが、マイ
ナスが優位になると不安定な「危機」的状態にな
る (9)。次に青年期以降の発達段階について図１
に従って概要を述べることにする。
　青年期（13歳頃から20歳前半ぐらい）は、「ア
イデンティティ」という発達課題を獲得する段
階であるが、それは「アイデンティティ拡散」と
の二項対立の葛藤の中から形成される。“自分と
は何者であるか”“何者になろうとしているの
か”“どのように生きていきたいのか”などを自

問自答して模索する。この段階ではそのことに
きちんとコミットしてゆくことが大切である。
　成人期は、ここでは若者が職業に就いて結婚
して家庭をもつ頃までの時期に相当する。この
時期の発達課題は「親密性」である。他者との親
密な人間関係が将来の人生の基礎になる。他者
の中に自己を見出すことに喜びを感じることも
ある。しかし、この段階で他者との親密性を築
くことに失敗すると「孤立」に陥ることになる。
　壮年期の発達課題である「世代性」は、子ども
を世話して次の世代として育てることばかりで
なく、後輩や若者を教育や指導して文化的遺産
を次世代に継承させていくことも含む。この期
間は生涯の中で最も長い。その間、仕事し家庭
を築き、地域活動などをする。そのことを通じ
て他者の世話をすることに直面して、社会的に
も様々な義務と責任や関心をもつ。これらがう
まく絡み合うと充実した人生になる。逆に他者
を世話することができないと、むなしい生活を
送る「停滞性」に陥る。
　高齢期は仕事を退職して地域で暮らすことに
なる。子育てを終える。自らの死を受け入れる
準備をする最後の段階である。それまでの各段

図１　エリクソンの漸成的発達の枠組み

児美川孝一郎 2006『若者とアイデンティティ』より
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階を統合して自らの人生の最終評価をする。肯
定的なことや否定的なことを全て合わせてプラ
スの判定をすることができれば「統合性」に成功
したといえる。しかしマイナスであれば、自分
の人生を否定することを意味する「絶望」とな
る。
　以上の各発達段階はそれぞれが重層性をも
ち、それ以降の発達段階に継承される。たとえ
ば壮年期について図 2に示す。この時期の発達
課題となる「世代性」を身につけることできるか
どうかは、それまでの発達課題にどのように取
り組んできたかどうかによる。
　乳児期に母親と信頼関係を築き、幼児期や遊
戯期に自己コントロールする「自律性」や「自主
性」を獲得した子は、学童期には物事の取り組
みに励む「勤勉性」を得て、青年期にはアイデン
ティティの確立を模索していく。さらに成人期
に他者との間に「親密性」を得る。結婚して家庭
を持ち子育てや、仕事上でも後継者を育成する
立場になり、本人もそのことを意識化するよう
になる。このように各発達課題を優位に獲得す
ると、その後の人生はプラスのスパイラルを描
くことになる。しかし逆にマイナスのスパイラ

ルになることもある。
　たとえば乳児期に母親から虐待を受けた子
は、親との信頼関係が築けずに遊戯期には生き
ていることへの罪悪感が優位に働き、生きるこ
との“目的”をもてずに、青年期には「アイデン
ティティ拡散」に陥り、成人期に孤立していく
ことになる。
　
（４）アイデンティティの再生
　エリクソンによれば、アイデンティティは青
年期の発達課題であるが、それは一度獲得した
ら終生変わらず保ち続けるものでなく、アイデ
ンティティの形成は生涯続く。青年期以降の各
段階でも青年期の発達課題である「アイデン
ティティ」は継承される。
　中年期（ここでは成人期と壮年期を総称する）
や高齢期でもアイデンティティの立て直しが行
われる。青年期には大人の仲間入りをするため
の最初の通過点としての意味合いをもっていた
が、中年期以降はそれとは異質である。
　心理学者の河合隼雄氏はスイスの分析心理学
者の C・G・ユングの研究に着目して、次のよ
うに紹介している。ユングのもとに相談に来る

図２　エリクソンの発達段階（壮年期の事例）

児美川孝一郎 2006『若者とアイデンティティ』
p.18 の図を一部改変
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図３　ライフキャリアの転換期と安定期

人に中年以降の人が多く、その約 3分の１の
人たちは財産、地位、家族などに何の問題もな
いにも関わらず、彼らの全てが「不可解な不安」
「何かが足りない」という心理的問題をもってい
る。ユングは自分の経験も踏まえて、中年期に
は人生の転換点のあることを想定した。人生を
前半と後半に分けて、前半はアイデンティティ
を獲得して、仕事に就き、家庭をもち社会的な
地位を築くなどの課題を成し遂げる。しかし、
後半の中年期になると改めて“自分は何者か”
“自分はどこから来てどこに行くのか”というア
イデンティティの問い直しを経て、来るべき死
に向けて死をどのように受け入れるかを課題に
する (10)。
　中年期以降のアイデンティティの問い直しの
実態を具体的に示した事例として武則祐子氏の
研究がある (11)。その研究は、成人期には転換
期と安定期の繰り返しのパターンがあることを
明らかにした。転換期にはアイデンティティの
問い直しや再構築が行われる。具体的には 20
代の転換期、30代前半の安定期、30代後半か
ら 40 代の転換期、50 代に再度の安定期とい
う過程がある。転換期から安定期の過程には中
立期（モラトリアム期）を経る。その上で 30 歳
前半の安定期は青年期のアイデンティティ形成
の定着と安定、50 代の安定期は中年期のアイ
デンティティの問い直しと再構築後のアイデン

ティティの再確立によるものだという。その知
見を基にして図 3に示す。各転換期は武則氏の
知見から次のようになる。
　転換期①は、青年期のアイデンティティの構
築が行われる。それまで居心地の良かった子ど
も時代から決別して大人の仲間入りをすること
を意識する。自分の人生はこれから始まるとい
う意識が強く、それまでの発達段階に比べて精
神的な変わり目を強く感じる。肉体的には健康
体であることが普通である。
　転換期②は、中年期のアイデンティティの見
直しと再構築をはかる。人生がこれから始まる
という意識は低下して、将来への時間的な見通
しをもちにくくなる。職業に関するベテラン意
識は高いものの、仕事についての将来的な限界
感が高まる。女性では子どもの巣立ちや、その
後の自分の生活についての不安や関心が増え
る。50 代前後になると肉体的には体力の危機
を感じ、性的機能も低下する。更年期障害もこ
の時期に顕著となる。
　転換期③は、高齢期のアイデンティティの問
い直しと再構築である。定年退職を契機とする
場合が多い。定年退職した人たちは仕事から離
れると、自分は何者か、自分は何をしたいのか
に疑問をもつ。あるいは人生の壁に突き当たっ
て前途を描けなくなる。仕事に依存してきた度
合の高い人ほどその傾向が強く出る。これまで

武則祐子 1982「成人の心理・社会的発達
に関する研究」より作図
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の自分の人生を振り返り、「これでよかったの
か」と考えることが最も多くなる時期である。
この時期はエリクソンの発達段階の図式でいく
と「統合」を発達課題としている。再設計は、そ
れまでの人生を総合評価する「統合」を兼ね備え
ている。また身体的な健康への危機感が出てく
れば、死を受け入れる準備をすることになる。
　
（５） 人生の設計と再設計
　転換期①から③は人生を設計や再設計する時
期とも重なる。
　転換期①は、人生設計する時期である。職業
選択、結婚、親になることなどの人生設計を行
う。職業に就くことは、自分とは何者か、自分
は何をしたいのか、大事にしている価値観など
を含めて総合的な判断のもとで全てがマッチン
グすれば適職である。それはなかなか単純には
いかない。しかし理想に少しでも近づけていく
ことが希望である。職業につくことは社会人と
しての役割である。結婚や子の出産や子育ては
職業につくことによって実現をはかることが一
般的である。
　転換期②は、自らの人生を再設計する。内面
的には社会的な役割の大きな変化が家族や職場
にある。10 年以上の在職を経験すれば、職場
や業界について一通りの事情を理解する。経験
を積み自らの裁量である程度の仕事をこなすこ
ともできる。同業種の仕事で昇進していくと、
男性は後継者の育成に関心をもつ。あるいはこ
れまでとは別の業種に変更することもある。営
業で培ってきた人脈を生かして起業する。ホテ
ルマンから作家に転職する。銀行マンから音楽
家に転職することもある。いずれにしても現職
時代に業種変更をはかるための準備や実績を積
んでおくことが前提である。
　一方、女性は子育て後の自分の在り方を自問
する。たとえば女性は地域での趣味や稽古ごと
の「教室」に参加して、陶芸、書道、踊り、俳句、
ダンスなどを楽しみ仲間をつくる。あるいは福
祉施設、学校、博物館、図書館などの公共施設
でボランティア活動に参加して、家庭から離れ
た地域内で活動する場を確保する。
　転換期③は、現役時代から離別して、その後

の人生を再設計する。男性は現職中にはなかな
か自由な時間がもてずに、休日は自宅で休息す
るか、レジャーに出かけるのが精いっぱいであ
る。とても地域で自分の居場所をつくるゆとり
はない。男性は定年までひたすら働き続けてき
た。定年退職後に再就職する人もいるが、以前
のように仕事の能率は上がらずに第一線から離
れた立場に置かれる。それでも間もなく完全に
離職する。
　女性は地域活動することで男性よりも一歩先
んじている。この時期に男性は地域で“何をし
たいのか”“何ができるのか”“何をしなければな
らないのか”という自分の役割、責任、使命を
考える人生の再設計をする。
　ここで留意しておきたいことがある。以上に
示した各転換期は 1980 年代の成長期社会の
人々のライフキャリア踏まえたものである。冒
頭に述べたように現代のような成熟社会とは状
況が異なる。現代の個人のライフキャリアは多
様化している。また実際には転換期はもっと小
刻みで変異に富んでいる。しかし考え方として
は、ライフキャリアに転換期が周期的に訪れる
ことや、しかも青年期以降にも一定間隔をおい
て再来するなど、年齢層との対応関係も大略的
にみれば現代とは大差はないものと考えられ
る。

２．市民がライフキャリアを確保するために

　博物館のような公共の文化施設が市民のキャ
リアを支援するという発想は、これまでほとん
どなかった。しかし、既に企業では社員のキャ
リア支援を進めている。ここで前もって企業の
事例を紹介する。
　たとえば富士ゼロックスは 2002 年 10 月か
ら「キャリア相談室」を立ち上げた。企業をとり
まく経営環境は大きく変化している。企業は、
これまでのように「いわれたこと」を従順にこな
す社員でなく、自立的に自らが位置する環境を
判断して、何をやるべきかを主体的に判断して
仕事を作り出せる社員を求めている。「キャリア
相談室」での実際のカウンセリングは、自己理
解やキャリア目標の設定などのように自分の強
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み・弱み・やりたいこと・できることなどの不
一致に関する内的な要因のほかに、社内での進
路選択についての相談をしている (12)。自分を
理解して、それに適した業務を選択することが
できれば、社員の雇用者満足度（ES）が高まる。
ES の向上は企業の実績を上げる。両者間に
ウィン・ウィンの関係が成り立つ。
　企業と地域は違うというかもしれないが両者
間には大きな差はない。企業は社員のキャリア
力をつけることで企業業績を上げる。地域は市
民力をつけることで家庭、地域の再生や活性化
を促すのである。
　法政大学の宮城まり子氏によれば、個人のラ
イフキャリア形成には次の 5つの要素が必要
である (13)。
 ・キャリア意識：自らを向上させ内面的に高
　めようとする意識「育自意識」。
 ・自己理解：まず自分は何をしたいのか、ど
　のような自分になりたいのか、自分は何に興
　味関心があるのか。自分は何が強みなのかな
　どを整理する。自分の役割、可能性、使命は
　“want”“can”“must”とも換言できる。
 ・キャリア目標：何を大事にして生きたいのか、
　働きたいのか。これは価値観である。今日一
　日の目標からでもはじめる。1年後の自分、
　3年後の自分を描くことなど中長期的な目標
　をもつ。自分が職場、家庭、地域で担ってい
　る役割や責任、まわりから期待されている役
　割とは何かについても分析する。
 ・目標達成のための自己啓発：具体的な行動
　や自分への先行投資をする。主体的に学ぶこ
　とである。
 ・キャリアネットワークづくり：人脈づくり、
　多様な人たちとの交流、情報交換、異分野交
　流、世代間交流など仲間をつくることを通じ
　て他者理解をはかる。
　以上の 5つの要素を意識して生活や行動す
ることができれば、ライフキャリアの各転換期
を乗り越えることができる。アイデンティティ
形成に伴う自己の問い直しや再構成ともリンク
する。
　

（１） 市民のキャリアデザイン
　表１は、個人と市民のこれまでの生き方と、
これからの生き方を対比している。個人レベル
では、先述したような成長社会には個人は組織
に依存していればベルトコンベア式に定年退職
まで無事に仕事や生活ができた。しかし、成熟
社会では自ら情報を収集して、それを分析判断
して行動できる個人の価値が高まっている。官
僚のなかには脱官僚して大学教員や政治家にな
る者、大企業の社員は脱サラして起業家になる
ようにキャリアの流動化が進んでいる。現役世
代ばかりでなく定年退職後のキャリアも再設計
する時代になっている。

表１　市民のキャリアデザインとは

　定年退職した人たちは、これまでは引退する
と老後は趣味や旅行してのんびり暮らす人たち
が多かった。しかし、アイデンティティの問い
直しや再構築に正面から向かい合うことになる
と、これまでのネガティブな思考から脱却し
て、自分のやりたいことや、やらねばならぬこ
とを意識するようになる。
　まずは家庭内での見直しをはかる。団塊世代
は亭主関白型で、夫は仕事、妻は家事というよ
うに役割分担が決められていた。夫は家に不在
でも給料を運んでくることが役割であった。妻
は子育てが一段落すると地域のボランティアや
パートなどの仕事につくことで、それなりにう
まくいっていた。しかし夫が定年退職すると、
自宅に毎日いる生活が始まり、これまでの生活
は変更を余儀なくされる。こんなはずではな
かったと夫婦関係が軋み出す。そうならないた
めに夫は家庭内でも自立することである。妻が
働いていれば夫が家事をやってもよい。夫婦共
存をはかることである。
　もうひとつは、これからの市民には「まちづ
くり市民」としての意識や行動が求められる。

個人

市民

これまで

組織依存型

行政依存型

これから

個の自立

まちづくり市民
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個人レベルの再生に比べれば、これは地域の市
民レベルの再生といえるもので両者はセットで
語られるべきである。表１に示すように、市民
はこれまでのように行政への依存的体質から脱
却して「まちづくり」に参加することである。そ
こで仲間をつくり他者と交流する。地域のため
になることが“やりがい”や“生きがい”になる。
福祉、教育、環境、自然保護などのように市民
ができる仕事の分野は多様である。
　内閣府が調査した国民の＜社会意識に関する
世論調査＞（平成 20 年度）(14) によると、国民
の社会貢献に対する意識は過去最高の 69.2％
に上る。その意味することは何であろうか。
　一つには、NPO活動が身近な存在となって、
市民が社会貢献するという意識が定着してきた
ことがある。今でもNPOといっても何を意味
するか分からない人たちも確かにいるが、福祉
活動や自然保護活動で市民が活躍している様子
は日常化している。市民は同じ市民が主体的に
社会のために行動する姿を知っている。社会活
動は行政がやるという障壁が着実に取り除かれ
ている。
　二つ目に社会問題に対する危機感をもち、自
分たちで何とかしなければならないという問題
意識をもつようになっている。山積する世の中
の問題を人任せにせず、役所だけでは手に負え
ない問題は、自らができることは主体的に取り
組み危機を乗り越える。世論調査では環境美
化、リサイクル活動、牛乳パックの回収など環
境や資源保護の活動や、老人や障害者の介護な
どの社会福祉活動をしたいという人たちが上位
を占めている。
　三つめは、趣味や旅行では飽き足らなくなっ
ている。それでは満足感が得られない。内的な
充足感ともいう。外的充足感はお金があれば得
られる。これまでは趣味などであったが、一番
目や二番目の理由などと複合して、もっと高い
価値の充足感を得るには社会のために何かをす
ることだと気づくようになってきた。
　世論調査によれば、社会貢献に対する意識を
もつ人たちは定年退職を前にした世代 50～
59 歳が最も多く 75.8％で、それに次いで 60
～ 69 歳が 73.0％と続く。70 歳以上になると

56.5％と低下する。それは家族や自分の健康問
題などが生じるからであろう。
　すると定年退職後の 70 歳頃までが社会貢献
する適齢期である。しかしその前から事前準備
をしておくことである。妻は一足先に地域活動
をしている。夫も地域での居場所づくりを早め
に見つけておくことである。総じて 50 代から
70 歳頃までの中・高齢期の人たちは「まちづく
り市民」の有力な候補者だといえる。

（２） 「まちづくり市民」とは
　ここでいう「まちづくり市民」とは、まずは次
のような要素を兼ね備えた人たちをいう。
　個人が基本になるが、その個人とはグループ
単位の中の個人であることが一般的であろう。
「まちづくり」は個人プレーではなく他者との協
働の産物だからである。その要件は次の 5つか
らなる。
①地域や他者に貢献する目標をもつ（mission)
②具体的な活動をする (work & play)
③目標を実現するために学ぶ (learning)
④その活動を地域や他者に開く（open）
⑤他者との連携やネットワークをつくる
　（connection)
　①は目標を明確にもっていることである。そ
れは自分たちのためではなく、地域のためにな
る社会貢献的な意味を含んだものである。なに
も大きな目標を立てる必要はなく、たとえば、
町内会の市民が美観環境を良くするために花壇
を作り道行く人たちに喜んでもらうことを目標
にしてもよい。何事も身近なところからはじめ
ることができる。
　②はそのための具体的な行動をさす。労働の
ように耐え忍ぶ活動ではなく、楽しさがなけれ
ばならない。しかし、楽しさだけではなく目標
を達成するために、一つの方向に向かう努力を
しなければならない。時にはグループ内の意見
の対立が生じることもある。しかし、それを乗
り越えていくことで更に充実した活動が期待で
きる。
　③は目標を達成するために継続的に学ぶこと
である。学習会、グループワーク、巡見など多
様な学び方がある。①の町内会での美観づくり
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活動では、四季にふさわしい花の選定、栽培技
術の習得、花壇のデザインをどのようにするか
などのように、一度作れば終了するものではな
い。学び続けることでバージョンアップをは
かっていくことが大事である。
　④は「まちづくり市民」の活動は趣味の会のよ
うに仲間内の閉じた活動ではなく、いつでも他
者に開放する。自らの情報を他者に提供する。
提供を受けた先方からは何らかの見返りがあ
る。その関係性がうまくいけばネットワークに
発展する。
　⑤は④とも連動するが、自己に対する他者と
の連携を通じてネットワークを構築する。自分
たちの地域内ばかりでなく、他の地域や海外と
のグローバルなネットワーク形成もインター
ネットの普及によって可能になっている。
　NPO は代表的な「まちづくり市民」である。
またはボランティアグループの中にも「まちづ
くり市民」は多い。たとえば千葉県野田市の「む
らさきの里野田ガイドの会」（以下、「ガイドの
会」と略す）からその具体的な様子を見よう。会
長の Sさんにヒアリング調査した (15) ところ、
①から⑤の要件を全て備えていることがわか
る。
　この会は平成 16 年 10 月に発足した。会員
38 人。これまでに 2万人以上の人たちに野田
市内を案内した。会員の平均年齢は約 65 歳。
発足当時は市内のガイドを目的にしていたとこ
ろ、４年後に民間企業から助成金を受けてか
ら、会員が地域貢献を意識して生きがいを感じ
るようになっていったという。助成金で作成し
たスライドショー（ガイドの会の紹介編、野田
編、関宿編、野田の四季・祭り編、利根運河編
の 5本）を地域の学校、老人ホーム、子ども会
などで上映活動している。
　会を継続させていくために、新人会員を募集
して新陳代謝をはかることにも心掛けている。
新人と経験者は役割を分担する。新人は研修係
の経験者から野田の歴史・文化・習俗などの知
識や、ガイドのエチケットやマナーを学ぶ。さ
らに経験者は地域外のほかのガイドの会の人た
ちと交流することで、先方の良い点を自らの会
の運営に活かす。定例会を毎月開いて活動の反

省をする。意見の衝突はしばしばで、会長の S
さんはその調整役である。会員相互の親睦を兼
ねて、これまでに富岡製糸工場、足尾銅山など
にも研修旅行している。
　自らの活動を他者に開き、連携やネットワー
クをつくることにも積極的である。市内では市
役所内の各部課（商工課、観光協会、秘書広報
課、社会教育課、民生経済部など）、商工会議
所、駅、文化施設（上花輪歴史館、茂木本家美
術館）、清水公園などの責任者を年 2回ほど訪
ねて挨拶する。たとえば駅長と会うことができ
ると、会社が予定している企画や情報を得るこ
とができる。清水公園の園長との話から「桜祭
り」にガイドを協力することにもなった。市外
では千葉県観光ボランティア連絡協議会に加盟
している千葉県内の 44 団体の一員として毎年
報告会や、年 2～ 3 回の地区の交流会にも参
加して情報交換している。自ら活動を公開する
ことで、他者との連携やネットワークづくりに
積極的である。

３． ＜学び＞とアイデンティティ形成

　法政大学教授の佐貫浩氏は、人間にとって＜
学力＞とは目的や課題を達成するための行為と
したうえで、＜学力＞を三層の構図からなると
している (16)。佐貫氏はその後に＜学び＞とも
言い換えている (17) ことから、ここでは＜学び
＞とする。＜学び＞には自分の主体性や能動的
な意思という意味が含まれているように思う。
図４は佐貫氏が作成したモデルを改変したもの
で＜学び＞とアイデンティティ形成の位置関係
を仮説的に示したものである。
　佐貫氏によれば、第一の階層は基礎的な知識
を獲得する「基礎的知識の習得、概念、理解の
階層」である。その上部に第二の「習熟的学力」
の階層がくるが、それは第一の階層で獲得した
知識を自由に使いこなせる力へと組みかえるこ
とをいう。第三の階層は第一・二の階層を踏ま
えて「探求・創造・表現の力の階層」として、作
品の創造、討論するなど社会参加につながる。
ここで留意すべきこととして三者の関係性は必
ずしも第一階層から第三階層に向かうとは限ら
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ず、その逆の順序もあるし、第一階層から第二
を飛び越えて第三階層に移ってから第二階層に
いくこともある。あるいは三者がほぼ同時並行
に共存することもある。
　図４に示すように、＜学び＞の主体者は自分
という自己である。しかし他者との共存を抜き
にして＜学び＞の各段階の課題を解決すること
は難しい。たとえば学校で歴史を学ぶには教師
という他者の指導によるところが大きい。博物
館では学芸員による展示解説なども同じであ
る。自習も大切だが基礎的知識を得ることは、
それだけでは不完全である。
　「習熟」の段階でも、個人だけではなくグルー
プワークや他者との対話・交流をすることによ
り自己の習熟力が高まる。グループワークは、
複数のメンバー（参加者）による共同学習を総称
する。なかでもワークショップは有効である。
　ワークショップは、「参加体験型グループ学
習」といわれるように「参加」「体験」「グループ」
をキーワードにしている。「参加」とは講師の話
を一方的に聞くのでなく、参加者が主体的に関
わること、「体験」とはアタマだけでなく身体と
心を総動員して感じること、「グループ」とはお
互いの相互作用や多様性の中で分かち合い刺激
し合い学んでいく双方向性などを表している

(18)。さらにワークショップについては次のよう
な循環過程 (19) もある。①いろいろな体験をす
る、②個人で振り返る、③それを他者と分かち合
う、④さら自由に話し合うなかで学びを深めて
いく、そして①に移行する。この過程を経るこ
とで、まずは自分を見つめることができる。さ
らに人々に共感やシナジー効果が働くことで、
救われることもあるし、勇気を得ることもあ
る。それがアイデンティティ形成にもつながっ
ていく。
　「表現」の段階も調査報告書を共同で作成した
り、アートの共同制作などで社会参加につなが
る。
　このように＜学ぶ＞自己は他者との共存を
もって成り立つ。そのことはアイデンティティ
の考え方とも重なる。それは「私自身が意識す
る“かけがえのない私”の感覚であると同時に、
他者から承認される“ほかでもない私”の感覚で
もある」(20) というアイデンティティ観を踏まえ
ると、図４のように、＜学び＞の主体者は各段
階を他者と往復関係や共存し合いながら、自己
としてのアイデンティティ形成をする。＜学び
＞はアイデンティティ形成の手段やプロセスだ
ともいえる。
　このことを先述した個人のライフキャリア形

図 4　＜学び＞とアイデンティティ形成

佐貫浩2005「学校と人間形成」を一部改変
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成に必要な 5つの要素とも対比してみよう。第
一の階層（基礎的知識）は“自己理解”に相当す
る。現実の自分を理解することである。自分は
何者か、自分の強みや弱みを整理することなど
である。第二の階層（習熟）は自己分析をするこ
とであろう。ここでは自分自身について考える
ことである。これまでの自分史を振り返り自分
は何をしたいのか、どのような自分になりたい
のか、自分は何に興味関心があるのか。自分の
役割・責任・使命についても考えることである。
それを踏まえたうえで“キャリア目標”をもつこ
とになる。すぐできることから始めて、中長期
的な自分のありたい姿を描くことである。その
過程の中から“キャリア意識”としての「育自意
識」も生まれてくる。“キャリアネットワークづ
くり”も行われる。実際にはこの第一と第二の
階層を区別することは難しく、両者はしばしば
同時並行的に進行する。第三の階層（表現）は、
自らが具体的に行動することである。社会人大
学院で学ぶ、地域でボランティア活動やNPO
活動などの社会参加を通して自己実現をはかる
ことなどである。
　個人は知識・習熟・表現の３つの階層の＜学
び＞を自らの生活の一部とし、充実したライフ
キャリアを確保する。この関係性は循環するこ
とが理想である。生きがいは個人に止まらず他
者にも働きかけるもので、家族や地域にもプラ
スの連鎖をおよぼすことになる。

４．地域博物館が市民のキャリアを支援する

　市民のキャリアを支援するために地域博物館
は何ができるのだろうか。ここでは博物館が市
民のキャリアをどのように支援することができ
るのかについて考えてみたい。
　図４を基本的な考え方とした上で、ここでは
地域博物館が市民のキャリア支援をはかるため
に 3つ＜学び＞のパターンを仮説的に提起す
る（図５～７）。いずれのパターンにもコレク
ション、情報、施設などの博物館資源が基盤に
ある。コレクションは博物館が所有するストッ
クとしての資料である。コレクション不在の博
物館はありえない。博物館は他の文化・教育施

設と比べるとコレクションをもつことを特徴と
している。情報は資料のデータベース、図書、
記録、写真資料などの学術資料や、展覧会、講
座、市民サークルの活動、市民から寄せられた
市内の情報など様々である。施設は館内の展示
室や部屋などのハード面で市民が利用するス
ペースである。

（１） パターンⅠ
　パターンⅠは図５である。個人は「学習目標」
を達成するために、まずは文化・科学・アート
などの知識を習得する。これには展示品を見
る。図書や写真資料などを閲覧する。学芸員の
解説を聴くことなどである。しかし、これまで
の多くの博物館はこの第１の階層の「基礎的知
識の提供」に止まっていたのではないだろうか。
たとえば、博物館と学校の連携（博学連携）で
も、一般的には基礎的学習に参加・体験を追加
することが多い。たとえば勾玉や縄文土器など
を作ることが、どれだけの学習効果をあげるの
かについては不明である。学習目標にむけるこ
となく、「基礎的な知識」の段階で参加・体験を
併用するだけになってはいないだろうか。教室
内の授業に比べて、博物館を利用すれば遥かに
多様な学習方法を活用することができるし、経
験者の指導による参加・体験の学習効果は大き
い。しかし、現状の博物館での学習は「習熟」や
「表現」の段階を意識したものとはなっていない
ように思う。これに対して、英国では次のよう
な事例がある。

図５　市民のキャリア形成の構図　パターンⅠ

　在英中の 2008 年 5月に、ロンドンのナショ
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ナル・ギャラリーのワークショップに参加した。
それは 12 歳以下の子どもを対象にしたプログ
ラムであった。最初に子どもたちは、展示室で
フランス人のアンリ・ルソーの作品「サプライ
ズ」を鑑賞する。教育普及担当のアーティスト
が作品の解説をする。作品は 1891 年に製作さ
れたルソーの代表作である。それには嵐の密林
に潜む一匹の虎が、今にも獲物に跳びかかろう
としている場面が描かれている。ルソーの作品
には密林を題材にした作品がほかにもあるが、
彼は一度も熱帯地方に行った経験はなく、パリ
の動物園や植物園を訪れて密林の情景をイメー
ジしたらしい。また密林の草むらの一葉ごとの
緑色は色分けされて描かれている。すると何気
なく見ていた草むらの場面が、実は多彩な緑色
で色分けして描かれていることを発見するの
だ。
　それからワークショップ・ルームでの作業が
始まった。草の形をした画用紙、絵具や絵筆が
用意される。子どもたちは自由にオリジナルな
緑色をつくりだして着色する。絵具を混ぜあわ
せて青色系の緑、黄色系の緑、赤色系の緑など
多彩な緑色を一葉ごとに塗り分けていく。最後
に、着色した画用紙を小さな植木鉢の周りに貼
り付けて完成する。さらにアーティストが芝の
種を参加者全員に配布してくれた。自宅に持ち
帰ってから種を蒔き、自分だけの草むらを創造
するというストーリーである。

　このようにワークショップは、まず作品鑑賞
することで「基礎的知識」を得たり理解する。次
に絵付けという「表現」作業に移る。その過程で
作品をイメージする。実際の色合いを別の色合

いに置き換える、実物の繊細な色づかいを抽象
化するなどの知識の組み換えをはかる。知識を
自由に使いこなせる力へと組みかえることがで
きる。このことは「習熟」である。「基礎的知識」
「習熟」「表現」が一つのライン上につながる。
　私は、その後にルソーの作品をもっと知りた
いという意欲にかられた。後日、ギャラリーを
訪れて「サプライズ」を再確認すると、最初に対
面した時よりもさらによく観察することができ
るようになった。自宅の居間の棚に置かれた作
品を眺めては、「サプライズ」や、ワークショッ
プの賑やかな光景を思い浮かべて和やかな気持
ちであった。
　また、ロンドン東部のハックニー区の「建物
探検」というNPO による社会教育活動は、小
学校の空き教室を使い、地域の子どもたちを対
象にしたプログラムを実施している。この地域
は移民が多く人口の約6割はアジア、アフリカ、
中東などからの移民が住む。たとえば市内の古
い建物をテーマにしたワークショップでは、自
分たちの住む地域を調べる。それを仲間で話し
合う。子どもたちは調査したことを表現するた
めに、建物と町並みの紙模型を制作する。調査
の成果物は紙模型のほかに、現在の建物の写真
や建物ごとの居住する人数や民族などについて
も解説をつける。それを展示室で公開する。
　これもあらかじめスタッフから予備知識をえ
るが、その後の調査やそれを成果物にまとめて
いく過程は「習熟」や「表現」の段階になるし、さ
らに公開することは社会参加にもなっている。
学びは、学んだことを自己の内面に留め置くば
かりでなく、社会との交流関係をもつことで、
さらに発展するのだ。
　ところが、これまでに日本の博物館では図５
のように＜学び＞の構図を、必ずしも確認して
きたとはいえない。基礎的知識・習熟・表現の
3つの階層を分断化させていたのかもしれな
い。まずは、適切な学習目標をたてて、３つの
階層を経由させることに配慮して、博物館の事
業を再構成することである。

（２） パターンⅡ
　図６はパターンⅡである。このパターンの目

写真１　ナショナル・ギャラリーのワークショップの様子
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標や課題は、自分のキャリアを設計・再設計す
ることである。
　まずは基礎的知識としては、自己のキャリア
（生き方）を棚卸することである。それは自己理
解をはかることになる。またキャリアを（再）設
計するための「育自意識」や自己啓発という意味
合いも含んでいる。そのことは自己だけではな
く他者との共存関係の上に成り立つことから、
自己の棚卸は他者に周知することを前提にす
る。
　それには、モノ・コトバ・コト（出来事）など
がある。たとえば、自分のキャリアをモノが象
徴することがある。A大学の学生にモノから自
分のキャリアを振り返ることができるかと質問
した。ある学生は中学生の部活動で使用してい
たテニスラケットだという。ラケットを見る
と、当時のスランプに悩み悔しかった気持ちや
先輩に叱られたこと、その後に頑張ってレギュ
ラーに復帰した喜びなどが鮮明に思い出され
る。その経験がなければ今日の自分はなかった
と振り返る。その学生にとって、ラケットは子
ども時代からの発達課題を獲得してきたことを
証言する存在だといえる。モノ以外にも、コト
バやコトもキャリア資源である。仕事のことや
特技でもよい。オーラルヒストリーは自分史と
してキャリアの棚卸になるからだ。
　“習熟”は、自分が基礎的知識の階層で提供し
たキャリアを、他者から共感や評価を受ける。
そのことから自己を再評価する。他者はその事
実を認める。その上で、他者の中に存在する自
己との照らし合わせをして共感する。あるいは
その逆もある。しかし、ここで肝心なことは他
者のキャリアを否定しないことである。キャリ
アには事実があるのみで、人生が良かったか、
そうでなかったかは死の間際まで本人しか知り
えないからだ。他者はその領域には踏み込めな
い。　
　“表現”は、自らのキャリア資源を何らかの形
によって公開することである。たとえば自分史
にゆかりのモノを公開する。そこに自分史のコ
メントをつける。または自分のこれまでのキャ
リアを他者に語る。踊り、演奏、撮る、描くな
どのような表現も自己のキャリアを公開するこ

とである。ここで扱うのはアーティストのよう
な専門家ではなく、あくまでも市民としての自
己表現を対象にする。
　その結果として、次のことが期待される。ま
ずは、地域における他者とのつながりができる
キャリアネットワークづくりである。人脈づく
り、多様な人たちとの交流、情報交換、異分野
交流、世代間交流などによって仲間をつくる。
顔見知りが増えれば、個人の生き方は活性化す
るようになる。仕事や社会生活において、今ま
で以上に使命や責任を感じるようにもなる。
キャリアの（再）設計には、何を大事にして生き
たいのか、働きたいのかを確認することになる
が、キャリアの棚卸や他者からの評価などを経
て、自分が職場、家庭、地域で担っている役割
や責任を改めて確認する。また、地域に知り合
いができて、キャリアに対する自覚が増すよう
になると、個人でもできる社会活動に参加する
ようになる。それは後述のパターンⅢにもつな
がる。
　以上のことを、エリクソンの「漸成的発達の
枠組み」（図１）に照らし合わせるならば、この
パターンⅡは青年期のアイデンティティ形成に
とって「正」の効果をもたらす。中年期（成人期・
壮年期）には、再度のアイデンティティ形成や、
新たな発達課題となる「親密性」「世代性」にとっ
てやはり「正」にもっていく影響力を与える。高
齢期には、これまでの発達課題を獲得すること
と、それを「統合」することにやはり「正」の影響
を及ぼすことになると思われる。

図６　市民のキャリア形成の構図　パターンⅡ
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　英国では、ロンドンのクロイドン博物館で市
民のキャリアを常設展示している。このパター
ンの参考事例として興味深いことから、若干説
明する。当館はロンドン南部のクロイドン区の
公立博物館。クロイドン区の人口は約 33 万人
でロンドンを構成する区部のなかでは最も多
い。1980 年代から東ヨーロッパ、アフリカな
どからの難民の増加により、人口の約 20％を
マイノリティ（少数民族）が占めている。展示
テーマを「人々の生涯」（Lifetime）として、地域
に住む人たちの多様性を明らかにするために、
個人史を常設展示している。博物館は 1995 年
3 月に開館した。展示は、人種、職業、性、年
齢などのキャリアの視点から多様な市民を扱っ
ている。インド・アフリカ・中国・東欧などか
ら移住した人々、会社員、地元議員、ビル工事
現場のマネージャー、店員、博物館職員、ダン
ス教師、警察官、バスの運転手、食料品店経営
者、靴職人、同性愛者や、社会階層については
ワーキング・クラスからミドル・クラスを扱っ
ている。370 点の個人史を物語るコレクション
や 800 件のヒアリング資料が、市民のキャリ
アを展示する裏付けになっている (21)。

（３） パターンⅢ
　図７はパターンⅢである。ここでいう「まち
づくり市民」とは集団としてのコミュニティを
単位とする。
　まずは、それに所属する人たちは地域の文
化・科学などの文化資源を基礎的知識として共
有することだ。そのことは他者との交流や相互
理解をはかるうえでの前提条件となる。このパ
ターンの達成目標は「まちづくり市民」になるた

図７　市民のキャリア形成の構図　パターンⅢ

めに、地域の人たちに必要とされる共通の基礎
知識である。それは市民同士のコミュニケー
ションにとっても有効な手段になる。
　“習熟”は、地域の課題解決をはかるために他
者との交流や相互理解をする。ここでいう課題
解決とは、先述したように「まちづくり市民」の
要素としてあげたように「地域や他者に貢献す
る目標をもつ（mission）」という意味合いをも
つ。さらに他の要素とも照らし合わせれば「目
標を実現するために学ぶ（learning）」や「他者と
の連携やネットワーク（connection）」もこの
“習熟”の階層で実行される。
　“表現”は、基礎的知識や習熟の段階を踏まえ
て、その成果を公開する。たとえば市民の企画
による展覧会の開催や調査報告書づくりがあ
る。平塚市博物館は、“相模川流域の自然と文
化”をテ－マとして、市民が調査に参加する「市
民参加型」の地域博物館をめざした生涯学習の
拠点になっている。これまでに博物館に所属す
る市民サークルは、“平塚の空襲と戦災を記録す
る会”、“石仏を調べる会”、“相模川を歩く会”な
ど 24 団体におよぶ。たとえば、平塚の空襲と
戦災を記録する会は、平塚の戦時下や空襲に関
する資料収集や、戦争や空襲の体験を聞き取り
調査し、市内戦災地図の作成や、空襲の犠牲者
について調べて、その調査の記録を刊行物にま
とめている。石仏を調べる会は、市内の石仏調
査の成果をやはり刊行物にした。相模川を歩く
会は、流域を歩きながら見聞することを目的に
始めた。その後、蓄積した記録資料をもとに特
別展としてその成果を公開した。また集大成と
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して『相模川事典』を出している。これらのよう
に市民サークルの活動は、成果として創造、討
論するなど社会参加につながっている。毎年開
催される「博物館まつり」は、「市民サークル活動
展示発表会」として、2010 年 2月には 11 団体
が参加して活動成果を展示で紹介、各サークル
による実演会や体験型行事、発表会などをした
(22)。
　近年はこのような「市民参加型」の活動のほか
に、博物館と市民の間にはもっと多様な関わり
方が始まっている (23)。たとえば、小樽市総合
博物館ではNPO法人北海道鉄道文化保存会の
市民が鉄道車両の保守・補修をしている。博物
館の限られた人員や予算では手がまわらない資
料保全を市民が主体的に支援している。萩博物
館には、幕末長州科学技術史研究会という市民
サークルがある。会の目的は、幕末長州の科学
技術史を再評価することにある。博物館の学芸
員たちの協力を得ながら、市民サークルは当時
の大砲の復元に取り組んでいる。浅間縄文
ミュージアムでは、森林組合からも敬遠されて
放置された民有林を森林整備している木こり集
団が活動している。彼らは長野県の佐久地方を
エリアとして電子化した森林マップを作成して
ガイドツアーなどを実施している。
　これらの活動から見えてくることは、これま

では博物館の内部で育成したような市民サーク
ルとの協力関係であったのに比べて、外の市民
サークルが博物館と連携する関係性をもつよう
になったことだ。博物館に関わることのなかっ
た人たちにも、博物館が自らを開放すれば市民
がそれぞれのキャリアや技能を生かして博物館
と連携して社会貢献にもつなげることができる。
　いずれのタイプも、「まちづくり市民」につな
がっていく。まちづくり市民は、ボランティア
やNPOとして、具体的な活動をする (work & 
play)。その活動を地域や他者に開く（open）と
いうことが不可欠になる。そのことが地域に貢
献する。

（４） キャリアの発達段階との関係性
　以上の 3つのパターンは、キャリアの発達段
階との間に次のような関係が成り立つ。図８
は、年齢層に応じてそれぞれのパターンが適用
されることを示す。まず学童期はパターンⅠに
ほぼ限定される。学校教育では、とかく知識を
詰め込むことになりがちで、習熟や表現の段階
に至る、本来的な＜学び＞が充分に行われてい
るとはいえない。これに比べて博物館では、訓
練を積んだ専門職がコレクションや展示のよう
な博物館資源を生かすことで、適切な学習目標
を達成することができる。これまでの学校と博

図８　年齢層に応じたキャリア支援のパターン
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物館との「博学連携」の再確認も課題になる。
　青年期から高齢期の人たちには、全てのパ
ターンⅠ～Ⅲが相当する。たとえば中年期に定
年退職した人たちは、地域で新たな生き方を模
索することになる。そのような時に、博物館は
地域の文化資源を知識として提供するばかりで
なく、地域を考える仕掛けを用意して、その人
たちの学習目標の達成に供することができる
（パターンⅠ）。定年退職後に地域で生活するた
めには不安や戸惑いもあるだろう。そこで、地
域で生活する市民としてのキャリアの再設計を
しなければならない。まずは自分のキャリアの
棚卸をする。キャリアにゆかりのあるモノを公
開することや、キャリアをコトバで表現するこ
とを通じて、自らのキャリアを再設計する（パ
ターンⅡ）。さらに博物館は「まちづくり市民」
の形成にも関与する。地域の文化資源を調査す
る市民サークルは、単に自分たちの自己満足に
止まらずに、その成果を地域の社会生活の改善
に役立てることを意図すれば、「まちづくり市
民」になる。博物館内部の市民サークル以外に、
外部のサークルも博物館と連携して成果を博物
館で発表して社会参加するようになる。定年退
職した人たちにとって新たな生きがいとなり
キャリアの発達段階を獲得する（パターンⅢ）。

５．野田市郷土博物館による市民のキャリア   
     支援に対する評価と条件

　2007 年 4 月に野田市郷土博物館は＜市民の
キャリアデザインの拠点＞という新しいミッ
ションを掲げて再スタートした。これまでにそ
の経緯などについては触れている (24) ので、そ
ちらで概要を参照していただきたい。
　ここでは当館が、市民のキャリア支援のため
に実施した特徴的な事業について評価しなが
ら、3つのパターンを実現させていくために博
物館が用意する条件とは何かについて現時点で
明らかになったことについても触れる。
　
（１） 子どものキャリア支援
　まずはパターンⅠについては、子どもたち
（学童）を対象にする。博物館と学校の連携は、

2007年度（７校・計634人）、2008年度（６校・
計414人）、2009年度（９校・計695人）となっ
ている。2007 年 7 月 5 日に学校関係者との懇
談会（野田市教育研究会社会科部会）を実施し
た。市内の公立小中学校の社会科を担当する教
員約 50 名。私が講師となり、キャリアデザイ
ンの観点から「博学連携」の強化について説明し
たが、本稿で示したようなパターンⅠについて
の考え方を示すことはなかった。むしろ学校団
体の利用を促進することで、博物館の利用率を
高めることにあった。その結果、博物館による
学校見学の受け入れは、企画展「野田に生きた
人々、その生活と文化」の展示解説、ハンズオ
ン、火起こし体験や市民会館（旧茂木佐平治邸）
の見学などを行った。パターンⅠに照らし合わ
せれば、基礎的知識の提供に体験型を加えた程
度の内容に止まり、「習熟」や「表現」の段階に
もっていくことができていない。今後、学校関
係者と調整して、限られた博物館での対応の時
間中で本来的な＜学び＞と学習目標の達成にむ
けた改善が必要である。
　博物館は学校教育のように点数評価をするも
のではないが、そのことと学習評価をしないこ
ととは同義ではない。今後は博物館として学習
目標の達成度を評価する。そのために学習目標
を設定して、パターンⅠの構図を踏まえた博物
館事業を工夫することが課題となる。
　なお、企画展「野田に生きた人々　その生活
と文化」については、子どもから高齢者までの
幅広い年齢層や家族を対象にして、地域の歴
史・文化・生活に関する知識を提供している。
やはり知識提供の段階に止まらず、より上位の
段階にもっていく具体策を講じていくことが課
題である。但し、企画展の中で縄文時代の「ミ
ミズク形土偶」のニックネームを公募（2008 年
度）したところ、子どもたちに一定の＜学び＞
の効果があったようだ。子どもたちはニック
ネームをつけるために、それが何であるかを主
体的に調べた。外見以外に、誰が・いつ・何の
ために・どのようにして作ったのかなどを総合
的に検討した (25)。これは「習熟」の段階になり、
展示品として見学だけでなく、より高い学習効
果が得られたといえる。
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　以上の反省を踏まえて、パターンⅠを実現す
るために、博物館や学芸員が用意する条件は次
のように整理できる。
　一つめは、学習目標を明確にすることであ
る。つまり適切なテーマを設定する。
　二つめは、子どもに考えさせる機会を与える
ことである。そのためには質問をする。決して
一方的に聞かせるだけで終わりにしない。
　三つめは、基礎的知識を提供してから、グ
ループワークをさせて、その結果を発表する場
をつくる。
　四つめは、その成果物を博物館で公開する。
展示やホームページなどのように、公的な場に
出すことで、子どもたちの意識は社会や地域と
つながる。
　五つめは、学芸員は＜学び＞の考え方を教師
とよく話し合う。教師の理解をはかる。学芸員
と教師が協働体制で実施する。

（２） 青年期から高齢期の人たちへのキャリア
　　 支援
　青年期から高齢期の人たちにとっては、パ
ターンⅡ・Ⅲについて評価する。パターンⅡに
関連する事業としては、キャリアデザイン講演
会、キャリアデザイン連続講座、博物館実習生
の受け入れ（大学生対象）、寺子屋講座、ミュー
ジアム・コンサート、企画展「市民公募展」、企
画展「市民コレクション展」、特別展などのほか
に、中学生を対象にした職場体験などである。
中でも寺子屋講座は、市民にとってキャリアの
（再）設計をするうえで一定の効果がある。
　寺子屋講座は、市民が自らの仕事の技や生き
方を講座形式で話すものである。まちの仕事人
講話と芸道文化講座の 2種類。2010 年度まで
に 142 講座開催し、約 75％は市民が講師を務
めた。大部分はこれまで、自らのキャリアを人
前で話した経験をもたない人たちである。
　この成果は、まず講師となった本人や参加者
を含めて、地域で顔見知りが増えることであ
る。毎回十数名の集まりである。少人数でも密
度は高い。一方的に講師の話を聞くだけでな
く、必ず対話する場を設ける。そこでは棚卸を
した自分のキャリアを他者が評価や共感する。

改めて自分のキャリアを再確認する。自己の
キャリアを向上させる効果がある。あるいは講
師の仕事に興味をもって異業種の人が参加す
る。そこで異業種交流にもなる。なかには市外
では講演した経験者もいるが、初めて地域で話
すことによって「地域デビュー」する。回数を重
ねていくにつれて、市民のネットワークが拡大
している。それは博物館にとっての人的資源と
なり博物館の支援者になることを意味する。
　たとえば、刃物職人のHさんはこれまで人
前で話した経験がなかった。ましてや自分のこ
れまでの人生や仕事のことなどを話すことを考
えたこともなかった。仕事を毎日黙々とする職
人である。それでもHさんは寺子屋講師の依頼
に何とか応じてくれた。それからHさんは自分
の人生を振り返るためにメモをとりまとめた。
学芸員と事前の打ち合わせをしておき、もし話
に詰まったら学芸員が話の引き出し役になる。
寺子屋講座に臨んだ。参加者は 20 名程度。H
さんは緊張した面持ちながら職人としての人生
と技を語り終えた。
　寺子屋講座は講師からの一方的な話を聴くこ
とだけでなく、必ず参加者からも意見や感想を
述べてもらい講師と意見交換する。参加者の反
応は良かった。そのことはHさんのこれまでの
人生が認知された証となった。Hさんは自分の
人生を参加者が認めてくれたことに喜びを感じ
たようだった。寺子屋で話した市民に共通する
ことは、話すまでは緊張していたが、話して本
当によかったという。自分のキャリアを振り返
ることができたことと、それを他者が認めてく
れたからだ。
　また、企画展「市民公募展」については、本紀
要で柏女氏が板金職人の Yさんによる後日談
を紹介している (26) ように、キャリアの再設計
に寄与していることが判明している。
　現実社会では多くの人たちが自らのキャリア
の将来像を描けないでいる。それをサポートす
る公的機関も不十分である。社会教育機関でい
えば公民館や図書館でもなかなか進んでいな
い。なぜ博物館がやるのかという疑問があるか
もしれないが、社会や人の生き方の変化に博物
館も迅速にキャッチ・アップする。結果は後か
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らついて来る。
　ここまでのところでパターンⅡを実現するた
めに、博物館や学芸員が用意する条件を次のよ
うに整理する。
　一つめは、学芸員は市民と対等の立場でコ
ミュニケーションをとり顔見知りになることで
ある。これまでの博物館の学芸員は「先生」と呼
ばれて、市民に教育する立場にいたこともある
が、それではいけない。対等な関係をもつこと
で学芸員も市民の一員として、市民同士の信頼
関係が生まれる。
　二つめは、市民は様々なキャリアをもってい
ることを認識する。職業や経験、仕事の技、生
き方などキャリアといっても多面性をもつ。そ
れは学芸員に真似することはできないし、まし
て上位になることができるはずもない。キャリ
アは個々人にとって固有のものだ。よって、人
の「生き方」を最大限に尊重することである。そ
のセンスをもつことが大事である。
　三つめは、学芸員はひろく市民活動の情報を
集めて市民同士をつなぐ橋渡し役になる。個人
は他者との共存関係の上に成り立つことから博
物館を市民の交流の場にする。
　四つめは、学芸員は市民のキャリアの聞き役
である。たとえば寺子屋講座では、人前で話を
したことのない人たちに登場してもらうわけで
ある。自分のキャリアを他人が聞いてどう思う
か、緊張し不安になる。そこでまずは傾聴して
そのキャリアを評価し共感する。そして相談し
合いながら、相手に恥をかかせないように寺子
屋講座の段取りをする。たとえば話すことに自
信が持てなければ、学芸員が話の引き出し役と
なって対談形式にするなど臨機応変に対応す
る。「市民公募展」や「市民コレクション展」など
でも同じことである。
　五つめは、学芸員はキャリアカウンセラーの
技能をもつ。そのために今のところは、キャリ
アデザイン連続講座などの専門家による講座を
職員研修にも充てている。
　次にパターンⅢに関連する事業としては、市
民ワークショップ、市民の自主調査研究グルー
プ育成講座、企画展「市民の文化活動報告展」、
キャリアデザイン連続講座、山中直治コンサー

ト、市内ガイド事業、博物館ボランティアなど
がある。
　市民ワークショップは、私が講師になり 2回
実施した（2007 年 6 月・7月）。NPO法人野田
文化広場を指定管理者として博物館が再スター
トした最初の年であった。その目的は、博物館
が地域で果たす役割を市民の視線から見直そう
としたからだ。背景には、直営時代の博物館と
比べて、新しく「市民のキャリアデザインの拠
点」というミッションを掲げて再スタートした
NPO運営による博物館の今後のあり方につい
て、利用者から意見を聴取することにあった。
参加者は13名（第1回）、9名（第2回）であった。
参加者の多くはボランティア活動の経験者で
あったことから積極的な意見が出された。パ
ターンⅢの構図に照らし合わせれば、ワーク
ショップは「習熟」段階になる。「博物館が市民生
活に必要な存在であるためにはどうしたらよい
か」というテーマを基にして、まずは問題点の
洗い出しである。市民の博物館に対する認知度
が低いこと、設備の不備、市民参加の企画の不
足、市民同士のコミュニケーション不足などが
あげられた。その解決のために博物館は市民の
交流の拠点になることや、各種市民団体相互の
緩やかな連携などの必要性がだされた。単発の
会合であったが、参加者にとってはそれぞれの
ボランティア活動に生かせるものになったと思
う。
　先述した「ガイドの会」は外部のボランティア
団体である。そのポイントは博物館側がガイド
の会に部屋を提供して、当会が拠点を確保した
ことである。それによって「ガイドの会」は博物
館と同じ敷地内にある旧茂木佐平治邸を案内す
る一方、博物館を拠点にして市内ガイドをして
いる。ボランティア団体やNPOが成長する要
件の一つに拠点の確保は不可欠である。博物館
が「ガイドの会」に拠点を提供することの見返り
に、「ガイドの会」は施設の案内を請け負う。
ウィン・ウィンの関係である。またメンバーは
キャリアデザイン講演会、キャリアデザイン連
続講座、企画展などの事業にも積極的に参加し
ている。ガイドの会は博物館との連携を通して
「まちづくり市民」に成長した。
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　他方、博物館が組織した博物館ボランティア
がある。野田市郷土博物館では 2009 年９月か
ら博物館ボランティアの人たちが業務をサポー
トしている。現在（2011 年３月）で 10 名が登
録参加している。主な業務は展示室の受付を担
当する。来館者の対応や出版物などの提供、ア
ンケート調査、展示解説などをする。英国の多
くの地域博物館では、受付のボランティアス
タッフが来館者に気さくに対応する様子を見た
ことから、そのことを参考にして導入してみ
た。
　ボランティアの人たちは来館者からの情報や
クレームなどのその日の出来事を日誌に記録す
る。開始後 1年半が経過している。今のところ
多くのボランティアスタッフは来館者との交流
に生きがいや楽しさを感じている。ボランティ
アの仲間内の交流や相互理解も進んでいる。今
後は「地域や他者に貢献する目標をもつ
（mission）」を意味する課題解決にも関心事を
もつことにシフトしていく。たとえば、これま
での受付業務から得た来館者情報を「来館者の
声」として報告書にまとめる。フローの情報を
博物館に届ける。実は来館者の声は博物館経営
にとっては宝の山である。経営は顧客の創造が
目標であるという立場からすれば、来館者から
の情報を整理して分析することは博物館の業務
改善に役立つ。それを情報収集の当事者が手が
ける。学芸員でない方が適確にまとめることが
できる。その過程でボランティア同士の連絡や
調整機能が働き、完成すればさらなる充実感や
連帯感が生じる。「まちづくり市民」の要素と照
らし合わせると、この場合の報告書作成は「具
体的な活動をする（work & play）ことに相当す
る。このことは図７にあるように出版という表
現により「その活動を地域や他者に開く
（open）」ことで地域とつながる。社会への参加
意識をもつようになると、それは「まちづくり
市民」になっていくのだ。
　博物館の改善に市の協力が必要な場合には、
報告書は市に対する説明資料として使える。ボ
ランティア活動が博物館を改善する支援者にも
なる。
　このボランティアスタッフ 10 人をライフ

キャリアの転換期（アイデンティティ形成）と比
べると、男性４人は全てが定年退職者の転換期
③、女性 6人は転換期②にあたる。図３に示す
ライフサイクルをほぼ裏付けている。男性は民
間企業を退職後、地域で活動しようと参加した
人たちである。女性は子育て後の人たちで、地
域で趣味や習い事や他のボランティア活動にも
参加している。
　もうひとつは、企画展「市民の文化活動報告
展」がある。2009 年度は企画展「まちなみ提案
文化の駅・野田～まちへの想いを形に～」をま
ちなみ研究会という市民サークルと共催した。
その詳細は本紀要の佐藤氏が述べているのでそ
ちらを参照していただきたい (27)。ただしここ
では、博物館と市民サークルとが協働で企画か
ら展覧会や関連事業を実施する過程で、両者間
に生じた摩擦をどのように解決したのかをみて
おく。
　たとえば、関連企画の準備や展示業者などの
打ち合わせ作業を行っていた時期（企画展開始
日の前）に、市民サークル側から経費の現状に
ついて担当学芸員に問 い合わせがあった。経費
は全て博物館が負担することになっていた。市
民側からは経費の執行状況が不明だというク
レームであった。それが分からなければ準備に
支障をきたすということが理由であった。学芸
員が企画展の予算額や執行状況を把握してお
り、市民サークル側との情報共有ができていな
かった。学芸員はすぐに現状をまとめて会議で
報告することによって作業を円滑に進めること
ができるようになった。このように摩擦を解消
するためには、両者間の情報を共有しておくこ
とが不可欠になる。
　最後にパターンⅢを実現するために、博物館
や学芸員が用意する条件を次のように整理す
る。
　一つめは、学芸員は市民とともに地域の課題
を挙げて、その解決に取り組もうとすることで
ある。その上で博物館や学芸員にできること
と、市民が取り組むことを仕分けすることであ
る。たとえば、企画展「まちなみ提案　文化の
駅・野田～まちへの想いを形に～」は、市民サー
クルによる歴史的な建造物を保存活用するため
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の提案が展示された。それは市民サークルの主
張であった。博物館にできることは、私が市役
所の総務部長と話し合い、関係する市役所職員
と市民との意見交換の場を設けることであっ
た。博物館にできることはその場の設定であ
り、市民は市役所職員から市の方針や事情を聴
くことができた。さらに市民は、その後もまち
づくり活動を継続している。
　二つめは、博物館職員（館長や学芸員など）
は、市民サークルと親交を深める。代表者など
特定人物との付き合いに限定せず、メンバー全
員と面識をもち交流する。たとえば「ガイドの
会」からは年数回の食事会を共にする。イモ煮
会のように季節に合わせたイベントだ。公民館
の部屋を借りて総勢 30 名ぐらいが集まる。メ
ンバーが手料理を持参して皆で楽しく会食す
る。博物館ボランティアも博物館職員の一員と
して、やはり忘年会を共にする。こうして人間
関係ができあがる。
　三つめは、学芸員は市民サークルの人たちを
面倒くさがらずに親身に対応することだ。学芸
員と市民は対等関係である。市民は博物館の支
援者になる。
　四つめは、学芸員は市民が展示という表現手
段を身につけることを支援する。これは企画展
「市民の文化活動報告展」のように、学芸員と市
民が協働して展示企画や準備・設営をする。市
民はこれまで博物館で展示をした経験がない。
そこを学芸員が支援する。こうして市民は未知
の表現手段を獲得する。その後は博物館以外
の、公民館やコミュニティセンターなどの施設
でも展示活動ができる。自らの活動の表現手段
が増える。
　五つめは、学芸員は市民団体との摩擦をうま
く回避することや、もし摩擦が生じた場合 に
は乗り越える戦略を身につけておくことであ
る。そのために学芸員は市民と事前に情報を共
有しておくことが大切だ。また摩擦が起きても
冷静に原点に戻ることができるようにお互いが
誠実に話し合い、事業の理念や目的を確認して
原点に戻って見直すことである。

おわりに

　本稿は、地域博物館が取り組む市民のキャリ
ア支援についての仮説と若干の検証を試みた。
野田市郷土博物館を指定管理者であるNPO法
人野田文化広場が運営を始めて 4年になる。当
初の考え方や理念を具体化するためには、理論
的な考え方が必要になる。本稿は、これまでの
試行的な事業を踏まえて仮説的な考え方を示し
た。それを基に、これまで実施してきたいくつ
かの事業を評価した。これはまだほんの一部で
あり、今後も継続していかなければならない。
また、今回の仮説が検証されることになれば、
今後の博物館事業の変更や修正をすることにも
なろう。
　なお、今回は触れることができなかったが、
地域博物館が地域の公共性を再構築することに
どのようにコミットしてゆけるのかを次回の課
題としたい。
　これまで社会の問題を解決してきた行政は、
成熟社会の到来による制度改革や財政難などに
より、これまで通りの業務を継続することがで
きない。当然、行政が担当しなければならない
業務が見直される。確実に言えることは人員の
整理、業務の縮小・削減化である。するとその
他の公共部門を市民や民間企業が担うことにな
る。これまでのように行政依存型の体質から、
市民も民間企業も自立しなければならない。そ
のような時代に地域博物館として何ができるの
か。博物館が地域の公共性をどのように担って
いくのかが問われることになる。

橘木俊詔 2006『格差社会』岩波新書、pp36－66
山田昌弘 2004『希望格差社会』筑摩書房、pp130－
156
上山信一 2010『大阪維新』角川 SSC新書、pp16－
19
渡辺三枝子 2001『キャリアカウンセリング入門』
ナカニシヤ出版、pp19
川喜多喬 2004『人材育成論入門』法政大学出版局、
pp1－2
中西信男・水野正憲・古市裕一・佐方哲彦1985『ア

註
(1)
(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

118



イデンティティの心理』有斐閣選書、pp2－3
児美川孝一郎 2006『若者とアイデンティティ』法
政大学出版局、pp4
E.H. エリクソン（岩瀬庸理訳）1973『アイデンティ
ティ』金沢文庫、p113－186
児美川 pp13
河合隼雄 1996『中年クライシス』朝日文庫、
pp7-13
武則祐子 1982「成人の心理・社会的発達に関する
研究（３）―成人期のライフパターンの分析」広島大
学大学院教育学研究科博士課程論文集第 8 巻、
pp110－117
高岡正司2006「事例　富士ゼロックスの取り組み」
『キャリアサポート』（宮城まり子監修）駿河台出版、
pp90－118
宮城まり子監修 2006『キャリアサポート』 駿河台
出版、pp78－79
内閣府大臣官房政府広報室『世論調査報告書平成
20 年 2 月調査』「社会意識に関する世論調査」
http://www8.cao.go.jp/survey/h19/h19-shakai
/index.html
2010 年 12月 19日にヒアリング調査を実施する
佐貫浩 2005『学校と人間形成』法政大学出版局、
pp41－48
佐貫浩 2010「大学生として、豊かな学びとつなが
りを創りだそう」法政大学キャリアデザイン学部オ
リエンテーション講演録 2010 年 4月 24日
中野民夫 2001『ワークショップ』岩波新書、pp11
中野 pp140
児美川孝一郎 2006『若者とアイデンティティ』法
政大学出版局、pp4
金山喜昭 2010「まちづくりと市民のキャリアデザ
イン（４）－市民の要望による地域博物館とはー」法
政大学キャリアデザイン学部第 6号、pp41－57
http://www.city.hiratsuka.kanagawa.jp/press/pr
e20090431.htm
花王株式会社 2010『花王・コミュニティミュージ
アム・プログラム 2010 年選考結果』p28
金山喜昭 2009「NPO法人が指定管理者制度を活用
した新しい地域博物館活動―市民のキャリアデザ
インと地域コミュニティの拠点づくり―」地域政策
研究第 46 号、pp42－47（財団法人地方自治研究
機構）、金山喜昭 2010「野田市郷土博物館の事例」
社会教育No.772,pp74－78など
田尻美和子 2010「子どもの博物館利用を考える～
キャリアデザインの視点から～」野田市郷土博物
館・市民会館年報・紀要（2008 年度）、pp140－
141
柏女弘道 2011「キャリアデザインと市民公募展の

(7)

(8) 

(9) 
(10)
 
(11)
 

(12)

(13)
 
(14)
 

(15)
(16)

(17)

(18)
(19)
(20)

(21)

(22)

(23)

(24)

(25)

(26)

あり方についてー市民公募展「思い出のモノ語り」
を通してー」野田市郷土博物館・市民会館年報・紀
要（2009 年度）、pp145－151
佐藤正三郎 2011「地域博物館による“市民サーク
ル主体型展示”の可能性～まちなみ研究会による歴
史的建造物の活用とまちづくり～」野田市郷土博物
館・市民会館年報・紀要（2009 年度）、pp121－
134

(27)

119





【論文】

 地域博物館における「市民サークル主体型展示」の可能性
～まちなみ研究会による歴史的建造物の活用とまちづくり～

佐藤正三郎（野田市郷土博物館学芸員）

１．はじめに

　本稿では、市民の文化活動報告展「まちなみ
提案　文化の駅・野田　～まちへの想いを形に
～」（以下、本展示）の事例報告に基づき、「市民
サークル主体型展示」の課題と効果を明らかに
する（展示内容の詳細は年報 32～ 36 ページ参
照）。本展示ではまちなみ研究会（以下、研究会）
が主体となり、当館と連携して歴史的建造物の
活用と景観形成によるまちづくりの提案を行っ
た。関連企画では当館と研究会がハブとなり、
複数の団体が連携してまちづくりに取り組ん
だ。その特徴となるキーワードは①まちづく
り、②市民主体、③ハブ機能の 3点である。

（１）博物館における主体的な活動とまちづくり
　この 3つのキーワードが先行研究において
どのように論じられてきたのかを確認しておこ
う。
　①まちづくりと②市民主体の博物館活動の関
係について、伊藤寿朗氏は社会教育の立場から
市民が地域の課題に主体的に取り組む場として
の地域博物館論を提唱した（1）。
　金山喜昭氏は伊藤氏の論を発展させ、地域博
物館がまちづくりに取り組む社会的背景と意
義、具体的方策を論じ、野田での実践を試みて
いる（2）。金山氏は地域博物館の役割として「ま
ちづくり市民」を育成することを明示した。こ
れは「個」を確立した上で地域の課題に主体的に
取り組む人々を指す。また、まちづくりを射程
に入れた博物館活動は次の 3段階に分けられ
るという。第 1段階、博物館を拠点にした博物
館活動の延長としての市民参加による調査。第
2段階、博物館の支援（学芸員、予算、場所など）
のもとではあるが、「地域プラットフォームの俎
上で様々な地域や人たちと連携や調整をしてい
く」。第 3段階、博物館から離れて「市民サーク

ルがファシリテーターとなり地域のプラット
フォームで様々な団体と調整しながら普及活動
を実施する」。このモデルでは段階が上がるご
とに市民サークルの主体性は増していくことに
なると考えられる。金山氏が説くファシリテー
ターは、先述した特徴③ハブ機能にあたる。
　本展示は博物館のサポートを受けながら研究
会という市民が主体となり地域プラットフォー
ムでハブ機能を担ったのであり、第 2段階に相
当する。
　生島美和氏は社会教育の立場から、君津市久
留里城址資料館における「まちなみ」関連事業を
調査し、「住民を資料の保存・活用の主体に位置
づけながら、地域づくりを支援・促進する」学
芸員の取り組みを明らかにした。その上で主体
的な市民活動の育成を、博物館の教育機能、学
芸員の教育実践として位置づけている（3）。
　伊藤氏、金山氏、生島氏は、地域博物館が市
民主体の活動をサポートする意義を、主にまち
づくりに見いだしたといえよう。一方、博物館
の諸機能のなかでも展示に注目すると、市民の
主体的な取り組みはまちづくり以外の面からも
評価しうる。
　文化環境研究所の高橋信裕氏は博物館の「主
役が文化財や美術作品、標本等であり、発信す
る知識や情報の作り手、担い手が館の学芸職員
である限り、これまで以上に来館者が博物館を
楽しむことは出来ない」と痛烈に批判し、市民
が展示や情報発信を行うことを主張した（4）。村
上義彦氏もこれまで受け身であった市民が「情
報発信の選択権や情報加工」を担う意義を強調
している（5）。戦争関係の展示を研究している山
本唯人氏によれば、市民による展示は表現の自
由につながる「多様な価値観の許容される民主
的な市民社会形成のインフラストラクチャアの
一つ」であるという（6）。市民が主体となって展
示を行うことは、まちづくりだけでなく、市民
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アイデア
↓
実現性
↓
〈再検討と承認〉
↓
目的の明文化
↓
〈再検討と承認〉
↓
メンバー集め
↓
コミュニケーション目標
↓
粗いスケジュールと予算
↓
〈再検討と承認〉
↓
調査／企画段階評価
↓
ストーリー／コンセプトデザイン／製作途中評価
↓
〈再検討と承認〉
↓
台本／最終デザイン／製作途中評価
↓
〈再検討と承認〉
↓
コストの見積りとデザイン修正
↓
最終的な製作スケジュールと予算
↓
施工仕様書
↓
〈再検討と承認〉
↓
製作と設置
↓
展示公開
↓
維持管理
↓
総括評価
↓
展示の再デザイン／調整
↓
〈再検討と評価〉
↓
プロセスの再デザイン／調整
↓
〈再検討と承認〉

初期デザイン

実　現　性

詳細デザイン

製　作

製作プラン

による情報発信機能、大きくは表現の自由と関
連づけて評価することができるだろう。

図１　マックリーン (Kathleen McLeen) の
「展示開発のプロセス」

（２）「市民サークル主体型」展示の定義
　ここで、本稿で提起する「市民サークル主体
型展示」について仮に定義しておく。従来行わ
れてきた「市民参加型展示」との大きな違いは、
市民の参加度合いである（7）。マックリーン
(Kathleen McLeen) の「展示開発のプロセス」
（図 1）を参考に考察を進める（8）。「市民参加型展
示」であれば、このいずれかの段階に市民が参
加していれば成り立つ。実際は初期の段階ほど
館内で行われ、初期デザインの調査段階から市
民が参加することが多いだろう。一方、「市民主
体型展示」では、この展示プロセスの全部、ま
たは大部分を市民が担うことが重要だ。市民が
主体となって展示を行う、すなわち展示プロセ
スの大部分を担うという本展示の目標はどこま
で達成できたのだろうか。これを検証するた
め、本稿では上記プロセスに従って、いつ、何
を考えて、どのように博物館と研究会が活動し
たのか、実践を丁寧に記録しておく。また、連

携して活動すれば、博物館と市民の間で一定の
摩擦がおこることは当然と考える。しかし、博
物館の必要性と社会的な意義をアピールするた
めには、館内だけで閉じこもって活動すること
は許されない。但し、摩擦はともかく衝突は避
けた方がよい。このために、本稿ではあえて成
功談だけでなく、「摩擦」のあった部分もとりあ
げる。
　なお、市民が組織を作らずに展示の主体とな
る例もある（9）。市民個人と組織では、課題が異
なることが予想される。本稿ではなんらかの組
織が展示を行うことを前提に、「市民サークル主
体型展示」を定義しておく。
　
（３）先行実践例との比較
　「市民サークル主体型展示」は、既に実践され
ている（10）。しかし実践報告は少なく、実務上
の課題や博物館活動としての可能性について
は、あまり論じられてないのが現状だ。例えば
次のような事例がある。

【香川県歴史博物館「こどもたちの昭和」（2002
年）】
同館運営ボランティア 16 名による展示で、学
芸員による報告がある（11）。
【八千代市立郷土博物館市民企画展】
第 1 回「私のたからもの」展（2004）。公募によ
る市民 8名が実行委員を組織して実施。実践報
告はまとめられていない。第 2回「新四国を歩
く」（2006 年）。むつみ街づくり研究会など市民
と共催で現地の文化財探訪や調査を進め、展示
を実施した。図録が発行されている（12）。
【平塚市美術館「湘南の洋画家・大貫松三展」
 （2005）】
〈もの〉ワークショップクラブに参加した市民が
調査から展示、報告書の作成までプロセス全体
に参加した。調査成果の報告（13）と、学芸員に
よる意義付けがまとめられている（14）。
【千葉県立中央博物館「千葉の干潟展」（2006）】
県のNPO活動提案募集事業をNPO法人千葉
まちづくりサポートセンターが受託し、NPO
や市民サークル、県立中央博物館のメンバー等
で実行委員会を組織し実施した。事業全体を市
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民が主体的に担った典型的かつ大規模な例であ
る。また組織間の仲介者（まちづくりサポート
センター）が多様な組織と連携して展示と関連
事業を実施したこと、市民サークルの調査結果
や主張を展示した点でも、本展示との類似点は
多い。NPO側から詳細な報告がまとめられて
いる（15）。
　
　先行実践例のうち市民サークルの性格に注目
すると、館内と館外の組織に分けられる。ここ
で菅井薫氏が提唱する市民と博物館の関係の類
型を参照したい（16）。菅井氏は市民の持つ専門
性が博物館と同種か異種か、主な活動環境が博
物館内か館外か、を座標軸として、博物館と市
民の関係をマトリクス上で次の A～Eの 5 タ
イプに分類した（図 2）。紙幅の関係上、本稿に
関係するタイプのみ紹介する。

図２  「市民連携」の枠組みモデル（菅井2006による）

A　博物館と同種の専門性を持ちつつ館内外で
活動する団体（学習サークルや友の会など）。B
博物館と同種の専門性を持ち、館内で活動する
（友の会や博物館ボランティア）。この 2タイプ
は「学習者」「活動者」として博物館を利用する組
織である。D　非営利組織。博物館の外で活動
し、専門性では中間領域に位置する。
　市民と博物館の関係が多様かつ複雑化した現
状において、このモデルは非常に有効と考え
る。先行実践例を菅井氏のモデルにあてはめれ
ば、香川県歴史博物館、平塚市美術館、八千代
市立郷土博物館の第 1回は館内でグループを
育成した B型、千葉県立中央博物館の事例は
D型に位置づけられる。このほか、博物館を拠

点に活動するサークルが一堂に会して展示とイ
ベントを行う平塚市立博物館「博物館まつり」
や、近年増えつつある市民学芸員の取り組みの
多くはAないし B型に位置づけられるだろう。
　これに対して菅井氏によればD型は新しい
形で次の 3つの特徴がある。第 1は博物館の既
成事業よりも、新しいニーズに対応する独自の
活動が中心であること、第 2は組織の使命に基
づいた事業活動を行っていること、第 3は博物
館と市民にそれぞれの存在を顕在化させる「仲
介者」の役割を果たすこと。ここで重要なこと
は「最初に博物館との連携ありきで考えるので
はなく、自立した組織として、博物館との連携
という行為が一つの選択肢として成立している
点」だという。
　本展示における博物館と研究会の関係も D
型にあたる。つまり「市民サークル主体型展示」
という点だけでなく、館と市民との関係性にお
いても、本展示は貴重な実践例といえるだろ
う。

（４）まちなみ研究会とは
　本論に入る前に、まちなみ研究会の概要を述
べておきたい。野田の中央地区には 1件の国指
定名勝をはじめ、6 件の国登録有形文化財
（2011 年 2 月現在）や「近代化産業遺産群」に選
ばれた複数の建造物がある。他にも醤油醸造業
関係を中心に、公共建築や商店、民家など主に
大正から昭和初期にかけての歴史的建造物が半
径2キロ以内の範囲に点在している。このため、
関東近辺を中心に日帰りの観光客や散策で訪れ
る人々も増えつつある。一方で貴重な歴史的建
造物も、世代交代、中心街の空洞化、価値観や
商業形態の変化などで、毎年数件ずつ取り壊さ
れている。
　この状況に対し、研究会では歴史的建造物の
保存・活用による”美しく・深く・豊かなまち”
を目標に、中央地区を中心にまちなみの調査、
研究、提案を行ってきた。会員は野田の古いま
ちなみを愛する有志 30 名ほど（中心となるメ
ンバーは約 15名）と小規模な組織である。しか
し会員の職業は建築士を中心に、僧侶、会社員、
自治体職員、イラストレーター、インテリア

博物館と同種の専門性＜恒常的利用者＞

博物館と異種の専門性＜潜在的利用者＞

活動者 学習者

協同事業者・仲介者

潜在的利用者

博物館内 博物館外

AB

C

D

E
市民個人

設立・存続運動

非営利組織

学習サークル、友の会
友の会、ボランティア

支援者
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コーディネーターなどと多彩で、参加者の年齢
層も 30～ 70 代と幅広い。同会は 2001 年に結
成され、歴史的建造物の悉皆調査である 2002
年の「List Up 260」、さらに絞り込んだ 2004
年の「Best50」、さらに 12 件の詳細をまとめた
2005 年の「建造物調査報告書」など、地道な調
査を重ねてきた。2006 年には市民会館案内パ
ンフレット「茂木佐邸物語」を発行したほか、市
内建造物が国登録有形文化財になる際には、所
有者と行政の間に立って尽力してきた。同会の
理念と目的は 2005 年に発表した『まちなみ提
案書文化の駅・野田』（以下、『提案書』、A4横版、
36 頁）にまとめられている。その要点は、行政
の都市計画と中心市街地活性化計画を念頭に、
建造物など歴史・文化資源を保護・活用すると
ともに、景観形成（修景）や散策環境の整備を行
い、まちづくりに取り組むというものだ。
　市民サークルとの連携においては、その特徴
を見極めることが重要となるだろう。展示終了
後に知った兵庫県立人と自然の博物館の藤本真
里氏らによる研究（17）に学べば、研究会は「地
域連携サークル型」に位置づけられる。すなわ
ち住民の自発的意志をきっかけに同志が集まっ
て発足し、積極的に地域に関与している。また
専門家が多く、活動に公共性を帯びているが、
メンバー自身が楽しめることも重視する、とい
う特徴がある。

２．展示製作のプロセス　

（１）初動段階
　それでは、本展示において博物館と研究会員
が、どのような時期に、どのような打ち合わせ
と作業を行ったかを振り返っていこう。その内
容を表 1にまとめたので参照していただきた
い。また一般化を意識し先述した図１「展示開
発のプロセス」中の用語を【　】で補記しておく。
　初動段階では市民会館において月 1回、月
曜日の 18時から 2～ 3時間ほどの定例会議を
行い準備を進めた。会議には研究会員のほか、
当館からは館長と筆者を中心に、随時他の学芸
員も参加した。9月以降は会議の開催頻度も増
え、全員が集まる会議だけでも展示開始までに

初顔合わせ

研究会、市内2カ所の国登録文化財記念碑除幕式を実施

展示素案の検討ほか

マップの内容検討

役割分担と展示時期決定、企画書案と後援依頼先検討

後援依頼先と関連企画の検討

団体への後援、協力依頼整い始める

団体への協力依頼進捗、所有者への協力依頼開始

関連企画進捗、建造物の写真撮影進捗、
所有者への依頼進捗

関連企画の日程調整、マップ進捗、展示予定資料
の調査、資料情報集まりはじめる

関連企画の打ち合わせ本格化、所有者から承諾進捗

千葉県建築士会「建築士の日」記念講演会にて発表

関連企画の日程決定、今後のスケジュール確認、
展示予定の映像を閲覧

飲料提供の検討、展示タイトル検討、展示品選定
と借用交渉進捗、所蔵者への協力依頼

展示構成の具体的な検討、開始

チラシ、ポスターの製作本格化、終盤の作業スケジュー
ル確認、定例会議を月2回に、予算の内訳固まる

展事業者との打ち合わせ開始

マップと関連企画の詳細決定、展示構成打ち合わせ本格化

最終スケジュールの確認、
まちかど博物館への協力依頼、本格化

まちなみの日　記念式典詳細

展示構成検討、マップ仕上げ、広報開始

コーナーパネル、歴史的建造物の紹介パネル原案作成

前展示の撤去完了、展示設営開始

企画展「まちなみ提案　文化の駅・野田」開始

「まちなみの日　記念式典」ほか、各種イベント実施

千葉県北西部文化財発表会にて発表

展示終了

会員へのアンケート実施

展示アンケート、「野田に寄せる夢」の分析報告

8日

7日

17日

8日

19日

23日

16日

4日

27日

18日

15日

1日

6日

10日

後半

1日

11日

14日

23日

28日

5日

14日

24日

14日

5日

11日

18日

15日

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

2008年

2009年

2010年

16 回、終了後も含めると 22 回実施した。この
ほか、担当毎の打ち合わせを含めると 50 回以
上の打ち合わせを行っている。館内で進める展
示に比べて、調整と意思決定に多くの時間をか
けた。

表１　本展示のプロセス

　初顔合わせは 2008 年 9月 8日で、自己紹介
の後、当館学芸員から「市民の文化活動報告展」
の趣旨を説明した。また参加者全員がフリー
トークで展示、企画のアイディア、やってみた
いことを出し合った【アイデア】。展示の具体案
に加え、近代化産業遺産をアピールするための
マップ作成、期間限定のカフェ、シンポジウム
の開催、まちなかでの小展示などイベントに関
するアイディアが出た。また、『提案書』を展
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示の基本にする方針を決めた【目的の明文化】。
なお、学芸員と会員は半数近くが日常の業務や
これまでの活動などで顔見知りであったため、
当初からコミュニケーションは円滑であった。
全くの初顔合わせだった場合、関係構築までに
より時間を費やしただろう。
　2回目の会議では、筆者が当館の体制（指定
管理、職員、予算など）と展示までの大まかな
スケジュールを説明し、展示時期の確認と、展
示の基本方針のすりあわせを行った【粗いスケ
ジュールと予算】。次に筆者が『提案書』から作
成した展示構成案をもとに展示の内容を議論し
た。特に対象地域が課題となったが、あくまで
『提案書』を基本とし、半径 2キロほどの中央
地区を紹介することに決定した【ストーリー】。
研究会として、まちなみの「過去」よりも、「現
在」、そして「未来」を重視したい、という意向
が強かった。最後に当館から所蔵する関連資料
（古写真データベース、古地図、書籍）を紹介し、
利用と調査を呼びかけた。その結果、後日会員
がマップや関連企画「まちなみ検定」のために古
写真データベースを、展示準備のために古地図
と書籍を利用した。
　第 3回の会議では関連企画の概要について
話し合い、第 4回では展示の開始時期とスケ
ジュールについて改めて確認した後、各会員の
役割分担を行った【メンバー集め】（18）。具体的
には展示、渉外、マップ（関連企画）の 3 班を
作り、各会員が 1つ、ないし 2つの班に所属、
筆者が全体の統括を担当することになった。
　この初動段階での課題として、お互いの組織
を知り合う機会と、展示の理念や目的について
話し合う【目的の明文化】の重要性を指摘してお
く。本展示では当館からの発表が中心で、研究
会側から発表する場は設けなかった。会の概要
や歴史、理念については、過去のメーリングリ
スト記録や冊子などを筆者が読み、当初からの
参加者に個別に話を聞くことで補った。『提案
書』に同会の理念と具体的な提案が簡潔にまと
められていたことも大きい。しかし館職員全体
で情報を共有するため、また会員全員で理念を
確認し、活動歴を振り返ってもらうために、研
究会側から概要を発表してもらう機会を設ける

べきであった。
　より一般化して述べれば、博物館と市民サー
クル双方が、理念やこれまでの活動、運営体制、
展示事業以外の予定などを互いに発表し合うこ
とで、相互理解を深める機会を設けるべきだ。
これは協働の前提であり、初動段階で意識的に
行うことが肝要になる。また市民サークルに
とって、展示での発表に先立って、他者（この
段階では博物館）に伝わるように、展示の目的
や活動内容をまとめておけば、展示内容の基礎
になる。あわせて双方が持つ資源（ヒト、モノ、
カネなど）の情報もこの段階で共有可能な体制
にしておくことが望ましい。
　次項では、展示が具体化していく段階での取
り組みを述べる。

（２）協力依頼　　
　本展示を進める上ではじめに解決すべき課題
は、展示等で紹介する歴史的建造物の所有者か
ら了解を得ることであった。個人所有で現在も
住んでおられる建物が多いため、事前の承諾が
欠かせなかった。対象を 2ヶ月かけて絞り込み
ながら、協力依頼のための企画書と研究会の紹
介文を作成した。会員のH氏と筆者が原案を作
成し、月例会で議論と修正を重ねた。予想外に
時間を費やしたが、この作業を通じて研究会と
当館が企画の趣旨やまちづくりに対するスタン
スなどを確認し共有することができた。これは
先述の初動段階での課題を補うものであった。
　歴史的建造物の所有者への依頼は会長 F氏を
筆頭に会員全員と筆者が分担、または協働して
ほぼ全て戸別に訪問した。この際、研究会がこ
れまで培ってきた所有者との知遇、信頼関係が
大いに発揮され、大きな問題なく承諾を得るこ
とができた。
　さらに野田商工会議所、社団法人千葉県建築
士会に後援を依頼した。商工会議所の後援は、
関連企画「まちかど博物館」を実施する際に、商
店からの信頼を得ることにつながった。建築士
会からは後援のほか、同会「地域貢献活動セン
ター」助成金をまちなみ研究会が受けている。
この報告として、展示に先立つ 7 月 1 日、千
葉県建築士会「建築士の日」記念講演会において
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「近代化産業遺産　保存と活用」と題して会員 2
名と筆者が発表を行った。この段階で会の活動
を振り返り、展示構想を広く公表し、意見をい
ただいたことは、展示前のまとめと自信を得る
ため非常に有効であった。前稿でも述べたが、
市民による展示に先立って、何度か発表の場を
設けることが重要と考える（19）。

（３）展示物の収集と選定
　展示物は当館と研究会の所蔵資料、外部から
の借用物に分けられる【調査】。当館所蔵資料に
ついては、まず筆者が野田のまちなみや商店
街、近代化産業遺産に関わる資料をおおまかに
抽出した。その後、定例会議で会員が実見し展
示資料を選定した。研究会所蔵の資料として
は、報告書、建造物所有者への案内用パンフ
レット、活動写真、調査先の個人宅から寄贈さ
れた古写真があった。外部からの資料借用は、
研究会の資料所在情報をもとに、基本的には会
員と学芸員が一緒に借用依頼に伺った。事務手
続きは当館の通常の資料借用と同様に行った。
　展示物選定では、極力古写真を使用しなかっ
たことが特徴だ。これは現存する歴史的建造物
の活用、という同会の方針に関わっており、建
物紹介は現状の写真を用いた。このため、マッ
プ用を含めてイラストレーターの S氏と筆者
で 7月中に計 2日、S氏単独でさらに数日、写
真撮影を行った。
　展示構成は大きく歴史的建造物やまちなみの
紹介と、まちづくりの提案に分けられる。この
なかで提案部分に何を展示するかが大きな課題
となった。提案＝未来像の提示である以上、既
存のモノ資料ではなく、展示物の作成が必要に
なる。会員のなかには提案部分は写真やパネル
だけでよい、という意見もあった。しかし当館
の意見として、モノがあるほうが人を惹きつけ
る力が増すことを強調し、提案の模型を 2点
（個別案内板、駅前大型看板）作成した。
　もう一つ筆者から提案した展示物として、会
員の集合写真がある。これはA2サイズの写真
パネルに各会員が「まちへの想い」を手書きした
もので、展示の導入部分に配置した。当初、会
員のなかには恥ずかしがる方もいたが、目的を

説明し了解を得た。このパネルにこだわった理
由は、展示の主体を明示すべきと考えたからで
ある。従来、博物館の展示は博物館と学芸員の
主張とストーリーを来館者に発信する場であっ
た。来館者もそれを前提に展示を見る。しかし
市民が情報の発信主体となってこそ「市民サー
クル主体型展示」である。このような展示では、
展示の主体である市民を明示することが重要に
なろう。上記の集合写真パネルはこの点を意識
した試行であった。展示主体の明示という課題
に関しては、考察部分でもう一度論じることと
する。

（４）印刷物　
　展示にあわせて広報用のチラシとポスター、
普及用のマップを作成した。チラシ、ポスター
は研究会内で出たアイディアをもとに、プロの
イラストレーターに依頼し、学芸員は全体の調
整役を担った。会内では慣れない作業のため意
思統一に時間がかかったが、豊富なイベント内
容を盛り込んだ楽しいデザインに仕上がった。
　さらに歴史的建造物を紹介し、まちあるきを
楽しむためにイラスト入りのマップを作成し
た。会員の中からイラストはイラストレーター
S氏、文章はH氏、全体の統括を I氏が担った。
デザインと編集はH氏の紹介でプロの K氏に
依頼し、筆者は連絡、調整などを務めた。さら
に掲載情報の選定、見学時間等について、市民
会館を拠点にボランティアでまちなかのガイド
を行っている「むらさきの里野田ガイドの会」か
らアドバイスを受けた。マップと展示製作の山
場が一時期重なり、時間的に困難な状況もあっ
た。しかしマップの文章やイラストは展示にも

写真　「まちへの想い」展示パネル
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転用することができた。結局、同会の資金で
A3三つ折りカラーマップを 1万部作成し、本
展示の会期数日前から配布した。来館者からは
「まち歩きパンフレットが大変便利。散策前に
たちよって良かったです（市外・女性・30代）」
といった声が寄せられ、好評を博した。

（５） 展示構成
　展示準備が【詳細デザイン】の段階に入り本格
化したのは 8月になってからだった。展示班は
主に会社員のH氏とY氏、インテリアコーディ
ネーターの E氏と自治体職員のO氏、イラス
トレーターの S氏、建築士の A氏である。『提
案書』を展示構成の軸として筆者が平面図と立
面図に落とし込み、それをもとに展示班内部と
定例会議で 2ヶ月ほど議論を重ねた【最終デザ
イン】。コーナー分けを決めるための平面図は
8回、コーナー別の資料配置に関する立面図は
各コーナー 2、3回ずつ書き直しを行った。

（６） パネルとキャプション
　本展示のパネルはコーナーパネルと歴史的建
造物の紹介に大別される【台本】。コーナーパネ
ルの文面は『提案書』をもとに主に筆者が原案を
作成し、会員と議論して再構成した。提案部分
のコーナーパネルのデザインは、会員のアイ
ディアにより、明るい雰囲気を出すため背景に
淡いピンク色を使用した。歴史的建造物の紹介
文は会員の A氏が同会の調査と研究成果をも
とに執筆し、デザイン原案も作成した。館職員
は資料の整理、提供、デザインの具体化のほか、
他の会員とともに校正を行った。キャプション
は筆者が作成し、会員は校正とキャプション切
りに参加した。

（７） 展示設営
　当館では大型の造作物などの設営を専門業者
に依頼し、パネルとキャプションの作成や小規
模な設営は館内で行っている。本展示の造作物
に関しては筆者が研究会員、業者との打ち合わ
せを個別に行った【コストの見積もりとデザイ
ン修正】。まず展示班で設営素案を考え、次に
業者から実現可能性や予算の提案を受け、再度

展示班で打ち合わせる、というプロセスを 2回
ほど繰り返した。【製作プラン】段階の最終的な
製作スケジュールと予算、施工仕様書は当館が
作成した。続いて前展示の撤去、仮設壁面の設
営、大型の造作物設置、展示物の設置までを業
者と当館職員が行った【製作と設置】。この段階
で会員が参加したのは、主にパネルとキャプ
ションの設置と調整であり、作業は全会員が参
加して前日深夜まで行われた（20）。
　会員の発案で実現した展示内容も多い。休息
コーナーは展示用ブロックに布、クッションを
置いたもので、まちあるきの休息として、また
座りながらゆっくり提案を眺めて欲しい、とい
う意図があった。E氏のこだわりで布、クッショ
ン、配置に気を配り、来館者にも非常に好評で
あった。「野田に寄せる夢」は来館者に野田への
想いや感想をカードに書いてもらい、ボードに
掲示したコーナーだ。来館者には研究会の提案
を一方的に受け止めるだけでなく、自身の想い
や考えも振り返ってもらった。まちなかの案内
板や標識の整備といった現実的な要望のほか、
歴史的建造物の価値を再発見した、商店街に賑
わいを取り戻す方法など、多くの意見が寄せら
れた。これらは同会の今後の活動を考える上で
貴重な意見となるだろう。会場での BGMも実
現したアイディアの一つだ。博物館内が静かす
ぎて味気ない、とO氏が機器とCDを準備し、
クラシック音楽を静かに流した。また会期中に
は会員のアイディアで来館者の反応と動線を考
慮しながら、何度も展示物の配置や表記などに
改善を加えていった【展示の再デザイン /調整】。

（８） 展示解説
　展示開始から 12 月 6 日までの土日祝日（計
16日間）、会員がローテーションを組んで展示
室に常駐し来館者への解説を行った。レンタサ
イクル「まめちゃり」の貸出手続き、「まちあるき
式まちなみ検定」の答え合わせも担当した。
　会員が展示解説を行った最大の効果は、人と
の出会いと情報交換であろう。展示解説をする
なかで地域住民や観光客から、直接野田の印象
や改善点などを聞き、時にはまちの将来につい
て展示室内で話し合う場面も見られた。関連企

127



画の寺子屋講座では同会副会長の E氏が活動
の発表と展示解説を行い、さらに参加者とまち
づくりについて話し合うことができた。また印
西市でまちづくりに取り組む「木下まち育て塾」
との情報交換や、2名の新規会員獲得などの成
果もあった。

（９） 展示終了後の取り組み
　展示終了後、いくつかの振り返りと評価を
行った【総括評価】。来館者アンケートは筆者
が、「野田に寄せる夢」の内容は会員が分析し、
来館者の反応を定例会議で共有し議論した。ま
た会員から簡単なアンケートをとり、意見をう
かがった。今後の市民の文化活動報告展の参考
としたい【プロセスの再デザイン】。
　さらにまちづくりに向けた行政との連携に向
けて、博物館が調整役となり、会員と市職員の
情報交換会を開催した。市からは総務課、行政
管理課、社会教育課の課長クラスも出席し、コ
ミュニティバスの在り方や建造物の色彩などを
テーマに数回話し合った。　

（10） 小括
　この展示が具体化していく段階で課題となっ
たのは、展示プロセスの伝達と情報共有の二つ
であった。
　展示プロセスの伝達とは、博物館が市民に展
示のプロセスと作業量、技法などを伝えること
を指す。展示には複雑な工程があり、いつどの
工程が繁忙期となるか学芸員ならば承知してい
る。しかし市民の場合、知らないのが一般的で
ある。主体的に、または協働して展示をつくろ
うとしても、プロセスを理解していなければ実
現は難しい。いつ、どのような作業のために、
どれほどの時間を確保すべきか予想がつかない
のだ。会員のなかには現職の方や、親の介護に
取り組む方もおり、時間の確保は一つの課題で
あった。会員へのアンケートによれば、夜間や
仕事の休日に作業を行ったり、他の用事との調
整に苦労した、という。
　展示に関しては、設営に入る前の【詳細デザ
イン】と【製作プラン】段階で、いかに市民の方
と完成像を共有できるかも重要な課題である。

本展示では打ち合わせのなかで図面を何度か作
成したことは先に述べた。展示設営前には当
然、決定版ができていたが、実際に展示物やパ
ネルを配置しはじめてから、会員の意見で大き
く展示構成を変えた箇所もあった。図面上と実
際に展示室内で見るのは印象が大きく異なるよ
うで、この反応は当然予想すべきことであっ
た。会員からは透視図、または 3Dで説明する
と分かりやすい、との意見もあったが今回実現
は不可能であった。模型などの利用も考えられ
るだろう。いずれにせよ、設営前に具体的な展
示の完成像を市民の方に理解してもらえるよ
う、仕組みを工夫する必要があるだろう。一方
で既成概念にとらわれず、本展示の休息コー
ナーや背景色つきパネルのようにアイディアが
広がった面もある。
　2つ目の課題である共有すべき情報は、主に
資料情報と予算の執行情報に分けられる。資料
情報については「市民主体型展示」であるため
に、できれば市民が館蔵資料全体の情報を閲覧
し、自由な発想で展示物を選んでいくことが望
ましい。資料の取り扱い方法を学んだ上で、資
料現物へのアクセスも考慮すべきであった。し
かし当館の資料台帳には個人情報が記載されて
おり、自由な閲覧は困難なため、筆者が第 1段
階での資料選定を行うことになった。資料情報
と資料へのアクセス体制に不備があったといえ
るだろう。研究会員の場合は建造物への興味が
強く、館蔵資料への関心は強くはなかったた
め、この課題は表面化しなかった。逆に言えば
館蔵資料を市民に活用してもらう機会が狭まっ
たともいえる。資料情報を整備し、博物館の資
源をより有効に活用できる公開体制づくりが必
要だろう。
　予算の執行情報に関して、本展示では冒頭に
予算の総額と、展示造作・広報・関連企画など
部門別に必要となる費用の概算を伝えた。しか
し展示内容が具体化し、作業に忙殺されるなか
で、現状での費用と残りの予算について、一時
会員への情報伝達が疎かになってしまった。【コ
ストの見積もりとデザイン修正】のプロセスへ
の市民の参加が弱く、【製作プラン】段階を学芸
員が主導してしまったことになろう。市民から

128



は多くのアイディアが出てくるが、それにいく
らかかるのかを伝え、実現可能な組み合わせを
市民自らが選択できる必要があるだろう。

３． 本展示が生んだ更なる連携
  　
　本展示では早い段階から各種団体がまちづく
りに向けた取り組みを主体的に企画、運営する
形での連携を企図していた。キャリアデザイン
の拠点として多様なコミュニティーのコミュニ
ケーション促進をはかる当館と、菅井氏の D
モデル（仲介者）としてのまちなみ研究会が共働
することで、更なる連携が生まれた。各事業を
通してどのような組織と連携をしたのかについ
て述べる（事業の概要は年報部分参照）。なお関
連事業は多岐にわたるが、他団体との連携に関
する取り組みに限定する。

（１） 11 月 14日に実施した 1日限定企画
　研究会では 11月 14 日を野田の「まちなみの
日」と定め、この日を中心に事業を実施した。
当日は地元 TVの取材もあり盛況であった。
　「まちなみの日　記念式典」は歴史的建造物の
所有者と協力者への感謝を込めて、一堂に会し
まちなみについて語り合う場として博物館内で
行われた。参加者は市長、教育長をはじめ、歴
史的建造物所有者、後援団体や協力団体の代表
とメンバー、展示協力者である。市長など来賓
の挨拶に続いてまちなみ研究会員による「ふる
さと」の合唱と記念撮影があり、展示を眺めな
がら終始和やかな雰囲気で交流が行われた。実
施に際しては基本的な運営は全て会員が担い、
館職員はサポート役にまわった。
　「和 café」は野田市茶道協会の協力を得て実
施した。当館では同協会と共催で年2～3回「呈
茶席」を実施しており、その経験を活用するこ
とができた。事前に2回ほど茶道協会、研究会、
館職員で打ち合わせを行った。まちなみ提案の
一部として「まちあるきを楽しんだ方が、市民
会館に戻ってお庭、建物を眺めながらほっとひ
と息つける」カフェを目標とした。茶道という
と専門的で敬遠されかねない分野だが、カフェ
というイメージを前面に出し、気軽に立ち寄

り、国登録文化財である市民会館の建物と庭園
を楽しみながら、交流を促すことを企図した。
具体的には「呈茶席」が茶室で行っているのに対
し、今回は大部屋での立礼（椅子席）で、出入り
自由とした。先述の記念式典参加者や研究会関
係者、各イベントの参加者、見学者の憩いと交
流の場をつくることができた。
　「ガイドウォーク」では、「むらさきの里野田ガ
イドの会」の案内で、歴史的建造物を見学した。
準備段階では研究会とガイドの会の両方に籍を
置く会員 S氏が調整役となった。歴史的建造物
のほか、後述のまちかど博物館実施店舗をのぞ
くなど、商店街との連携もはかることができ
た。この点に関しては、より意識的にまちかど
博物館をめぐるツアーなども実施すればより効
果的だっただろう。
　「歴史的建造物の限定公開」は社団法人千葉県
建築士会野田支部の協力を得た。研究会員には同
支部に所属する方が多く、その縁で実現にこぎ
つけた。なかには現在も居住している建物もあ
り、公開時に関係者が立ち会うことは必要な対
応であった。野田支部では独自に事前勉強会など
を行い、当日はプラカードを持って見学者への
対応を行った。この事業に際しては、所有者の方
に特にご尽力いただいた。普段は非公開である内
部の特別公開に加え、ご自身の体験に基づく解
説や、同事業を契機として建物の解説板を設置
するなど積極的な協力を得ることができた。

（２） 会期中に実施した関連企画
　「まちかど博物館」では、まちあるきの楽しさ
を演出するため、近隣の約 30 店舗と連携し、
店先に商売道具や資料、当館提供の古写真を展
示した。全会員と筆者が分担して協力依頼、展
示物調査、キャプション設置、開始後の点検、
終了後の御礼と感想の聞き取りと、各店舗を
4、5 回ほど訪問した。依頼に際しては各自の
人脈を生かして依頼したケースが多いが、飛び
込みで依頼した店舗もある。何度も訪問し、会
話するなかで商店主、会員、館職員がお互いを
知り、まちの現状と各自の課題について意見を
交換することができた。商店主の反応は概ね好
評で、商売につながることであれば協力する、
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今後も継続して欲しいといったエールに加え、
もっと商店街のつながりを活かして声をかけて
いくべき、といったご意見もいただいた。依頼
時よりも多くの資料を展示し、パネルや人形を
使うなどして独自の展示を作成したお店（煎餅
店、洋品店、自転車店など）もみられた。実施
後の聞き取り調査では、「店内に展示したが、外
から覗いたりお客さんとの会話につながった」
（煎餅店）、といった交流に関する好反応がみら
れ、まちづくりとして一定の成果があった（21）。
会員へのアンケートによれば「商店の方と話が
出来たこと」、「商店街の人たちの協力者が多く
いた」ことに手応えを感じたという。
　「まめちゃり」はレンタサイクル事業で、野田
の食と観光をキーワードにまちづくりに取り組
むNPO法人そい・びーんずにより実施した。
本展示で紹介した建物は、一部江戸川沿いまで
足をのばす必要があるが、それでも自転車なら
十分周遊可能な範囲にある。しかし普段はレン
タサイクルがないため、一つの社会実験と位置
づけ実施した。研究会と同法人の双方に籍を置
く Y氏が中心となって計画を練り、館は自転
車置き場の確保と管理、研究会と同法人が貸出
業務を担った。管理と貸出体制、保険などクリ
アすべき課題は多かったが、Y氏の熱意とそ
い・びーんずの資金力などで実現することがで
きた。結果的に利用は多くはなかったが、終了
後も問い合わせが数件あり、同法人では再度実
施を検討しているようだ。
　「千葉県北西部地区文化財発表会」（以下、発
表会）への参加は行政との連携である。この発
表会は近隣 11 市の文化財担当者による一般向
けイベントで、本年度は野田市が担当となり、
「わがまち　たてもの自慢」と題して行われた。
担当職員の依頼を受けて研究会と当館も共催と
なった。発表会は12月5日に野田市内欅のホー
ルで開催され、研究会員が発表を行った。研究
会には自治体職員も個人として参加しており、
以前から建造物の調査を通して行政と連携や情
報交換をしていたが、今回の発表会を通じて他
市町村の文化財関係者にまで関係を広げること
ができた。また近隣市町村を含めた 100 名近く
の参加者に研究会の活動を発表できたことも大

きな成果といえよう。
　他団体との連携による効果として、まちづく
りを意識して、各組織が新しいことに取り組ん
だことがあげられる。例えば「まめちゃり」と
「まちかど博物館」は全くの新規事業である。す
でに類似の事業を行っていたケースでも、「和
café」はより一般市民を意識して取り組み、発
表会では初めて市民が発表を行ったという。成
功の要因として、複数の組織に所属する個人、
または熱意を持った担当者が研究会と連携先を
結ぶ役割を果たしたことを指摘しておく。また
当初から目的を共有できたことも重要であっ
た。「文化の駅・野田」をキーワードに、ガイド
の会、そい・びーんず、商店街とは「まちづくり」
を、千葉県建築士会野田支部や発表会とは「歴
史的建造物の保存・活用」を、茶道協会とは「お
もてなしの心」を共有していた。これにより、
多彩な連携が可能になったと考える。なお、関
連企画の内容は、写真や映像、実物を交えて展
示の提案部分で随時紹介した。

４．考察　

　以上、「市民サークル主体型展示」の実践報告
や課題と、本展示が生んだ多くの団体による連
携の詳細を述べた。次に先行研究と本稿の関係
について考察する。

（１） キャリアデザインの拠点として
　多くの団体による連携に関していえば、この
取り組みは金山喜昭氏の「市民のキャリアデザ
インの拠点」（22）の実践例に位置づけられる。図
3には金山氏の図をもとに、本展示に則して当
館、研究会、各組織の関係をまとめた。図にあ
る通り、当館と研究会がハブとなり、まちなみ
という＜文化＞を媒介にして所有者、商店街、
行政、ボランティアやNPO、建築士会など様々
な組織と個人を結び、コミュニケーションを促
したのだ。関係者が一堂に会し交流した「まち
なみの日　記念式典」 はその象徴といえよう。
金山氏の論に一つ付け加えるとすれば、一つの
事業において多様なコミュニティの参加を促す
ためには、共有できる＜文化＞、ないしは目的
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を見いだすことが重要になる。今回は「まちづ
くり」「歴史的建造物の保存・活用」「おもてなし
の心」を共有できたことで、ハブ機能を果たす
ことができたと考える。
　本展示を通じて、研究会は先述した菅井氏の
Dタイプ（仲介者）、学芸員（筆者）は金山氏の「地
域ファシリテーター」の役割を果たしたことに
なろう。これは双方にとって初めての多数かつ
大規模なハブ機能の経験だった。いずれも単独
では実現困難な内容であり、双方が人手や人脈、
信頼感など人的資源を共有することで、初めて
可能になったと考える。この経験をそれぞれが
活かしていくことが今後の課題となるだろう。
　より一般化して述べれば、博物館と市民がま
ちづくりのハブ機能を果たすような関係は発展
途上にある。博物館職員と「仲介者」を志向する
市民サークルの双方が協働して経験を積み、互
いのハブ機能を強化していくことが有効であ
る。また博物館がまちづくりのためにハブ機能
を果たそうと考えた場合に、単独で行う必要は
なく、それを志向または実践する市民と連携す
ることも一つの方策だ。また「仲介者」を志向す
る市民組織に対して、博物館は貴重な実践の場
を提供することができるだろう。

 図３　本展示のハブ構造

（２）「市民サークル主体型展示」の課題と可能性
　次に「市民サークル主体型展示」の課題と可能
性を提示する。森本千尋氏は先行実践例の報告
から次の課題を抽出している（23）。
 ・長期間にわたって展示準備に参加する市民

　層の存在
 ・展示制作のノウハウを伝える
 ・市民参加の範囲
 ・相互の理解と調整
これらの課題は本展示にもあてはまる。はじめ
の 2点については、展示が具体化していく段階
の課題として先に述べた。これらは博物館側が
技術的な工夫と丁寧な説明を行えば解決できる
だろう。展示制作のノウハウに関連して資料と
予算執行情報の 2つの情報共有が課題となった
ことも先に述べた。補足すれば、ほかに共有す
べき情報としてヒト（人手、特技、特性）、モノ
（資料、装置、備品）、活動場所、調査成果、人
脈などがあげられる。なかでも調査成果と人脈
は、展示終了後も博物館と市民サークルが相互
に利用可能であり、互いにとって連携の大きな
メリットとなりうる。
　森本氏が指摘した市民参加の範囲について、
市民が主体となるべき展示プロセスを検討する
必要がある。また相互の理解と調整のなかで
も、展示目的の共有が最大の課題と考える。こ
の 2つの課題について詳述したうえで、「市民
サークル主体型展示」の効果について考察する。

① 市民が主体となる展示プロセス
　市民主体の範囲について、本展示の例を先述
の「展示開発のプロセス」そってまとめれば、表
2中の「本展示」欄の通りである。例えば目的の
明文化やストーリーは『提案書』として明文化さ
れていたため、研究会が主に作成したといえ
る。一方、台本の段階では筆者がコーナーパネ
ル原案を作っており、主体度は高くない。
　村上義彦氏が指摘するように、展示プロセス
においては、専門性や公的な手続きの必要から
学芸員が主体となるべき箇所があることに留意
したい。これらを考慮し、「市民サークル主体型
展示」における理想像を表 2の「理想」欄に示し
た。例えばアイディア、目的の明文化、調査、
ストーリーなど重要なプロセスを市民が担わな
ければ、「市民サークル主体型展示」とはいえず、
単なるお手伝いになってしまう。市民が目的と
テーマを決め、ストーリーを考えることが重要
だ。先行研究が指摘するように、情報の収集、

地域社会
商店街

所有者

商工会議所そい・びーんず

ガイドの会

建築士会

茶道協会

行政

博物館 研究会

まちなみ
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分析、加工という情報発信のプロセスを市民が
担うのである。平塚市美術館の端山聡子氏によ
れば、このプロセスには「構築する楽しみ」があ
り、「利用者自身が文化資源を顕在化させて社会
へと伝達する回路」として機能するという（24）。
　一方、実現性や粗い予算とスケジュールに関
しては、博物館側が専門的な立場から冷静なア
ドバイスを行う必要がある。先述した展示制作
のノウハウを伝えることも、ここに含まれる。
さらに、どちらかが主体となるのではなく、情
報を共有して協働すべきプロセスもある。製作
プランの諸段階や総括評価、展示の再デザイン
などだ。このプロセスでは、先述した情報共有
が大きな課題となる。

市民の主体度が高い順に○、△、×で示す。共有は博物館と市民サークル共有の事項。

表2　展示の開発プロセスにおける市民の主体度

　つまり「市民サークル主体型展示」において
は、展示の各プロセスと具体的な作業を、市民
主体、博物館主体、協働の 3つに整理してお
く必要がある。これ以上の分析は本稿の課題を
超えるため、指摘にとどめておく。しかしこの
役割分担を明示できれば、香川で報告されてい
る「ボランティアの活動がどこまで許されるの
か明確にしてほしい」（25）という市民サークル
側の声にも応えることができるだろう。本展示
を振り返れば、実現性の段階では市民の主体度

が高かったものの、製作プラン段階への市民参
加と、情報共有の面でいくつか改善すべき点が
あったと考える。

② 展示の目的共有
　展示の目的を博物館と市民サークル双方が早
い段階で共有できるか否か。「市民サークル主体
型展示」において、これがもっとも重要なポイ
ントになる。先に述べた通り、展示プロセスの
なかでも目的の明文化やストーリーを市民が担
う点に、この展示の特徴がある。しかし市民が
主体として展示を行う場合、博物館の理念や目
的、意見との整合性をどう調整するかという課
題が生まれる。伊藤寿朗氏が述べるように「市
民の運動と博物館のかかわり」のなかで、双方
の主体性をどこで調整するかが課題になるのだ
（26）。伊藤氏の指摘通り、このような経験を積
んだ館は未だに少なく、事例蓄積のなかから新
たな関係性を見いだしていく必要があろう。こ
の課題について、筆者なりの答えは 2つある。
一つは初期段階で両者が展示の目的について十
分に話し合うこと、もう一つは市民の主張であ
ることを明示することだ。
　前者は出来るだけ早い段階で行うことが肝要
だ。この目的さえ共有されていれば、「摩擦」が
生まれた際にも着地点を見いだすことができ、
大きな目標を見失わないで済む。本展示では博
物館と研究会の双方とも「まちづくり」を目標に
していたことが大きかった。研究会との間で意
見の相違があっても、目的は明確であり、工程
や技術的な問題、組織体制の差など実務的な面
に収斂された。展示プロセスの早い段階で展示
の目的の明文化と共有に時間をかける必要があ
る。連携して展示を行えば先述の通り様々な情
報と資源を相互に利用できるが、調整のため時
間だけは単独で行うよりも消費するだろう。
　ところで、いくら話し合って展示の目的を共
有したとしても、具体的な内容や意見には相違
が残るだろう。またどちらかが妥協して意見を
一致させては、連携した意義が無くなってしま
う。この点で、市民による主張であることを明
示する、という方策が有効となる。本展示での
工夫は展示物の収集と選定の部分で既に述べ

アイディア

実現性

目的の明文化

メンバー集め

コミュニケーション目標

粗い予算とスケジュール

調査／企画段階評価

ストーリー／コンセプトのデザイン／
制作途中評価

台本／最終デザイン／制作途中評価

コストの見積もりとデザイン修正

最終的な製作スケジュールと予算

施工仕様書

製作と設置

展示公開

維持管理

総括評価

展示の再デザイン／調整

プロセスの再デザイン／調整

実現性

初期デザイン

詳細デザイン

製作プラン

製作

理想

○

△

○

○

○

△

共有

○

○

共有

共有

△

△

○

○

共有

○

共有

本展示

○

△

○

○

△

×

○

○

△

△

△

×

△

○

△

共有

○

共有
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た。「市民サークル主体型展示」といっても、そ
の主体が見えなければ、来館者は当然、博物館
のメッセージが展示されていると勘違いする。
この誤解を避けるためには、展示のなかでその
主体を明示することが必要だ。このような指摘
は歴史展示に関し同様の議論がある（27）。
　展示主体である市民と、来館者が顔が見える
形で出会い、交流と議論を行う場を設けること
も主体を明示するためによい方策だ。例えば平
塚市美術館「大貫松三展」ではテーブルトーク
コーナーが設けられており、千葉県立中央博物
館「千葉の干潟展」では各種団体が自身で作成し
たパネルの前に立ち、交流を行っていた。本展
示でも会員が頻繁に会場におり、来館者と交流
や議論を行った。「市民サークル主体型展示」で
は展示主体である市民自らが来館者と直接交流
することで展示が活きてくる。交流と議論の場
を設けるべきだと考える。
　
（３） 「市民サークル主体型展示」の効果
　以上、「市民サークル主体型展示」を行う上で、
クリアすべき課題と解決策を提示した。それで
はこの展示のメリット、効果は何だろうか。ま
ず森本氏や菅井氏が指摘している通り、博物館
の理解者が増えるという効果が期待される。ま
た生島氏や山本氏が明らかにしたように、市民
サークルが展示という表現、あるいは情報発信
の方法を身につけ、館外で活かすという効果が
期待できる。この 2つは博物館と市民サークル
にとっての効果あるいはメリットだが、来館者
にも得るものがある。それは展示テーマの拡大
だ。高橋信裕氏は、「従来の博物館のテリトリー
の中にあるとは限らない」市民の多様化した関
心を市民自身が探り、その成果をコミュニティ
に反映させていくことが、地域博物館や地域自
体の活性化につながる、と述べている（28）。特
に菅井氏のいうD型の組織の場合、「博物館の
既成事業よりも、新しいニーズに対応する独自
の活動が中心になる」という特徴ゆえに、展示
テーマの拡大はより顕著となるだろう。当館で
も、研究会との連携がなければ、歴史的建造物
の保存と活用やまちづくりへの提案といった内
容で展示を行うことは難しかったかもしれな

い。専門性が異なる館外の団体とも連携して展
示を行うことで、地域博物館はさらに幅の広い
活動を展開できるのだ。

おわりに

最後に、本稿の主張を簡潔にまとめておく。
①地域博物館と、「仲介者」を志向する市民サー
クルが協働してハブ機能を担うことで、更に連
携が広がり、双方が経験を積むことができる。
②「市民サークル主体型展示」のプロセスには、
市民が主体となる過程、博物館が関与する過程、
両者で共有すべき過程がある。特に市民が目的
の明文化とストーリーを担うことが重要となる。
③上記の展示を行う際、早い段階で相互に情報
を共有し、展示の目的を明確にすることが重要
で、十分な話し合いを行う必要がある。
④市民サークルが展示主体であること明確にす
るためには、パネルなど展示で紹介するととも
に、主体である市民と来館者が議論する場を設
けると良い。
　以上、少しでも先行研究に新たな知見を加
え、他館の参考になれば幸いである。
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【研究ノート】

 博物館建築の未来と活用を考える
～野田市郷土博物館の場合～
田尻美和子（野田市郷土博物館学芸員）

はじめに
　耐用年数の限界、建築基準法などの法律改正
から、国内では高度経済成長期前後につくられ
た大型の建造物が、地元住民や愛好家に惜しま
れつつも姿を消すという例が後を絶たない。施
設建築の場合、施設そのものの有用性の低下や
設備の老朽化などが取り壊しの主な理由とな
る。多くの場合、細かな修繕を繰り返すよりも
新設備を導入した新しい建物を一から造る方が
効率的だからである。一方、古い建造物に美意
識や付加価値を見出し、リノベーションして積
極的に活用しようという動きもさかんに耳にす
る。
　博物館施設は、資料保存機能や展示機能を備
え、さらに来館者が心地よく過ごせるような設
備、アメニティが不可欠である。こうした機能
や設備が時代遅れとなってしまった施設では、
扱える博物館資料が限られてきたり、来館者の
ニーズを満たすサービスの提供が困難になって
しまうだろう。
　本稿で論じるのは、1959（昭和 34）年に開館
した当館（野田市郷土博物館）が、公共施設とし
て耐用限界を今まさに迎えつつも、建造物とし
ての歴史的価値を高め、市民のために持続的に
活用することが可能かどうか、またそれはどう
すればできるか、という課題についてである。
　野田市郷土博物館は 2009 年に開館 50 年を
迎えた。建物の設計者は、東京中央電信局、京
都タワービル、日本武道館などを手がけた建築
家・山田守（1894－1966）である。当館は千葉
県内でも最初期に開館した博物館の一つであ
り、県内初の登録博物館である。建坪393平米、
コンクリート造の長方形の小さな建物である。
吹き抜けの構造の館内は 1階と中 2階に分か
れており、東西の壁面には備え付けの展示ケー
スが並ぶ。入口脇には小さな受付室があり、建
物の北側には宿直室が付属する。手洗いは屋外

に別棟で設けられ、本館全体が展示の見学に集
中できる構造でありながら、館内の空間はギャ
ラリーとして交流や展示設備の拡張など多目的
な活用も可能なものと言える。外観は、長年「校
倉造風」と称されてきた。窓にはまった格子や
銅板葺きの屋根が印象的である。
　当館の歴史は、単に館史としてのものではな
い。建物本体についても、増築や大きな改修を
一切せず―全館空調設備もなければ近代的な展
示設備もない竣工当時の形で― 50年使い続け
てきた。50 年前の建築がこれほど完全形に近
い状態のままあり続けたことは奇跡的とも言え
る。しかし公共建築施設としては、いわゆる“減
価償却”を終え、今まさに新しい価値や意味を
付与しなければならない時期を迎えているのも
事実である。
　本稿ではまず、当館の建物に、博物館ならで
はの視点でフォーカスし歴史的価値を見出す試
みとして、2009 年度に実施した開館 50 周年
記念特別展「建築家山田守と野田市郷土博物館」
（2009 年 8 月 1 日～ 10 月 12 日）の成果を述
べる。また、同時代の博物館建築が抱える施設
に関するいくつかの課題を提示し、建築という
側面から、当館が今後とるべき道の一案を示し
たい。

１．特別展の成果

　特別展「建築家山田守と野田市郷土博物館」
は、当館では初めての、建築と建築家をテーマ
とした展覧会であった。
　当館ではこれまで、「博物館の設計者は山田守
である」とパンフレット等に簡易に表記するに
とどまり、それ以上の言及をしてこなかった。
また興味深いことに、近代建築研究者や愛好家
の間でも、野田市郷土博物館は山田守作品とし
て、十分に認知されてこなかったようである。
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　これにはさまざまな理由があろうが、一つに
は、「逓信建築家」としての経歴や作品イメージ
が先行し、この小さな、唯一の博物館作品（1）

にはあまり注目が集まらなかったことが想像で
きる。実際、山田守没後すぐに発刊された『山
田守建築作品集』の作品一覧の中で、野田市郷
土博物館の項には竣工した実際の建物の写真や
図面は掲載されず、模型の写真と設計案段階の
青図で代用されているほどである（2）。山田守と
野田との接点も、十分に認知されてこなかっ
た。この接点については、特別展後に明らかに
なったことを中心に後述する。
　本特別展の大きな目的は、まず、当館の山田
守建築としての魅力を発見し、さらにそれを来
館者と共有し、野田のまちづくり活動につなげ
ていくことであった。山田守と博物館の建物を
一つの切り口として、地域の文化や人を知り、
まちに目を向けてもらう。ある意味では、建物
本体を当館史半世紀の資産である約 2万点の
コレクションと同等の博物館資料の一つとして
扱おうとしたと言える。この目的達成のため
に、展示のみならず、関連事業にも工夫を凝ら
した。その内容の詳細については本書年報部
（27～31 ページ）を参照していただきたいが、
この事業全体が、ターゲットとして主に 2種
類の来館者層を想定していたことを改めて記し
ておきたい。それは近代建築研究者や建築愛好
家の層と、野田市民層である。両者は関心の対
象もバックグラウンドの知識量にも差異がある
が、上記の目的達成のためには、展示や関連事
業によって、両者ともの関心を喚起し、満足度
を高めることが必要と考えた。建築という特殊
性、専門性をはらむテーマゆえに、市民層に対
する配慮は特に必要であった。市民を対象とす
ることは、公設で入館無料、「市民のキャリアデ
ザインの拠点」である当館の使命と言えよう。
　以下は、上記の目的の達成状況を、ターゲッ
トに属する来館者のコメントから読み取ったも
のである。

（１） 山田守建築としての魅力発見
　野田市郷土博物館は、一見しただけでは、山
田守建築の最大の特徴である緩やかな弧を描く

デザインが見当たらない。直線、シンメトリッ
クな構成は山田守建築としては例外的にすら思
える。しかし、細部に目を向けると、ベランダ
の手すりは東海大学校舎の建築のものと酷似し
ているし、館内の階段のわずかに弧を描く造形
や、サッシのくすんだ桃色の塗装は、山田守ら
しいこだわりの表れである。
　外観は校倉造風と呼び習わされてきた。この
「校倉造風」の呼称についてこれまで明確な根拠
が示されていなかったが、本特別展調査の過程
で、数段階に分けて作られた設計図面（青図）の
中に答えを見出すことができた。すなわち、現
存の設計の前に二度、図面が作られているが、
その最初の設計案（立面図）が、屋根や庇に反り
のある和風建築の様相、つまりまさに「校倉造」
の意匠だったのである。このデザインは残念な
がら書き直されてしまい日の目を見ることはな
かったが、窓の格子や高床式の和風の意匠など
は実際の建物にも反映されている。
　一方の内部空間は、博物館に必要な機能を満
たすための実験的工夫に満ちている。最たるも
のが、高床式の構造に見られる「通風」 「除湿」
の機能と、展示ケースの中にある天窓や、壁面
のスリット状の窓による「採光」の機能である。
　これらの点は、どれも、本特別展で初めて着
目し、解説することができた点であった。ある
熱心なリピーターはアンケートにこう記してい
る。「博物館には何度か来ていますが、その設計
者については漠然としか知らず、また採光の工
夫などこれまで気づかなかった事もよくわかり
ました。玄関のゆがみのあるガラスや文字など
時代を感じさせるものが多く素敵です」（市外・
女性・40 代／来館回数 10 回）。「階段の形状も
曲線が使われていた。また、スリット窓も初め
て気が付いたがおもしろい構造であると感じ
た」（市内・男性・50代／来館回数10回）。実際、
学芸員が建物に着目させる解説をすると、それ
まで展示してある資料を黙ってみていた来館者
が「へえ～」と声をあげ、途端に会話が弾む、と
いったことが幾度もあった。自分を包んでいる
建物や空気を五感で感じ受ける感動の新鮮味や
大きさがうかがえた。
　山田守建築を入口に、建築という対象そのも
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のにも興味を抱いてもらえれば、という思いも
あったが、残念ながら展覧会アンケートからそ
の傾向は読み取れなかった。ただし会期中に親
子を対象として実施した「建築ワークショップ
～ベニヤ板で家をつくってみよう！～」（講師：
鈴木明氏）が、山田守を入口に、建物がもつ意
味や構造について工作や共同作業を通して内容
であり、唯一この目的を果たしたと思われる。

（２） 地域の文化資源としての認知
　未だ多くの野田市民にとって、野田市郷土博
物館という存在は「自分とはかかわりがない」あ
るいは、「聞いたことはあるが、行く機会がな
い」施設である。そして一部の、歴史文化に関
心の高い市民にとっても、これまでは、「古めか
しく、暗い印象の博物館」であった。展示内容
もいつ行っても変わらず、無人で、さびしく沈
滞した空気が続いていた。平成 19 年度以降の
指定管理者制度導入以後、この沈滞感は払拭で
きたが、施設そのものの古さや、照明光量の低
さについて、依然来館者から苦言が寄せられて
いる。しかし本特別展では、それらに対して、
建築上の一つの見所として提示できたことがア
ンケートからうかがえる。
　「照明、展示の様子が良かった。2階の展示
場の形も良い。」（市外・女性・50代）「今どきの
博物館としては暗いし余り良い印象をもってい
なかったけれど、今回すごく貴重な建物である
ことが分かりました。」（市外・男性）「スケール
が丁度良く、曲線や曲面を使った構成、自然光
を重要視している点が居心地良くしている。」
（市内・30代・男性）
　そもそも一般的な野田市民にとって、本展示
が建築家・山田守をはじめて知る機会となった、
という場合も多い。正しいかどうかは別とし
て、有名な建築家の建てたものであるというこ
とが、建物に関心を向けたり、愛着を持つ直接
的な動機となることもあるだろう。「静かな落ち
着いたたたずまいの博物館。郷土のほこりで
す。」（市内・70代）「今まで、この博物館の設計
者を知らなかった。山田守氏という建築家が立
派な人でそういう人に設計して頂いて良かっ
た。」（市内・男性・70代）「山田守のことがいっ

ぱいわかった。ふつうの建築家よりずばぬけて
すごい！」（市内・女性・10 代）「また一人本物
の人物に出会った気がした。」（市外・60代）
　現在、当館では、モノだけでなく人のキャリ
アも対象として運営していることから、山田守
の俳句や旅のスケッチなど、人となりを感じさ
せる資料も積極的に公開したが、これらを印象
に残った展示としてあげる声も多かった。
　さらに、山田守その人だけでなく、博物館設
立に尽力した関係者の群像も紹介したが、これ
に対しても「〔印象に残ったのは〕博物館のデザ
インの良さと野田市民の昔からの文化レベルの
高さ。」（市外・男性・60 代）。「設計を依頼した
当時の野田の関係者は、大変先見の眼があっ
た。すごい！」（市内・男性・70 代）等いくつか
のコメントが寄せられた。ただしこれついて
は、展示全体に占める割合の小ささもあってか
少数にとどまった。野田町の社会教育活動の実
態は、1999 年の開館 40 周年記念特別展「野田
文化の芽ばえ～明治から昭和中期の社会教育
史」で掘り下げているが (3)、当館史を語る上で
も重要な点であるので、今後常設展示等の中で
も引き続き紹介していきたいと考えている。
　なお山田守と野田市との接点については、特
別展会期中の講演会において、山田守の次男に
あたる山田達郎氏から貴重なご指摘をいただ
き、また鈴木里行氏より、氏が長年調査され発
表されていた研究の中から、本件についてもご
教示をいただいた (4) ため、やや本稿の趣旨と
は離れるが、図録の補遺としてここに掲載して
おきたい。
　野田で博物館建設の話が本格化したとき、適
任の設計者として山田守を推薦し、野田市側と
引き合わせたのは、伊藤直治（1882－1973）と
いう、当時野田市建設課嘱託をしていた人物で
ある。伊藤直治はもともと逓信省営繕課の技手
であり、その在職期間は 1899 年から約 30 年
とのことで、山田守の逓信省在職期と重なる。
在職中、伊藤は東京中央電信局の現場監督も務
めており (5)、山田守との緊密なつながりが垣
間見える。
　そして1928年、伊藤は野田醤油株式会社（現
キッコーマン株式会社）の建築課に入り、同社
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の「御用醤油醸造所」( 通称・御用蔵、1939 年
竣工）（6）の設計・監督をしている。さらに
1940 年、皇紀二千六百年記念事業として、財
団法人興風会が野田醤油株式会社の出資によっ
て新図書館の建設を決議したが、その際野田醤
油株式会社がその工事及び監督をまかせられ、
伊藤はこの担当にも指名されたという（7）。こう
して野田の地に深く関わることとなった伊藤
は、昭和 20 年代半ばに野田市建設課の嘱託職
員となり、その職務として市内小中学校の設
計・監督に携わった。一方、現時点で最も詳細
な、東海大学学園史資料センター制作による山
田守の作品リスト一覧にも「野田市立第一中学
校講堂」（1955 年竣工）、「野田市立北部小学校
増築」（1958 年竣工）が含まれている（8）。その
他、特別展調査の過程で確認された事項（9）と
照らし合わせてみると、これら小中学校の建
設、そして当館の設計についても、伊藤直治が
仲介をすることで山田守が関与したとみてほぼ
間違いないであろう。
　建築家山田守についての情報を伝達するとい
う試みは他施設や他媒体でもできる。しかし、
生の建築、展示施設として本人が設計した建物
の中で伝えるという試みは貴重な機会であった
と思われる。また、山田守建築というモノを通
して人を知ること、そして人の生き方（キャリ
ア）も対象とするというねらいも十分に達成で
きたと考える。

（３）まちづくりのきっかけとして
　最後に紹介するのは、建物や建築家について
の知識や「誇り」に端を発し、野田のまち全体に
対するコメントや提言に昇華したケースであ
る。「野田には歴史に名高い建築物が有ること
に、また保存されていることに感激しておりま
す」（市外・男性・60代）。「野田市の博物館に対
しより愛着がわきました。自分の住んでいる町
を知ること？！こんな風な処から地元への関心
と愛情がつちかわれていくのかな」（市内・女性・
50代）。
　当年度は、通常秋に行う特別展を諸事情によ
り夏開催とした。行楽シーズンと比較して夏は
来館者がどうしても少なくなる傾向にあるた

め、これまでの特別展よりも閑散とすることも
予想されたが、関連事業等を織り交ぜることで
活気ある雰囲気を醸成することができたよう
で、 “今に生きる” 建築として市民に愛され、
活用されている様子が好評価されたことが、特
に市外来館者のコメントからうかがえる。ま
た、これらのコメントでは、周辺の建物や環境
についても言及されている。「郷土博物館が 50
年経ち、今でも市民に愛されている事が素晴ら
しいと思う。設計図が見られて良かった。とて
も参考になりました。〔博物館の雰囲気は〕小じ
んまりとし、周囲の環境とマッチした落ち着き
を感じました。最近の博物館にはない親近感を
感じる。なごませてくれる所は、今後も守って
行って欲しい。また来たいと感じる」（市外・男
性・40代）。
　周辺環境として最も身近な存在が、同じ敷地
の野田市市民会館（旧茂木佐平治邸）と庭園であ
る。この環境に見合うように綿密に計画された
野田市郷土博物館の外観を、岩岡竜夫氏はイコ
ニック（iconic）（＝ある種のイメージを想起さ
れるような建物）であると評価する。そして、
見る者に、文化財の収蔵施設であることや、和
風邸宅や和風庭園との親和性を容易に感じさせ
るデザインであることが、公共施設として 50
年の間市民に愛着をもたれていることの一因で
はないか、と指摘している（10）。
　敷地外では、いわゆる歴史的建造物に対する
関心が高く、特に関連事業への来場者が、まち
全体を包括的に評価するコメントを残した。
「〔今後開催してほしい事業は、〕町中に博物館を
入れこんでみる。野田には、沢山のすばらしい
倉や町家があるのでまき込んで事業を展開すれ
ばもっと町が良くなると感じます」（市外・20
代／関連講演参加者）。「何度かは見ていたが、
説明を聞いて初めて解ったもの、見落としてい
たものが見れた。〔今後開催してほしい事業は、〕
街づくり、街なみ景観（点ではない街なみ）の展
開」（60代・男性／関連講演参加者）。
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２．博物館建物の活用のあり方
　  －県内の同時期館との比較検証－

　本特別展で得られた評価や成果を、今後の当
館の運営にどう持続的に活用していくか。続い
ては、博物館施設としての当館の未来につい
て、同時期に竣工、開館した他館との比較検証
を行う。なお、ここでは、山田守建築の独自性
や芸術性から一旦距離をおき、あくまで市町村
立博物館施設の一つとして検討を加える。
　県内の市町村立の博物館で昭和 30～40 年
代に開館した館は決して多くはないが、現存館
は皆、施設の老朽化という重い課題を抱えて
日々の運営を行っている。予算の大幅縮減に
よって、自館の事業をよりよくすることより
も、地域における博物館の存在意義を問い直す
作業の方に、力を注がなければならない、と
いった深刻な状況も起こり得るだろう。
　表１は、県内でも早い時期に開館した市立博
物館 3館の施設についての状況を、各館から
聞き取り、まとめたものである（11）。また同じ
項目について当館の状況も併記した。いずれ
も、竣工から 40 年前後経過する建物を博物館

施設として使用している歴史系の博物館であ
る。
　改修状況や背景、今後の見通しは、各自治体
の施策によってまちまちであるが、ここで指摘
できることは、この時期の建物にとって、設備
導入も含めた全面改修はまさに“まった無し”と
いうこと、未実施の状況は来館者の要望や批判
を即招いてしまっているという点である。
　ただし、要望や批判の中身については、より
詳細に検討されねばならない。すなわち、施設
に関する来館者の意見には、より狭義の施設設
備に対するものと、展示空間の雰囲気や居心地
など、施設印象に対するものの 2種類があると
仮定できる。そして、施設設備の有無について
は、来館者のニーズを満たせない場合、改善要
望が現れるが、仮に満たしても好評価のコメン
トには結びつかない、いわゆる「あって当たり
前」の性質のものと推察される。しかし施設印
象が好ましい場合は、好評価として表出しやす
い。もちろん両方とも満たせない場合はより強
い不満となって現れるだろう。
　当館の場合、バリアフリー設備などの導入は
遅れており、Ａ館と同様の状況である。改修に

Ａ館

昭和41年

鉄筋コンクリート造
2階建　714㎡

導入なし

小破修繕で年度毎に対処

なし

厳しい意見が寄せられる

予算不足で施設の問題以前に

事業実施自体が困難

開館時に竣工

Ｂ館

昭和42年

鉄筋コンクリート造
４層５階建　2,416㎡

スロープ、エレベーター等のバリ

アフリー設備を導入済。耐震診断

を実施し、免震工事を実施済

平成12～13年に全体改修済

全体改修は終了しており、次は常
設展示改修の計画がある

意見として特に収集はしていない

が、建物の外見的特徴が入館者増

につながっていると考える

展示構成上、使い勝手に難有り（順

路設定、資料配置等）

開館後に増築

Ｃ館

昭和47年

鉄筋コンクリート造
３階建　 1,235㎡

バリアフリー設備の導入なし

耐震診断の実施予定有り

講堂を展示室に流用

市として総合博物館構想があり
全体改修や、建て替えもあり得る

バリアフリー化の要望が寄せられ

ている

建物についての意見はあまりない

講堂を展示室として流用している

ため使い勝手に難有り（資料選択、

展示以外への使用の場合等）

開館時に館内配備

当館

昭和34年

鉄筋コンクリート造
２階建　 393㎡

導入なし

小破修繕で年度毎に対処。平成19

年度より5ヵ年計画で整備中

5ヵ年計画終了後はなし

設備に対して改善要望がある

建物の雰囲気に対する好評価が

マイナス評価の数を上回る

展示構成上、使い勝手に難有り（資

料配置、資料選択等）専用設備が

不十分

なし（別棟建物を収蔵庫として流用中）

博物館名

建物竣工

構造、延床面積

バリアフリー設備

等の導入実績

改修状況

今後の改修の
見通し

施設に関する

来館者の意見

展示施設として

の使い勝手

専用収蔵施設

表１　県内の市立博物館の建物の比較
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ついても、竣工が一番早いにもかかわらずＢ、
Ｃ館ほどは進んでおらず、この点は来館者の要
望となって既に顕在化しているのが現実であ
る。しかし当館がＡ館の状況と異なるのは、施
設印象に対する好評価がマイナス評価よりも多
いことである。これにより、Ａ館が受けている
ような、来館者からの厳しい意見を免れている
といえる。
　当館施設に寄せられる好評価は、具体的に
は、「居心地がよい」「静かで落ち着く」といった
類のもので、これは少なくとも指定管理導入以
降は展覧会の内容を問わず聞かれてきた意見で
ある。今回聞き取りを行った 3館のうち、Ｂ館
からは、外見的な特徴が人の興味を引き、来館
者誘引につながっているとの回答を得たが、こ
れも施設設備ではなく施設印象が博物館にとっ
てプラスにはたらいている一例と見てよいだろ
う。
　続いて、展示施設としての使い勝手等につい
て言及しておきたい。これは、学芸員の側から
見た施設設備に対する要望であるともいえる。
　大きなものの一つが、施設が展示構成に与え
る影響であるが、これについてはＡ以外の館で
共通に抱えている課題であった。展示資料の種
類や配置が限定されたり、順路設定に柔軟性を
持たせることができない、などの展示空間での
問題は、この時期に開館した博物館が持つ陳列
や展覧に対する考え方から、その後の展示技法
の変化や多様化を示していると言える。また、
Ｃ館では、建設当初は公民館のような使い方を
するために作られた講堂を、現在は展示空間と
して流用しているために、使い勝手に悩みを抱
える。長期間使用してきた公共建築では、運営
方針の変更等により部屋の使用目的が変わるこ
とも多いだろう。それによる無理が生じている
ケースである。
　当館の展示ケースは、前述の通り壁面備え付
けが大半を占める。その構造は、建物の側面に、
空洞の大きな二重壁がついていて、室内側の壁
にガラスがはめられているような形である。
　このガラスの上下幅は 120cm 弱しかなく、
例えば縦に長い掛軸などの資料は事実上この
ケース内には展示不可能となっている。ケース

内上部には、先述した通り採光窓が取り付けら
れており、差し込んだ外光が白壁で屈折し柔ら
かな光をケース内に落とすようになっている。
しかし、博物館資料を日光に晒すという発想は
時代遅れのものとなってしまった（12）。現在は、
通常の展示においては採光窓はふさぎ、代わり
に、開館後に設置されたケース内照明を用いて
いる。
　さらに昭和 40 年代建設の 3館が収蔵庫を館
内あるいは敷地内につくってあるのに対し、当
館は収蔵庫を竣工していない。このことは博物
館機能上、決定的に重大な不備といわざるを得
ない。
　以上のことから、当館は施設設備については
同時期他館よりも弱みの部分が多い。しかし施
設印象―それはすなわち山田守が設計したから
こその建築的特長に起因する―は、この建物を
単にコンクリートの箱型の施設以上のものにし
ており、それは経年とともに減少するのではな
く、むしろ潜在的な強みとして残り続けること
が確認できた。
　この比較の関係は図１のような座標軸でも表
すことができる。

図１ 県内４館の施設設備と印象の関係

３．今後の課題 

　ここまで、特別展「建築家山田守と野田市郷
土博物館」を通じての価値の見直しの試みと、
公共施設としての耐用限界や旧来型の博物館施
設ならではの問題点を述べた。さて、こうした

強　弱　

強　

弱　

施設
印象

施設
設備

Ｂ館

Ａ館

Ｃ館

当館
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状況の中で建物を市民のために持続的に活用し
ようとしたとき、その課題と展望について若干
の私見を述べる。

（１） 歴史的建造物を生かすまちづくりの
　　 ストーリーへの組み込み
　当館のみならず、近隣には他にも多数の歴史
的建造物が残っている。これらを“点”としてで
はなく、“面”のまちなみとして尊び、育ててい
く、市民の意識変革が必要である。これについ
ては、会期中「野田の建築探訪ツアー」（案内：
むらさきの里　野田ガイドの会）において、博
物館を起点として建造物をめぐる関連事業を実
施してそのきっかけとした。また、本特別展に
続く形で企画展・市民の文化活動報告展「まち
なみ提案　文化の駅・野田～まちへの想いを形
に～」（年報部32～36ページ）を開催する中で、
同展で活動報告を担った市民グループ「まちな
み研究会」が作成した建築散策マップ「近代化産
業遺産のまち―野田」へも当館は掲載された。
こうした市民活動が裾野を広げていった上に、
行政・市民の連携があり、また、市内外からの
声援を受けて、まちなみや景観の保存が行われ
ていくことが理想的である。古い建物が多数残
る野田は、アーティストにとって魅力的なまち
だ、という話を耳にする。しかし市民の側が、
そのことをどれだけ当事者意識をもって「誇り」
に思い、受け入れていっているか。野田の場合、
そうした啓発はこれまでほとんど行われてこな
かった。これを博物館が率先して行い、市民の
意識を高めていかなければならない。

（２）博物館機能面の整備
　博物館機能で劣る面については、財政事情等
もかんがみる必要があろうが、設備整備や小破
修繕で対処できる部分については、早急かつ地
道に対処していくことが、当面は望ましいであ
ろう。当館では、平成 19 年度より 5ヵ年の整
備計画にのっとって、市民会館も含めて整備を
進めているが、その中で空調設置、スライディ
ングパネル（可動式展示壁面）の導入、外壁補
修、防犯カメラの設置を行って設備の向上をは
かった。また、小破修繕として雨水の屋根裏吹

きこみへの対処を行ってきた。展示台等、小型
の展示具のリニューアルも展示設営予算の中で
随時実施している。これらによって、建物本来
の風情は残しつつも、展示しやすく、また見学
しやすい施設に、少しずつではあるが変わって
きたという実感がある。
　そして、当館の場合は、博物館建物の歴史的
価値をも「展示」の対象としているのである、と
いうメッセージを今後も継続的に発信していく
ことが大事である。こうしたメッセージを発信
できることは、国内の中小規模の公立館、特に
博物館として最初から建てられた建物としては
希少なケースである。すなわち、昭和 40 年代
以降、自治体が博物館を建てることそのものを
目的化したこととは一線を画する設計へのこだ
わりが見てとれるし、近年の著名建築家による
博物館･美術館が歴史的価値を伴うようになる
にはまだ時間がかかる。そういった意味で、昭
和 30 年代前半に建てられた博物館は、博物館
建築の歴史を語る上でも大変意義があると言え
る。建物が歴史的価値を伴うようになった早期
の博物館で、著名なところでは伊東忠太（1867
－1954）設計の大倉集古館（1927 年竣工）、坂
倉準三 (1901－1969) 設計の神奈川県立近代美
術館（1951 年竣工）、ル・コルビュジェ設計の
国立西洋美術館（1959 年竣工）等が思い浮かぶ。
事業規模の違いはあれども、当館もこのタイプ
を指向すると考えてよいだろう。
　また、山田守建築を展示施設として転用して
いる例が全国にいくつかある。ＮＴＴ門司電気
通信レトロ館（元・門司郵便局電話分室、1924
年竣工）や、広島逓信病院旧外来棟被爆資料室
（元・広島逓信診療所、1935 年竣工）である。
山田守がかかわった可能性もあるという分離派
建築の下関電信局電話課局舎（1923 年竣工）も
下関市立近代先人顕彰館・田中絹代ぶんか館と
してこのほど開館した。いずれも当館より数十
年古い建造物であるが、展示施設に見合った改
装をほどこし、分離派建築としてのモダン・レ
トロな雰囲気を生かして付加価値としている事
例である。
　しかし設備整備や修繕は、建物の劣化を遅ら
せることにはつながっても、いずれ限界が来る
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ことは避けがたい事実である。長期的な視点か
らは大幅改修のための予算措置が望まれている
といえる。

（３）多様な活用方法の検討
　この先当館の機能がミュージアムとしての水
準を満たさなくなったとき、閉館や解体を免れ
るには、展示施設以外の活用も含めた、多様な
活用方法を検討せざるをえないであろう。
　慎重な保存措置が必要な古美術品や歴史資料
の展示ができなくとも、ミュージアムが地域社
会の役に立つ面が多数あることを当館ではこれ
まで実証してきた。例えば現在、異業種、異分
野の市民が集い交流する場づくりとして、館内
で定期的にコンサートを開催するなどしている
が、こうした使い道は建物の強みの部分を生か
したものであり、展示事業ほどは専門的設備を
要しない。シンメトリックな構造上、将来は芝
居や映画の上映などにも可能性が見出せるかも
しれない。
　この前提として、市民が建物の活用について
さまざまにアイデアを出せるような意識や知
識、ノウハウと、それを実践するための話し合
いの場を確保することがまず大切であろう。こ
れについては、当館の現在の事業と、市民の
キャリアデザインの支援の活動が、近い未来の
状況打開の一助となることを願いたい。

まとめ

　本稿では山田守設計の野田市郷土博物館の、
特別展を契機とした建物の評価について、また
築 50 年の施設が現在抱える課題と展望につい
て述べた。
　来館者の感想を振り返ると、特別展では、山
田守建築の魅力を発見する内容の展示を通し
て、地域の文化資源としての価値付けができ、
まちづくりの機運の萌芽もみることができた。
これは当館建物、現行のミッションの双方に
とって追い風となる成果であった。
　しかし他の同規模・同時代館の例からも明ら
かなように、当館でも現行耐震基準に照らした
耐震化や今後ますます需要の伸びてくる施設の

バリアフリー化などが、近い将来深刻な課題と
して浮上してくることが予想される。野田市郷
土博物館が、山田守建築のオーセンティシティ
を損うことなく、設立時の思いを受け継いで、
市民の活動拠点として長く活用され愛されるこ
とを願い、本稿を記した。また本稿が、これか
ら施設改修や、長期活用を考えていく必要のあ
るすべての公立文化施設にとって参考になると
ころがあれば幸いである。

他に、山田守が設計していた東海大学湘南キャン
パスに「民族博物館」の建設用地が計画されていた
こともあった（東海大学湘南校舎建設計画概要（国
立公文書館所蔵））が、建設にはいたらなかった。
山田守建築作品集刊行会編『山田守建築作品集』、
東海大学出版会、1967 年、183 頁。
1999 年 10 月 2 日～11 月 7 日開催。野田町民を
中心とした社会教育活動や文化活動の展開を、明
治から当館設立までの時代にかけて紹介している。
鈴木里行「野田に生きた立川流宮大工佐藤庄助則
久・里次則壮（その八十四）」月刊「とも」1993 年 1
月号。佐藤庄助とその次男里次は野田市域の多数
の建築を手がける立川流宮大工である。伊藤直治
は宮大工佐藤里次の姪聟。
山田守建築作品集刊行会編『山田守建築作品集』、
1967 年、161 頁。
「御用蔵」は江戸川沿い（野田市中野台）にあったが、
2010 年末野田工場製造第１部（野田市野田、もの
知りしょうゆ館と同じ敷地内）へ移築されている。
鈴木英二『財団法人興風会図書館の五十年』1991
年、37頁。
建築家山田守展実行委員会編『建築家山田守作品
集』、東海大学出版会、2006 年、194－195 頁。
ただし竣工年は野田市報等を元に筆者補足。
野田市郷土博物館編『今に生きる山田守の建築―野
田市郷土博物館竣工 50年を迎えて―』、2009 年、
56頁。
前掲書、8－9頁。
本表の作成にあたっては、千葉市立郷土博物館学
芸係長の若菜三郎氏、船橋市郷土資料館館長補佐
の前澤智明氏らよりご教示をいただいた。
博物館や美術館の館内に自然採光を用いる試みは、
早期の博物館建築にはしばしば見られ、またどの
ような自然採光の方式が博物館･美術館建築にとっ
て（主に来館者が展示資料を見やすい環境として）
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追記 （2011 年 3月 19 日）

　本稿を執筆し終え、校正に入ろうとしていた
矢先に、東北地方太平洋沖地震（M9.0）が発生
した。国内観測史上最大のこの未曽有の大災害
で、野田市でも震度５強を観測、今も福島や茨
城周辺で断続的な余震が続いており予断を許さ
ない状況である。当館では展示資料の転倒や収
蔵資料破損にあった。しかし、幸いにも本稿で
話題とした当館の建物本体は被害を免れた。ま

適切かという視点からの議論も目につく。早期の
博物館建築で設置時に自然採光を採用したのは、
神奈川県立近代美術館、愛知県立芸術大学芸術資
料館、北九州市立美術館、千葉県立美術館など（展
示建築研究会『これからの展示建築　美術館・博物
館・資料館・記念館』1979 年、54－56 頁。「幸福
な建築　神奈川県立近代美術館　その誕生とこれ
から」建築ジャーナル 1994 年 6 月、13 頁）。しか
し、その多くはトップライト等により展示室全体
を照らそうとするものであり、当館建築のように
室内をあえて暗くし、ケース内照明として自然採
光を使う例は大変少ないと思われる。また早期の
博物館建築の自然採光について触れた文献をいく
つか挙げる。平山嵩「欧米美術館の採光に就て」『建
築雑誌』1933 年 5月。棚橋源太郎「博物館新建設の
好機運を迎えて」『日本博物館協会会報 16』1952 年
9月。

た同じ敷地の市民会館（旧茂木佐平治邸、国登
録有形文化財）についても、瓦、土壁、塀まわ
りの損壊があるが、ガラス戸などは奇跡的に割
れずに残った。
　これを補筆している今も、資料、施設の修繕
をはじめ課題は山積みであるが、今はただ、本
震発生当時、来館者、ボランティアスタッフ、
職員（筆者も勤務中であった）の全員が無事故で
あったこと、そして築50年の博物館建物が、こ
の 200 年、300 年に一度とも言われる大災害
に耐えたことに感謝をしたい。
　被災されたすべての皆様にお見舞いを申し上
げます。また貴重な文化財の津波による流出や
損壊にあった東日本地域の博物館が、一日も早
く立ち直り、残された遺産を後世に伝えていく
本来の役目に戻れることを祈ります。
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【研究ノート】

 キャリアデザインと市民公募展のあり方について
～市民公募展「思い出のモノ語り」を通して～

柏女弘道（野田市郷土博物館学芸員）

はじめに
　当館のミッションは「市民のキャリアデザイ
ンの支援」であり、自らの住む地域を知り、地
域の中で自らの役割や働きを自覚して行動する
「自立した市民」の育成によるまちづくりにあ
る。そのため博物館は野田市内の多様なコミュ
ニティのハブ、コミュニケーション推進役とし
て位置づいていくことを目指している (1)。こう
したことから、当館では市民参加型の企画展と
して市民コレクション展、市民の文化活動報告
展とともに市民公募展を実施している。市民公
募展は、学芸員がテーマを決め、それをもとに
市民から資料を公募し、展示を行うものであ
る。また、市民公募展のようにキャリアデザイ
ンを意識したものではないが、当館では市直営
時代にも公募展として「私のコレクション展」
（平成 10 年）、「私の一品展」（平成 12 年）を実施
している。
　市民公募展は市民コレクション展や文化活動
報告展のようにコレクションを有しない、文化
的な活動に参加していない市民でもテーマに
合ったモノがあれば出品することができ、より
幅広い層の市民に参加を促しやすいというメ
リットがある。また、公募という形式をとるこ
とで、博物館資料を中心として構成される従来
の展覧会とは異なった効果を期待することがで
きる。例えば出品者からすれば「出品する」とい
う行為によって展示に参加することで、博物館
をより身近に感じることができる。また、出品
者だけでなく友人知人が出品した場合も、親し
い人間が展示に参加しているといった意識が生
まれ、やはり同様に博物館を身近に感じること
ができよう。さらに展示に多様性をもたらすこ
とにもつながり、新たな博物館利用層の開拓の
機会ともなる。また、今まで博物館が認知して
いなかった新たな地域文化財の発掘や博物館資
料情報収集の機会とすることもできる (2)。

　上述のように公募形式の展覧会にはある程度
普遍的な効果が見込まれる。「市民のキャリアデ
ザインの支援」をミッションとする当館におい
ては、それを意識した構成をすることで、キャ
リアデザインに寄与する効果を加えることが必
要である。
　本稿では平成 21 年度に実施した市民公募展
「思い出のモノ語り」を通して、市民公募展に求
められる構成と実際に来館者や出品者のキャリ
アに与えた影響について検証し、当館のミッ
ションであるキャリアデザインと市民公募展の
あり方について考える。

１．市民公募展に求められる構成

　市民公募展「思い出のモノ語り」（以下、本展
示）では、市内在住・在勤・在学の個人や家族、
市内で活動する団体（商店、企業、ボランティ
ア団体等）からそれぞれのキャリアや活動にお
いて思い出深いモノとそのエピソードを募集し
て展示を構成した。主な目的は、出品者がモノ
を通して思い出を語ることで、出品者それぞれ
が自らのキャリアや活動を振り返る機会とする
ことと、市内の様々なコミュニティから集めら
れた資料を博物館に置いて来館者が一堂に見る
ことで、まちづくりに不可欠な共に地域に生き
る人々を理解する機会を創出することである。
　本展示のように出品者の思い入れやエピソー
ドを重視した公募展は他館でも行われている。
例えば次の通りである。

【最上義光歴史館「市民の宝物」展（平成 20年～
継年）】
山形市民を対象に所蔵する「宝モノ」を公募して
いる。自薦他薦、洋の東西・時代・文化財的な
価値も一切問わず、金銭的評価では測れない出
品者のモノに対する思い入れやエピソードを添
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えて展示を行っている。
【厚木市郷土資料館「わたしのお宝展～あつぎマ
イトレジャー」（平成 21年～継年）】
厚木市民を対象に大切にしてきた先祖伝来の
品、思い出の品を広く募集し、応募に当たって
は 100 字程度の宝物への思いを書いてもらい、
その思いを大切にしながら展示をする。市民の
宝物を見ることで、「モノを集め、大切に保管す
るということの意味、意義、すなわち博物館活
動の基本理念」(3) を共有することを目的として
いる。

　上記の公募展では当館と同じようなテーマで
資料を募集しているが、展示の目的は館によっ
て異なる。本展示においては出品者のキャリア
の棚卸しや来館者の地域理解・他者理解を目的
としているのに対し、例えば厚木市郷土資料館
では、市民の博物館活動への参加を促していく
とともに、モノを集め大切に保管するというこ
との意味や意義という博物館活動の基本理念を
共有してもらうことを目的としている。基本理
念を共有することで、郷土資料館の活動意義や
存在価値を市民に認識してもらうことにつなげ
る狙いもあるという。また、最上義光歴史館で
は、山形の戦国武将を顕彰するという施設の性
格上、見学者の中心が市外県外からの観光客で
あり、市民のリピーター率はそれほど高くない
という。そこで雪が深く県外からの観光客が少
なくなる 1月～ 3月の期間を利用して市民公
募展を行うことで、山形市民により歴史館を身
近に感じてもらい、更なる活用を図る機会とす
ることを目的としている。
　つまり公募展においては「何を」公募するかで
はなく、「何のために」公募展を行うかが最も重
要であり、それぞれの館のミッションに即して
「何のために（why）どこの（where）誰から
（who）何を（what）集め、どうやって（how）展
示するか」の 5W1Hを検討していくことが必要
であるといえる。
　そこで当館のミッションを踏まえた市民公募
展の構成について、上述の 5W1Hにあてはめ
て構成を考えてみたい。
（why）…「市民のキャリアデザインの支援」を実

現するために特に取り上げる具体例となる。
キャリアデザインに寄与するために何を重視す
るかによって決定される。本展示においては
「出品者のキャリアの棚卸しや来館者の地域理
解・他者理解の機会とするため」である。
（where）…市域。市民公募展では出品という形
で市内の幅広い層の参加が見込めることから当
館のミッションの中で「市内のコミュニティの
ハブとしての博物館」を意識しやすい。ある特
定のコミュニティ（例えば商店など）に絞って募
集することも可能ではあるが、募集の対象を狭
めた場合、コミュニティの紹介などの効果はあ
るが、市内の多様なコミュニティを描き出すこ
とはできない。やはり市民公募展では市内全域
を対象としていくべきであろう。本展示におい
ては「市内在住・在勤・在学或いは市内で活動
する」である
（who）･･･個人 or 団体 or 両方。（why）によって
異なるが、個人のキャリアだけでなく、団体に
おいても今までの活動を振り返ってもらう機会
とすることを目的とした本展示においては「個
人や団体」である。
（what）…（why）がよく現れ、かつなるべく多
くの出品者が集まるようなものが望ましい。
テーマを絞れば出品者は何を募集しているかが
分かりやすくなるが、市民公募展のメリットの
1つである幅広い層の参加を妨げないことを注
意する必要がある。出品者のキャリアの振り返
りを重視した本展示では「それぞれのキャリア
や活動にとって思い出深いモノ」である。
（how）…来館者が出品資料を通して同じ地域に
住む他者を理解するために、出品されたモノ
（出品資料）を通してヒト（出品者）が見えるよう
にすることが必要である。他者の思いを知り、
共感する力を養うことは、地域コミュニティの
中で生活していくうえで必要なコミュニケー
ション能力の向上にもつながっていく (4)。本展
示では「思い出のエピソードを出品者の言葉と
して添える」ことでより出品者のキャリアを強
調した。
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２．「思い出のモノ語り展」内容

　次に、以上のように構成された本展示につい
て、募集方法や展示方法と、より展示の効果を
高めるための関連事業として行った出品者によ
るギャラリートークについて詳述する。

（１）募集・展示
　資料の募集は市報やタウン誌などでの広報や
展示室に応募用紙を設置したほか、日常的な博
物館事業への協力者に直接呼びかけをした。応
募者には出品資料に添える思い出のエピソード
（約 200 字）も依頼した。エピソードは基本的に
出品者自身に原稿を書いてもらったが、出品資
料に関する対話の中で学芸員が聞き取って素案
を作成し、確認してもらったケースもある。エ
ピソードはすべて出品者を主語として書かれ、
パネル化して展示する際には出品者の氏名、地
区名、年代を記載して、メッセージの発信者が
出品者であることが明確になるように心がけ
た。最終的に 81の個人や団体（内訳は個人 52、
家族 8、学校 1、市役所 1、商工業者 11、市民
団体 5、寺院 1、農業 1、福祉 1）から応募があ
り、出品された資料も空き缶で作った神輿や漢
詩の掛軸、飛行機の図面など多様な資料が集
まった（出品資料一覧は年報部の 38～ 39 ペー
ジ参照）。

（２）ギャラリートーク
　会期中に出品者によるギャラリートークを実
施し、2日間合計で 17 名の出品者に展示室内
で自らの出品資料を前にモノの思い出や自分と
の関わりを語ってもらった。通常の学芸員が行
う展示解説とは異なり、出品者に直接語っても
らうことで、展示の見学者が資料とエピソー
ド、そして出品者本人とのつながりを理解する
ことのできる機会とした。また、出品者にとっ
ては、モノを通して他者に自らのキャリアを語
ることで、より強い形でのキャリアの棚卸しを
してもらう目的があった。
　ギャラリートークの出演者達は、地元の美術
会会員、主婦、イラストレーター、元旅行会社
職員など様々であり、日頃自らについて他者に

話すことを専門としている人たちばかりではな
い。そのため出演を打診した際は不安や戸惑い
もあったであろうし、実際に語ってもらう際に
は非常に緊張した出演者もいたようである。自
らを言葉で他者に表現することはキャリアデザ
インにおいて重要な事柄であり、当館指定管理
者のNPO法人野田文化広場の自主事業である
寺子屋講座においても大きな目的の 1つである
（寺子屋講座については年報部 48～52 ページ
参照）。出演者の３人には後に寺子屋講座の講
師も引き受けていただくことができ、また違っ
た形で自らのキャリアを語っていただくことが
出来た。詳細については次節で述べる。

３．展示の評価

　本展示について、公募形式によってもたらさ
れた効果とミッションを意識した構成によって
付与されたキャリアデザイン的効果、及び出品
者のキャリアに与えた影響についてそれぞれ検
証していく。評価に用いたのは会期中に収集し
たアンケート（回収枚数 109 枚、来館者の約
2%による回答。アンケート詳細は年報部 41～
45 ページ参照）と展示終了後に寺子屋講座で講
師を務めていただいた出品者へ実施した聞き取
り調査 (5) である。

（１） 公募形式によってもたらされた効果
【博物館への親近感】
　友人や知人の出品した資料を見に来館した方
が多かったことがアンケートから読み取れた。
展覧会の開催情報の入手方法として「友人知人
の紹介」を挙げた来館者が全体の 21%と、同一
年度に行った他の展覧会に対して高い割合を示
している（「生活文化展 2」が 16%、「山田守展」が
14%、「まちなみ展」が 15%）。「内容評価理由」や
「印象に残った展示物」の自由記述（以下、自由
記述と称する）においても若干（2件）ではある
が自らの友人知人の出品した資料に対するコメ
ントが見られた。
「（「まずまずよかった」の評価理由として）知人
の作品もあったため。」（市内 50代女性）。
「市内の知人の展示で感銘をうけました。」（市内
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60 代女性）。
　博物館資料だけで展示を構成した場合には現
れないコメントであり、本展示を通して来館者
が博物館をより身近なものと感じたことがうか
がえる。

【資料情報収集の機会】
　本展示後に野田醤油株式会社の商品の景品で
あった福助足袋、昭和 30 年代のアルミ製の弁
当箱と水筒、茂木佐平治邸（現・市民会館）出入
り業者の半纏と前掛け、野田で最初期に開店し
たバーの開店広告チラシが当館に寄贈された。
いずれも出品者の思い出のエピソードがあるた
め、資料情報として実際の使用状況や背景につ
いても詳しく知ることができた。

　ここで挙げた「博物館への親近感」は来館者に
与える影響の 1つであり、「資料情報収集の機
会」はどちらかといえば博物館にとってのメ
リットであるが、公募形式の展覧会であればど
のようなテーマで行ったとしても少なからず現
れると思われる効果である。今後の市民公募展
においてもある程度見込まれる効果であろう。

（２）ミッションを意識した構成によるキャリア
　　デザイン的効果
【他者理解】
　出品者の思い出のエピソードに関するコメン
トはアンケートにも多く見られた（10件）。
「それぞれのモノにたくさんの思い出があるの
がよくわかりとてもよかったと思います。」（市
外 40代男性）
「人は、いろいろ思い出があると思いました。」
（40代女性）
「人々の思い出の文章の中に歴史があると思い、
あたたかい気持ちになりました。」（市内 50 代
女性）。
「それぞれの思い出のものが出品されているこ
と。」（市外 50代男性）。
「人それぞれの思い出に出会えたこと。」（市内
70代女性）。
「人によって価値ある物、思い出の物等が楽し
かった。」（市内 60代男性）。

「それぞれの思い出がよくわかった。」（市外 20
代男性）。
「新しいものでも思い出があり、その理由もわ
かったから。」（市内 40代男性）。
「その人の思い出のもの、なつかしさや、大切
にしていることなど伝わってきた。」（市内 60
代）。

　出品者の「思い出」を知ることで展示の理解が
深まっていることがうかがえる。通常の展覧会
のように資料説明をしただけでは現れないコメ
ントであり、エピソードパネルは単に出品資料
の説明をするキャプションではなく、資料と併
せて 1つの展示物であったといえる。

【自己への反映・振り返り】
　出品資料と思い出のエピソードを見て自らの
キャリアを振り返ったというコメントもアン
ケートにおいて多く見られた（14件）。
「なつかしいものもあり、当時を思い起こしま
した。」（市内 60代男性）。
「御菓子屋さんの型押しなどを見て、自分の思
い出ともつながっている。」（市内 60代）
「一人一人の思い出の品々にそれぞれの想いが
込められていて、みている私もなつかしく、昔
を思い出す事ができた。」（市内 40代女性）
「特に水手鉢、アルミのお弁当などは子供の時
使ったので思い出されました。」（市内 60 代女
性）
「なつかしい品物を見せてもらい、自分の小さ
かった頃を思いだした。2眼レフカメラは亡く
なった兄によく写真をとってもらった。」（市外
60代女性）
「赤いアルミのおべんとう箱は私も幼稚園に行
く時使っていました。なつかしい。現役とはお
どろき！」（市内 50代女性）

　いずれも「なつかしい」「自分の過去を思い出
す」などの言葉があり、モノによっては出品資
料と同様のモノを自らも使用していたことにつ
いて言及している。出品者の思い出を知って共
感することで、自己のキャリアの振り返りの機
会となったことがうかがえる。
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【地域理解】
　新たな市内の人々や団体を知るだけでなく、
既知の商店についてもその歴史や背景を知るこ
とができたというコメントはあったが、あまり
多くは見られなかった（4件）。
「野田という所が少し解った様で非常に良い所
だと思います。」（市内 60代男性）。
「近くの商店街の方々が、いろんな事をしてい
たのだと感心しました。」（市内 40代女性）。

　市内の様々な個人や団体から集められた資料
を一堂に展示することで、博物館がハブとなっ
て野田の多様なコミュニティを現すことが出来
たかどうかを検証する項目であるが、本展示に
おいてはやや出品者層に偏りがあったためか、
思うような効果をアンケートからは読み取れな
かった。

【モノを大切にする心】
　思い出のモノを募集した結果、出品者が大切
に扱ってきた資料が多く集まったため、「モノを
大切にする心」を改めて感じたというコメント
も若干見られた（2件）。
「人それぞれ思い出があり物を大切にしなきゃ
と思いました。小さな物でも、ものすごく深い
思い出があるんだなと感じました。私も家に
帰って色々見てみます。」（市外 20代女性）
「我が子供時代を思い出す品々があり、故郷の
家にあった昔の物を大切にしておけば良かった
と反省しました。｢モノを大切に｣の言葉をかみ
しめました。」（市内 60代男性）

　本展示では「モノを大切にする心」については
来館者に与える影響としてそれほど強く意識し
たわけではないが、これも来館者のキャリアに
影響を与えた一例といえよう。

　【他者理解】【自己への反映・振り返り】【地域
理解】【モノを大切にする心】の 4項目はすべて
来館者のキャリアに与えた影響であり、思い出
のモノをエピソードと一緒に展示するという
ミッションを意識した構成によってもたらされ
たものである。

　アンケートの自由記述において多く見られた
のが「なつかしい」「昔を思い出す」など【自己へ
の反映・振り返り】に類するコメント（14件）と、
「出品者の思い出」に言及した【他者理解】に類す
るコメント（10 件）であった。展示方法として
モノ（出品資料）を通してヒト（出品者）が見える
ような展示を意識したこと来館者に伝わった結
果といえる。一方で出品者層に偏りがあったた
めか、「地域理解」に類するコメントはそれほど
多くなかった。多様なコミュニティからの出品
を促していくことことは今後の課題の 1つであ
る。

（３） 出品者のキャリアに与えた影響
　市民公募展においては出品者自身も展示を見
学に来ることが多く、本展示においても頻繁に
来館していただいた出品者もいた。上述した来
館者に与えた影響は出品者にも同様の影響を与
えたと想像できる。
　出品者ならではのキャリアデザイン的効果と
しては自らのキャリアの棚卸しがある。出品す
る際に思い出のエピソードを考えてもらうこと
で出品資料を通してみずからのキャリアを振り
返る機会としてもらい、また数名の出品者には
ギャラリートークで更に詳しく自らについて
語っていただいた。
　また、ギャラリートーク出演者である市内板
金店店主の山崎勝三郎氏には、本展示終了後に
寺子屋講座まちの仕事人講話でも講師として自
らのキャリアを語っていただくことができた。
ここでは山崎勝三郎氏の例を通して、出品者の
キャリアに与えた影響を見ていきたい。

【職人としての技術を活かして想いを表現】
　山崎氏は自らの板金職人としての仕事に強い
責任感を感じており、培った技術を生かして地
域に貢献することに対する意識が非常に高い人
物である。本展示に出品した空き缶神輿は大き
さの異なる同じ図柄の飲料の缶で作成されてお
り、頭には銅板細工の鳳凰が載せられている。
山崎氏の板金職人としての技術の高さがうかが
える一品であり、現在市内の夏祭りの際に毎年
子供用神輿として担がれ好評を博しているが、
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元々山崎氏が空き缶で神輿を作ろうと思ったの
は市内に不法投棄されていた空き缶を何とかし
たいという想いからであった。　
　今から 20 年ほど前、山崎氏の住む地区には
おびただしい量の空き缶が不法投棄されていた
という。それを 1 つ 1 つ拾い集めて洗浄し、
様々な種類の飲料の缶からなる 1基目の空き
缶神輿を作り上げ、「ポイ捨てをやめよう」とい
う合言葉とともに地域の運動会で担いだとい
う。1基目の神輿は出品された神輿よりも大き
く、運動会でも大人たちが担いだそうである。
これが非常に好評であり、その後市の商工会議
所や地元企業の協力を得て、出品された 2基
目の神輿を作成することとなったという。
　また同時に出品した一斗缶を再利用して作っ
たチリトリは、10 年以上前から仕事の合間に
1つ 1つ手作りで作成し、仕事先や市内の小中
学校、幼稚園などに寄贈し続けているものであ
る。
　こうした活動において山崎氏が伝えたかった
ことは、自らが強く抱いていた、資源やモノを
大切にする心を地域の人たち、特に子供たちに
持って欲しいということであった。
　最近山崎氏が市内のある小学校に行ったとこ
ろ、生徒達が使っているチリトリが 10 年ほど
前に山崎氏が寄贈した一斗缶チリトリであっ
た。寄贈した頃からは先生達も変わっており、
生徒達もチリトリの由来を知らなかったが、こ
れほど長い間使ってくれていたことに感激し、
新しいチリトリを寄贈した。交換に引き取った
10 年前のチリトリは長い間大切に使ってくれ
た感謝を込めて現在でも大切に保管していると
いう。モノを大切にして欲しいという山崎氏の
想いが伝わっていたことを示すエピソードであ
る。

【展示・寺子屋講座を終えて】
　本展示に空き缶神輿や一斗缶チリトリを出品
したことは、そうした想いを市民により広く
知ってもらうきっかけとなったといえる。ま
た、板金職人としてのキャリアの中で培った技
術を生かして、実際にモノを作るという形で想
いを表現してきた山崎氏であるが、ギャラリー

トークや寺子屋講座のように、初めて会った市
民の前で自らのキャリアを言葉で語ったことは
今までに経験が無かった。そのため、言葉で自
らの想いやキャリアを語ってほしいという話を
受けたときは非常に不安で緊張したという。
　しかし今改めて終えた感想を振り返っていた
だいたところ、「自分の全く知らない人たちに来
てもらって聴いてもらって、非常にありがた
かった。特に（寺子屋）講座に来ていた学生さん
たちにもう一度会って、お茶でも飲みながら話
が出来たらいい。」と不安や緊張を乗り越え、
キャリアを言葉で語ったことをポジティブに受
け止めている。
　本展示や寺子屋講座を終えて意識や生活のう
えで変わったことについて質問したところ、「今
まで以上に仕事に対する責任感を強く意識する
ようになった。博物館でいろいろな人たちに神
輿やチリトリを観てもらって、また、ギャラ
リートークや寺子屋講座で自分の想いを語った
以上、おかしな仕事をして笑われるようなこと
は出来ない。」と語っている。
　山崎氏は前述のように、自らの「仕事」につい
て常に高い責任感と社会貢献意識を持っていた
が、博物館という公的な場所を通して自らの活
動を語ることで、今までも強く意識していた
「仕事」への責任感がさらに強まったことは、
キャリアに与えた大きな影響の 1つといえよ
う。
　日頃自らのキャリアについて語る機会の少な
い、いわゆる「職人」と呼ばれる人たちに自らの
キャリアを言葉で語っていただき、そしてそれ
を市民が聞く機会を設けることが出来たことも
大きな成果であった。経験がなく不安で緊張し
たという山崎氏だが、ギャラリートークや寺子
屋講座では出品資料や仕事道具を前にしたこと
で比較的話しやすかったという。キャリアにお
いて重要な意味を持つモノを前にすることで普
段の自分を思い出し、緊張をほぐす効果もある
のであろう。

今後の課題と展望

　本展示は公募形式による効果として来館者の
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博物館への親近感の増大につながり、博物館に
とっても資料情報収集の機会となった。また
ミッションを意識した構成によって思い出の込
められたモノとエピソードを併せて展示したこ
とにより、来館者のキャリアに一定の影響を与
えたことがうかがえた。本展示では出品者の
キャリアの棚卸しの目的から個人や団体のキャ
リアにおいて思い出深いモノを募集したため、
必然的に出品者個々のキャリアを振り返る形に
なり、それに伴いアンケートに現れる来館者の
反応も「なつかしい」や「思い出す」といった自ら
のキャリアを振り返るというものになった。い
わばキャリアの「縦軸」に焦点を当てたといえ
る。
　キャリアデザインを支援していく上で、個々
のキャリアの振り返りの機会を設けることは重
要であるが、今後は自分と他者との関わりと
いった、キャリアにおける「横軸」を意識した
テーマも設定していくことも必要であろう。例
えば家族の絆を示すようなモノや、印象的で
あった人との出会いを示すようなモノを募集す
ることで、それぞれのキャリアにおける人との
つながりを見つめなおし、地域コミュニティの
中での自らの立ち位置を再認識するといったよ
うな、本展示とはまた異なった効果が得られよ
う。
　本展においてやや偏りが見られた出品者層に
ついては同一のテーマで「パート 2」「パート 3」
という形式で実施していけば市民への認知度も
高まり応募者の増加も期待できるであろう。本
展示開幕後に来館者から「どういったモノを出
したらいいかなかなか想像がつかなかったが、
実際の展示を見て理解することが出来た。次回
は自分も是非出品したい」といった話を受けた。
しかし同一テーマの公募を漫然と続けた場合マ
ンネリ化は避けられず、キャリアデザインへの
幅広い寄与も見込めない。今後の公募展におい
てはキャリアデザインのどこに焦点を当てるか
を検討し、テーマの連続性と多様性のバランス
を保つことが必要であろう。
　本展示の出品者数が 81 の個人や団体であっ
たように、市民公募展は市民コレクション展や
文化活動報告展に比べて、より多くの市民に博

物館活動への参加を促すことができる。しかし
その反面、個々の出品者と博物館との間で十分
なコミュニケーションの時間を持つことが難し
くなってしまう。そのため 1人のコレクターや
1つの団体と打合せを重ねる他の展示に比べて
出品者個々へのキャリアデザインの支援は弱く
ならざるを得ない。寺子屋講座の講師を務めて
いただいた山崎氏のように、他の事業と連携し
て参加した市民の更なるキャリアデザインの支
援を図っていくことが必要である。

【謝辞】
最後に、本展示に貴重な資料と大切な思い出をお寄せい
ただいた出品者の皆さまに心より謝辞を呈します。

金山喜昭「まちづくりとキャリアデザイン（2）－
NPO法人野田文化広場が野田市郷土博物館を運営
する基本的な考え方－」『法政大学キャリアデザイ
ン学部紀要』第 4号、2007 年
特に市民コレクション展について言及されること
である（中川志郎「『博物館ビッグバン』の認識が二
一世紀型博物館の命運を決める」『Cultivate』
No.13、2001、10-11 頁）が、公募展においても
市民の持つ資料を収集し展示することから同様の
効果が認められるであろう。
http://www.city.atsugi.kanagawa.jp/shiminbenri
/kosodatekyoiku/bunkazai/tenji/tenjikai/
特にキャリアデザインにおける人物研究から得ら
れるものとされている。笹川孝一「キャリアデザイ
ン研究における「人物研究」の意義と方法について
－福沢諭吉にそくして－」『法政大学キャリアデザ
イン学部紀要』第 7号、2010、113 頁。
平成 23 年 2月 24 日（木）に実施。依頼したのは市
内の板金店店主、山崎勝三郎氏である。
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志賀一朗氏旧蔵　
野田市内採集昆虫標本目録（2）チョウ目

凡例
1．本目録には 2009 年 10 月現在において当館が所蔵している
　志賀一朗氏寄贈の昆虫標本のうち、野田市内で採集された
　チョウ目の標本 1325 点を収録した（標本受入の経緯、標本
　の概要、チョウ目以外の目録は前号の当館年報、紀要を参
　照）。
2．本目録の作成は志賀一朗氏の全面的な協力の下、当館学芸
　員佐藤正三郎が担当し、学芸員補助員南隆哲、資料整理員
　鈴木伸、同田村博子がデータの入力等を行った。他にデータ
　の校正には 2008 年度博物館実習生 9名が参加した。なお目
　録の作成に際し千葉県立中央博物館学芸員齋藤明子氏に
　データ項目等についてご助言を賜った。記して心より御礼申
　し上げる。
3．標本の同定は志賀一朗氏による。本目録作成に際し、一部
　ご本人が再同定を行った。
4．志賀一朗氏旧蔵の標本は全てデータベース化され、当館の
　情報システムによって検索が可能である。
5．科名の掲載順は基本的に平嶋義宏監修、九州大学農学部昆
　虫学教室・日本野生生物研究センター共同編集『日本産昆虫
　総目録』、1989 年、に従った。亜科名等は表記せず、種名の
　アルファベット順とした。
6．学名と和名は主に九州大学大学院農学研究院昆虫学教室の
　「日本産昆虫目録データベース」を基本とした（http: //kon
　chudb.agr.agr.kyushu-u.ac.jp/mokuroku/index-j.html）。  
　小蛾類に関しては近年、研究、分類が進んでいるが、井上
　寛〔ほか〕著『日本産蛾類大図鑑』、1982 年、講談社を主に参
　考にした。
7．野田市内で採集または飼育された標本のみを目録の所収対
　象としたため、採集地は千葉県野田市までを省略し町名と
　字名以下を記した。不明と表記されている標本も、全て野田
　市内、特に現在の中野台鹿島町周辺（中野台、堤台、清水、
　座生）で採集している。1971 年以前で中野台とあるうち大部
　分は現在の中野台鹿島町の志賀氏自宅周辺である。基本的に
　ラベルに記載されている地名に従ったが、志賀氏の記憶か
　ら詳しい地名が判明した場合は補足した。特に蛾類でラベル
　上の採集地が「NODA」になっている標本は、全て中野台（現
　在の中野台鹿島町の自宅）の街灯で採集したとのことで、目
　録上は中野台と表記した。
8．目録の掲載内容は以下の通りである。
　①和名　②学名。
　③採集地。
　④採集年月日。西暦年 /月 / 日の順に記した。
　⑤♂♀。
　⑥目録番号。目録番号は原則として標本 1点毎に固有の番号
　　を有する。本目録では、ページを短縮するため、データが
　　重複する標本に関しては登録番号を追加する形式（例えば
　　123-125）で表記した。
　⑦備考。採集時の状況、飼育、標本の状態等の情報を記した。
　　採集者が志賀一朗氏以外の場合この欄に記した。弟の志賀
　　勝氏は勝と表記した。  
  
参考文献
 ・国立科学博物館編『標本学　自然史標本の収集と管理』、東
　海大学出版会、2003 年。

チョウ目 Lepidoptera
コウモリガ科 Hepialidae

コウモリガ Endoclyta excrescens (Butler, 1877)
  中野台　　　　 1955/08/28 　 0541032  
  中野台　　　　 1960/09/03 ♂ 7957004  
マガリガ科 Incurvariidae
クロハネシロヒゲナガ 
Nemophora albiantennella Issiki, 1930
  三ツ堀　　　　 2004/05/06 ♂ 7952059  
ホソオビヒゲナガ Nemophora aurifera (Butler, 1881)
  中野台　　　　 1955/05/20     0541042  
ボクトウガ科 Cossidae
ゴマフボクトウ 
Zeuzera multistrigata leuconota Butler, 1881
  中野台　　　　 1952/08/20     0541031  
ハマキガ科 Tortricidae
ビロードハマキ Cerace xanthocosma Diakonoff, 1950
  中野台鹿島町　 2006/09/29 ♂ 8009017  
チャハマキ Homona magnanima Diakonoff, 1948
  中野台　　　　 1952/05/21 ♂ 0541006  
  中野台　　　　 1952/05/21 ♀ 0541007  
ミノガ科 Psychidae
オオミノガ Eumeta japonica Heylaerts, 1884
  中野台　　　　 1964/06/14     0541026  
ヒロズコガ科 Tineidae
イガ Tinea translucens Meyrick, 1917
  三ツ堀けやきコース 1998/07/11  7955049  
スガ科 Yponomeutidae
マサキスガ Yponomeuta meguronis Matsumura, 1931
  中野台　　　　 1998/06/20     7979008  
スカシバガ科 Sesiidae
モモブトスカシバ Melittia japona (Stoll, 1782)
  二ツ塚　　　　 1999/06/21 ♀ 7979019 
ヒメアトスカシバ Paranthrene pernix (Leech, 1889)
  船形　　　　　 1998/06/11 ♂ 7979016  
  船形　　　　　 1998/06/11 ♀ 7979017  
  小山字藤洞　　 1999/06/14 ♀ 7979018  
ブドウスカシバ Paranthrene regalis (Butler, 1878)
  中野台　　　　 1993/06/01 ♀ 7982028  
カシコスカシバ Synanthedon quercus (Matsumura, 1911)
  中野台　　　　 1963/09/03 ♀ 7952006  
  中野台　　　　 1966/09/11 ♀ 7952007   
マダラガ科 Zygaenidae
タケノクロホソバ Balataea funeralis (Butler, 1879)
  中野台　　　　 1966/05/10 ♀ 7952009  
  中野台　　　　 1966/08/03 ♂ 7952001  
  中野台　　　　 1966/08/03 ♀ 7952008  
  清水　　　　　 1999/09/05 ♀ 7979015  
  中野台鹿島町　 2006/05/23 ♀ 7954064  
キスジホソマダラ Balataea gracilis (Walker, 1865)
  二ツ塚　　　　 2003/06/10 ♀ 7952005  
  二ツ塚　　　　 2006/06/05 ♀ 7954065 -66
シロシタホタルガ 
Chalcosia remota yaeyamana Matsumura, 1927
  二ツ塚　　　　 1994/06/09 ♂ 7957015  
  二ツ塚　　　　 2001/06/18     7957014  
  二ツ塚　　　　 2001/06/20 ♀ 7957016  
  二ツ塚　　　　 2004/06/12 ♂ 7957013  
  二ツ塚　　　　 2004/06/18 ♂ 7957012  
ウメスカシクロバ Illiberis rotundata Jordan, 1907
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  中野台　　　　 1963/06/24 ♀ 7952010  
  中野台　　　　 1963/06/27 ♀ 7952011  
  中野台鹿島町　 2000/05/29 ♂ 7952002  
ブドウスカシクロバ Illiberis tenuis (Butler, 1877)
  中野台　　　　 1961/05/24 ♂ 7952003  
  中野台　　　　 1968/11/01 ♀ 7952012  
  三ツ堀　　　　 1993/06/12 ♀ 7979014 梁谷信一 
ホタルガ Pidorus atratus Butler, 1977
  中野台　　　　 1949/07/03 ♀ 0541034
  中野台　　　　 1957/06/23 ♂ 0541033  
  中野台　　　　 1960/06/12  　275008  
  中野台鹿島町　 1999/10/05 ♂ 7957020  
  中野台鹿島町　 1999/10/05 ♂ 7979012  
  中野台鹿島町　 2000/07/01 ♂ 7957018  
  中野台鹿島町　 2000/07/01 ♀ 7957019  
ミノウスバ Pryeria sinica Moore, 1877
  中野台　　　　 1953/06/01 ♀ 7952014  
  中野台　　　　 1953/08/24     0541035  
  中野台　　　　 1972/10/25 ♀ 7952013  
  中野台鹿島町　 1988/11/23 ♂ 7952004  
イラガ科 Limacodidae
イラガ Monema flavescens Walker, 1855
  中野台鹿島町　 1997/07/26 ♀ 8003030  
ヒロヘリアオイラガ Parasa lepida (Cramer, 1777)
  中野台鹿島町　 2001/07/01 ♂ 7955014  
クロシタアオイラガ Parasa sinica (Moore, 1877)
  中野台　　　　 1955/07/29     0541037  
  中野台　　　　 1957/08/20 ♂ 7955013  
  中野台　　　　 1963/06/25 ♂ 7955012  
ヒメクロイラガ Scopelodes contracta Walker, 1855
  中野台鹿島町　 2001/07/05 ♀ 7955023  
  中野台鹿島町　 2001/07/06 ♀ 7955024  
マドガ科 Thyrididae
マドガ Thyris usitata Butler, 1879
  船形　　　　　 1997/05/22     7955050  
メイガ科 Pyralidae
ツトガ Ancylolomia japonica Zeller, 1877
  中野台　　　　 1958/07/18     0548037  
オオキノメイガ Botyodes principalis Leech, 1889
  清水公園　　　 2006/11/08 ♀ 7981002  
ウスグロノメイガ Bradina sp.
  中野台　　　　 1959/07/26     0541023  
モモノゴマダラノメイガ 
Conogethes punctiferalis (Guenee, 1854)
  中野台　　　　 1949/08/24     0541018  
マダラミズメイガ 
Elophila interuptalis interuptalis (Pryer, 1877)
  中野台　　　　 1953/07/21     0541017  
シロイチモンジマダラメイガ 
Etiella zinckenella (Treitschke, 1832)
  中野台　　　　 1956/08/27     0541022  
アヤナミノメイガ Eurrhyparodes accessalis (Walker, 1859)
  中野台　　　　 1956/08/27     0541009  
ツゲノメイガ Glyphodes perspectalis (Walker, 1859)
  小山　　　　　 1998/07/30 ♀ 7981003  
ヨツボシノメイガ 
Glyphodes quadrimaculalis (Bremer et Grey, 1853
  三ツ堀　　　　 1992/07/02 ♀ 7981001  
  二ツ塚　　　　 1999/06/29 ♀ 7955052  
  二ツ塚　　　　 2001/06/25  　7955051 

  二ツ塚　　　　 2006/06/05 ♂ 7954063  
クロヘリキノメイガ Goniorhynchus butyrosa (Butler, 1879)
  中野台　　　　 1956/08/26     0541019  
モンキクロノメイガ 
Herpetogramma luctuosalis zelleri (Bremer,1864)
  中野台　　　　 1957/09/14     0541015  
  中野台　　　　 1959/07/26     0541024  
マメノメイガ Maruca testulalis (Hubner, 1832)
  中野台　　　　 1957/08/10     0541013  
ワタノメイガ Notarcha derogata (Fabricius, 1775)
  中野台　　　　 1956/09/02     0541016  
アカマダラメイガ Onococera semirubella (Scopoli, 1763)
  三ツ堀　　　　 2006/06/08 ♂ 7955060  
フタスジシマメイガ 
Orthopygia glaucinalis (Linnaeus, 1758)
  中野台　　　　 1956/07/20     0541012  
アワノメイガ Ostrinia furnacalis (Guenee, 1854)
  中野台　　　　 1956/08/27     0541011  
ユウグモノメイガ 
Ostrinia palustralis memnialis (Walker, 1859)
  中野台　　　　 1956/09/09     0541020
ヨスジノメイガ Pagyda quadrilineata Butler, 1881
  中野台　　　　 1956/09/12     0541014  
マエアカスカシノメイガ 
Palpita nigropunctalis (Bremer, 1864)
  中野台　　　　 1949/05/26     0541008  
  上花輪             2005/09/26    7955039  
  中野台鹿島町　 2006/03/08 ♂ 7954062  
  中野台鹿島町　 2006/03/21 ♂ 7954069-72
ツマグロシロノメイガ Polythlipt liquidalis Leech, 1889
  二ツ塚　　　　 1997/05/10     7981004  
クロオビノメイガ Pycnarmon pantherata (Butler, 1878)
  中野台　　　　 1961/08/28     0541025  
ムモンシロオオメイガ Scirpophaga praelata (Scopoli, 1763)
  中野台　　　　 1957/08/02     0541021  
クロスジノメイガ Tyspanodes striata (Butler, 1879)
  中野台　　　　 1956/08/29     0541010  
トリバガ科 Pterophoridae
ミカドトリバ Xenopterophora mikado Hori, 1933
  中野台　　　　 1961/05/28     7955054  
セセリチョウ科 Hesperiidae
ダイミョウセセリ Daimio tethys (Menetries, 1857)
  不明　　　　　 1947/06/23 ♂ 0545022  
  不明　　　　　 1955/08/16 ♀ 0545023  
  中野台　　　　 1977/08/28 ♂ 7949012  
  中野台鹿島町　 1989/08/26 ♀ 7949013-14
  中野台鹿島町　 1989/08/26 ♂ 7949016  
  中野台鹿島町　 1989/08/26 ♀ 7949019  
  三ツ堀　　　　 1992/07/25 ♂ 7976001  夏型
  三ツ堀　　　　 1993/05/15 ♂ 7976002
  二ツ塚　　　　 1999/09/01 ♀ 7976006 
  二ツ塚　　　　 1999/09/04 ♀ 7949018     
  二ツ塚　　　　 1999/09/04 ♀ 7976007  
  中野台鹿島町　 2006/07/22 ♀ 7949020  
ミヤマセセリ Erynnis montanus (Bremer, 1861)
  不明　　　　　 1948/03/30 ♀ 0545021  
  不明　　　　　 1949/03/21 ♂ 0545020
  中野台　　　　 1949/03/21 ♂ 7983006  夏型
  中野台　　　　 1957/04/12 ♂ 7983007-08
  二ツ塚　　　　 2000/06/30 ♀ 7990015   
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ギンイチモンジセセリ 
Leptalina unicolor (Bremer et Grey, 1852)
  不明　　　　　 1953/07/17 ♂ 0545029  
  岩名　　　　　 1975/08/31 ♂ 7949021-22  
  船形字島新田    1991/06/27  ♂ 7976003  夏型
  三ツ堀　　　　 1992/09/01 ♂ 7976004  夏型
  小山字藤洞　　 2000/07/05 ♂ 7976026  春型
  三ツ堀　　　　 2000/07/12 ♂ 7990012  
  岩名　　　　　 2004/04/16 ♀ 7949023  
イチモンジセセリ 
Parnara guttata guttata (Bremer et Grey, 1852)
  不明　　　　　 1959/07/26 ♂ 0545028  
  中野台　　　　 1975/08/31 ♂ 7949027  
  三ツ堀　　　　 1992/09/01 ♂ 7976028  
  二ツ塚　　　　 1999/07/18 ♂ 7976029  
  三ツ堀　　　　 1999/09/12 ♀ 7976030  
  二ツ塚　　　　 2000/05/29 ♂ 7976031  
  瀬戸　　　　　 2000/07/10 ♂ 7977020-21  
  東金野井五駄沼 2000/07/10 ♂ 7977022-23  
  東金野井五駄沼 2000/07/10 ♀ 7977028  
  瀬戸　　　　　 2000/07/10 ♀ 7977029-30  
  瀬戸　　　　　 2000/07/21 ♂ 7977024  
  二ツ塚　　　　 2000/07/21 ♀ 7977027  
  瀬戸　　　　　 2000/07/21 ♀ 7977031  
  二ツ塚　　　　 2000/08/09 ♂ 7977019  
ミヤマチャバネセセリ Pelopidas jansonis (Butler, 1878)
  二ツ塚　　　　 1999/07/18 ♀ 7976005  
  二ツ塚　　　　 1999/07/18 ♀ 7990014  
  二ツ塚　　　　 2000/04/25 ♂ 7976035  
  二ツ塚　　　　 2000/06/30 ♀ 7977026  
  三ツ堀　　　　 2000/07/12 ♂ 7976036  
  二ツ塚　　　　 2000/07/12 ♂ 7990011  
  船形　　　　　 2000/08/19 ♂ 7977025  
チャバネセセリ Pelopidas mathias oberthueri Evans, 1937
  不明　　　　　 1961/10/19     0545026  
  二ツ塚　　　　 1999/09/01 ♂ 7976019  夏型
  二ツ塚　　　　 1999/09/01 ♂ 7976020-21  
  二ツ塚　　　　 1999/09/14 ♂ 7976027  
  瀬戸　　　　　 2000/07/21 ♂ 7977017  
オオチャバネセセリ 
Polytremis pellucida pellucida (Murray, 1875)
  不明　　　　　 1947/08/23 ♀ 0545025  
  不明　　　　　 1953/09/11 ♂ 0545024  
  中野台　　　　 1961/08/27 ♂ 7949030  
  中野台　　　　 1963/06/19 ♂ 7949028  
  中野台　　　　 1986/09/07 ♂ 7949029  
  中野台　　　　 1986/09/07 ♀ 7949032-33
  船形字島新田    1991/06/27 ♀ 7976010-11
  三ツ堀　　　　 1992/06/25 ♂ 7976008  
  三ツ堀　　　　 1992/07/09 ♀ 7949035  
  三ツ堀　　　　 1992/09/01 ♂ 7976009  
  二ツ塚　　　　 1994/06/09 ♀ 7976012  
  二ツ塚　　　　 2000/06/22 ♀ 7976014  
  西三ヶ尾　　　 2005/07/01 ♀ 7949031  
キマダラセセリ Potanthus flavus flavus (Murray, 1875)
  中野台　　　　 1947/08/14 ♂ 7949038  
  不明　　　　　 1953/06/25 ♂ 0545030  
  中野台　　　　 1991/08/20 ♂ 7976032  
  三ツ堀　　　　 1992/06/25 ♂ 7976034  
  三ツ堀　　　　 1992/09/03 ♂ 7976033  

  二ツ塚　　　　 1995/06/10 ♂ 7976041  
  小山字藤洞　　 1999/06/10 ♂ 7976037-39
  二ツ塚　　　　 2001/06/17 ♂ 7949040  
  二ツ塚　　　　 2004/06/16 ♂ 7976042  
  二ツ塚　　　　 2007/06/15 ♂ 7977018  
コチャバネセセリ Thoressa varia (Murray, 1875)
  不明　　　　　 1946/07/03 ♂ 0545027  
  三ツ堀　　　　 1992/07/25 ♀ 7976023  夏型
  三ツ堀　　　　 1993/05/15 ♂ 7976024  夏型
  二ツ塚　　　　 1996/08/04 ♂ 7976015  
  二ツ塚　　　　 1999/07/20 ♂ 7976016-18  夏型
  二ツ塚　　　　 1999/07/21 ♀ 7976022  
  下三ヶ尾       　2000/05/16 ♂ 7976025  春型
  二ツ塚　　　　 2000/07/10 ♂ 7976013  
  二ツ塚　　　　 2001/06/01 ♀ 7949026  
アゲハチョウ科 Papilionida
ジャコウアゲハ Byasa alcinous alcinous (Klug, 1836)
  不明　　　　　 1951/08/25 ♂ 0553006  
  中野台　　　　 1951/09/08 ♀ 7938004  
  清水　　　　　 1973/08/05 ♂ 8007001  夏型
  小山　　　　　 1998/07/30 ♀ 8007004  夏型
  三ツ堀　　　　 2001/04/29 ♂ 7939015  
  三ツ堀　　　　 2001/05/18 ♀ 7939011  
  中野台鹿島町　 2004/06/10 ♂ 7939014  
  中野台鹿島町　 2004/07/04 ♀ 7939009  
  中野台鹿島町　 2006/05/06 ♀ 8007010  春型
  中野台鹿島町　 2006/05/09 ♂ 8007011  春型
ジャコウアゲハ羽化殻 
Byasa alcinous alcinous (Klug, 1836)
  中野台鹿島町　 2006/05/18     8007008  
  中野台鹿島町　 2006/05/23     8005035  
  中野台鹿島町　 2006/07/03     8007009  
アオスジアゲハ 
Graphium sarpedon nipponum (Fruhstorfer, 1903)
  不明　　　　　 1953/07/24 ♂ 0553005  
  中野台　　　　 1955/07/08 ♂ 7967002  夏型
  中野台　　　　 1960/07/10 ♀ 7967003  夏型
  中野台　　　　 1991/08/22 ♂ 7967001  
  三ツ堀　　　　 1992/08/06 ♀ 8006018  
カラスアゲハ Papilio bianor dehaanii C. et R.Felder, 1864
  中野台　　　　 1950/04/30 ♂ 8007013  春型
  中野台　　　　 1954/04/21 ♀ 8007016  春型
  中野台　　　　 1954/04/29 ♀ 8007017  
  不明　　　　　 1955/07/19 ♂ 0553004  
  中野台　　　　 1960/07/10 ♂ 7938011  
  三ツ堀　　　　 1992/08/06 ♂ 8006003  
  三ツ堀　　　　 1992/08/16 ♂ 8006004  
  宮崎       　      1993/09/17 ♂ 7949001 永妻和子 
  中野台　　　　 1994/07/03 ♂ 8007014  夏型
  中野台鹿島町　 2005/05/04 ♀ 8006012  
キアゲハ Papilio machaon hippocrates C. et R.Felder, 1864
  不明　　　　　 1947/04/21 ♂ 2272006  春型
  不明　　　　　 1949/08/21 ♀ 0553001  
  中野台　　　　 1953/08/01 ♂ 7939006  夏型
  中野台　　　　 1960/07/10 ♂ 8007012  夏型
  中野台　　　　 1960/07/10 ♀ 8007015  夏型
  中野台　　　　 1966/09/03 ♂ 7939007  夏型
  小山　　　　　 1991/08/27 ♀ 7939008  夏型
ナガサキアゲハ 
Papilio memnon thunbergii von Siebold, 1824
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  中野台鹿島町　 2007/05/20 ♀ 8009014  
  中野台鹿島町　 2007/08/25 ♀ 8009013  
  中野台鹿島町　 2007/08/29 ♂ 8009016  
  中野台鹿島町　 2007/10/31 ♀ 8009012  
  中野台鹿島町　 2007/11/12 ♂ 8009015  
クロアゲハ Papilio protenor demetrius Stoll, [1782]
  中野台　　　　 1947/08/04 ♂ 7938009  
  中野台　　　　 1958/08/30 ♀ 2271007
  不明　　　　　 1959/07/26 ♀ 0553002
  中野台　　　　 1960/07/15 ♂ 7938010    
  不明　　　　　 1960/07/24 ♀ 2271006  
  不明　　　　　 1960/08/20 ♂ 2272003  
  不明　　　　　 1963/06/26 ♀ 2272004  
  中野台　　　　 1972/06/28 ♂ 7967006  夏型
  清水　　　　　 1973/07/30 ♀ 7967004  夏型
  中野台　　　　 1991/07/18 ♂ 8006009-10
  三ツ堀　　　　 1992/07/25 ♂ 7967005  夏型
  中野台鹿島町　 2005/05/09 ♀ 8006011  
アゲハチョウ Papilio xuthus Linnaeus, 1767
  中野台　　　　 1949/04/20 ♂ 7939018  春型
  不明　　　　　 1950/07/20 ♂ 0553003  
  中野台　　　　 1951/04/28 ♀ 8007006  春型
  中野台　　　　 1956/04/21 ♂ 7939019  春型
  中野台　　　　 1956/04/27 ♂ 8007002  春型
  中野台　　　　 1960/07/24 ♂ 7939016  夏型
  中野台　　　　 1965/04/25 ♀ 7939020  春型
  中野台　　　　 1966/09/01 ♀ 8007003  夏型
  船形　　　　　 1991/06/27 ♀ 8007007  夏型
  三ツ堀　　　　 1992/08/06 ♀ 8006006  
  二ツ塚　　　　 2000/06/17 ♀ 8006005  
  三ツ堀　　　　 2000/07/12 ♀ 8006007  
シロチョウ科 Pieridae
ツマキチョウ Anthocharis scolymus Butler, 1866
  中野台　　　　 1949/04/29 ♀ 7941015  
  中野台　　　　 1952/04/20 ♂ 7941017  
  中野台　　　　 1952/04/20 ♂ 7941019-20  
  中野台　　　　 1952/04/20 ♂ 7941022  
  中野台　　　　 1952/04/20 ♀ 7969034  
  中野台　　　　 1953/04/11 ♂ 7937017  
  不明　　　　　 1956/04/15 ♀ 0522002  
  中野台　　　　 1957/04/29 ♂ 7941021  
  中野台　　　　 1959/04/11 ♀ 7937018  
  中野台　　　　 1959/04/11 ♂ 7941018  
  中野台　　　　 1960/04/03 ♂ 7941023  
  不明　　　　　 1960/04/17 ♂ 0522001
  中野台　　　　 1960/04/17 ♂ 7969025  
  中野台　　　　 1965/04/25 ♂ 7941024  
  堤台　　　　　 1969/04/27 ♀ 7941016  
  堤台　　　　　 1991/04/09 ♂ 7941025  
  堤台　　　　　 1991/04/09 ♂ 7969029  夏型
  岩名　　　　　 1992/04/09 ♂ 7969030  
  三ツ堀　　　　 1993/04/15 ♂ 7941026  
  三ツ堀　　　　 1993/04/15 ♂ 7969024  夏型
  小山字藤洞　　 2000/04/04 ♀ 7969035  
モンキチョウ Colias erate poliographus Motschulsky, 1860
  座生　　　　　 1946/05/10 ♀ 7969031  春型
  座生　　　　　 1946/06/03 ♂ 7941009  
  座生　　　　　 1947/08/21 ♀ 7937010  
  座生　　　　　 1949/05/16 ♀ 7969032  春型
  座生　　　　　 1951/08/09 ♂ 7937009  

  座生　　　　　 1951/08/09 ♂ 7941003  
  座生　　　　　 1953/07/15 ♂ 7969027  夏型
  座生　　　　　 1953/08/01 ♂ 7941005  
  不明　　　　　 1959/06/23 ♀ 0522004  
  不明　　　　　 1960/06/12 ♂ 0522003  
  座生　　　　　 1960/06/21 ♂ 7969026  春型
  上三ヶ尾　　　 1999/05/22 ♀ 7969033  夏型
  小山字藤洞　　 1999/06/14 ♂ 7941013  
  三ヶ尾             2000/04/29 ♂ 7941012  
  三ヶ尾             2000/04/29 ♂ 7941014  
  二ツ塚　　　　 2004/06/16 ♀ 7977039  
  西三ヶ尾　　　 2005/06/20 ♀ 7941006  
  二ツ塚　　　　 2005/11/04 ♀ 7969028  夏型
キチョウ Eurema hecabe (Linnaeus, 1758)
  中野台　　　　 1951/10/15 ♀ 7941037  秋型
  不明　　　　　 1952/04/08 ♀ 0522009  
  中野台　　　　 1952/10/04 ♀ 7941048  秋型
  中野台　　　　 1953/02/16 ♀ 7969014  夏秋中間型
  中野台　　　　 1953/07/16 ♂ 7969003  夏型
  中野台　　　　 1953/10/11 ♂ 7941040  秋型
  中野台　　　　 1954/10/17 ♀ 7969012  秋型
  中野台　　　　 1956/11/04 ♂ 7941041  秋型
  中野台　　　　 1956/11/04 ♂ 7941045  秋型
  中野台　　　　 1957/04/08 ♀ 7941047  秋型
  中野台　　　　 1957/10/18 ♂ 7941057  夏型
  中野台　　　　 1957/10/27 ♂ 7941046  秋型
  中野台　　　　 1958/07/19 ♀ 7969009  夏型
  中野台　　　　 1959/08/04 ♀ 7941028  夏型
  不明　　　　　 1959/08/04 ♂ 0522007  
  中野台　　　　 1960/06/01 ♂ 7941049  夏型
  不明　　　　　 1960/07/10 ♀ 0522008  
  中野台　　　　 1960/07/16 ♀ 7941030-31  夏型
  中野台　　　　 1960/07/16 ♀ 7969010  夏型
  中野台　　　　 1960/09/23 ♂ 7969015  秋型
  中野台　　　　 1960/10/13 ♂ 7969005  秋型
  中野台　　　　 1960/10/26 ♂ 7941042  秋型
  中野台　　　　 1961/10/08 ♀ 7941035  秋型
  中野台　　　　 1961/10/08 ♂ 7941050  夏型
  中野台　　　　 1961/10/08 ♂ 7941058-59  夏型
  中野台　　　　 1961/10/19 ♀ 7941029  夏型
  中野台　　　　 1961/10/19 ♂ 7941044  秋型
  中野台　　　　 1963/03/31 ♂ 7969006  秋型
  中野台　　　　 1963/03/31 ♀ 7969013  秋型
  中野台　　　　 1968/10/18 ♂ 7941038  秋型
  中野台　　　　 1969/10/26 ♂ 7941043  秋型
  中野台　　　　 1979/10/10 ♀ 7941034  秋型
  中野台　　　　 1979/10/10 ♀ 7941036  秋型
  中野台　　　　 1979/10/10 ♂ 7941039  秋型
  中野台　　　　 1979/10/10 ♂ 7941054  夏型
  中野台　　　　 1979/10/10 ♂ 7941056  夏型
  船形字島新田    1991/06/27 ♂ 7969002  夏型
  中野台　　　　 1991/07/23 ♂ 7969004  夏型
  三ツ堀　　　　 1992/08/06 ♀ 7969008  夏型
  三ツ堀　　　　 1992/08/09 ♂ 7969001  夏型
  三ツ堀　　　　 1993/05/04 ♂ 7969007  秋型
  三ツ堀　　　　 1993/07/16 ♀ 7969011  夏型
  二ツ塚　　　　 1999/07/20 ♂ 7941055  夏型
  小山字藤洞　　 2000/04/04 ♂ 7969020  秋型
  小山字藤洞　　 2000/04/04 ♂ 7969021  夏秋中間型
  三ツ堀　　　　 2000/07/12 ♂ 7977040  
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キチョウ羽化殻  Eurema hecabe (Linnaeus, 1758)
  中野台　　　　 1968/10/18  　7941027  
ツマグロキチョウ Eurema laeta betheseba (Janson, 1878)
  不明　　　　　 1947/10/21 ♂ 0522005  
  座生　　　　　 1955/08/10 ♂ 7983003  
  座生　　　　　 1956/09/23 ♂ 7969018
  不明　　　　　 1960/07/27     0522006  秋型
  座生　　　　　 1960/07/27 ♂ 7940029-30  
  座生　　　　　 1960/07/27 ♂ 7969017  
  座生　　　　　 1960/07/27 ♀ 7969022-23  
  座生　　　　　 1960/07/27 ♀ 7983005  夏型
  座生　　　　　 1961/06/18 ♂ 7969016  夏型
  座生　　　　　 1961/10/19 ♂ 7969019  夏型
  座生　　　　　 1961/10/19 ♂ 7983004  夏型
スジグロシロチョウ 
Pieris (Artogeia) melete melete Menetries, 1857
  中野台　　　　 1948/07/12 ♀ 7940023  夏型
  中野台　　　　 1948/07/12 ♀ 7968015  夏型
  中野台　　　　 1955/06/19 ♂ 0522011  畸形、夏型
  中野台　　　　 1955/06/20 ♂ 7937011  
  中野台　　　　 1956/06/15 ♀ 7968012-13  夏型
  不明　　　　　 1956/08/20 ♀ 0522013  
  不明　　　　　 1960/07/24 ♂ 0522012  
  中野台　　　　 1960/07/27 ♂ 7940021  夏型
  中野台　　　　 1963/04/14 ♀ 7968014  春型
  中野台　　　　 1963/06/19 ♀ 7937012  
  中野台　　　　 1963/06/23 ♀ 7968016  夏型
  小山　　　　　 1991/06/27 ♀ 7940024  夏型
  三ツ堀　　　　 1992/06/25 ♀ 7940022  夏型
  三ツ堀　　　　 1992/06/25 ♀ 7940026  夏型
  三ツ堀　　　　 1992/08/06 ♂ 7940019  夏型
  三ツ堀　　　　 1993/04/27 ♂ 7940017-18  春型
  西三ヶ尾　　　 2004/05/29 ♂ 7977038  
モンシロチョウ 
Pieris (Artogeia) rapae crucivora Boisduval, 1836
  中野台　　　　 1948/07/12 ♀ 7968011  夏型
  中野台　　　　 1949/05/06 ♂ 7940008  夏型
  中野台　　　　 1951/04/14 ♂ 7940009  秋型
  中野台　　　　 1952/03/23 ♀ 7968001  春型
  中野台　　　　 1952/03/23 ♂ 7968007  春型
  中野台　　　　 1956/04/12 ♀ 7968008  春型
  中野台　　　　 1956/04/17 ♂ 7940006  春型
  中野台　　　　 1956/07/05 ♂ 7940013  夏型
  中野台　　　　 1957/04/29 ♂ 7968002　勝 春型
  中野台　　　　 1959/07/10 ♂ 7940015  夏型
  不明　　　　　 1959/07/12 ♂ 0522014  
  不明　　　　　 1959/07/12 ♀ 0522015  
  中野台　　　　 1960/07/24 ♂ 7940016  夏型
  中野台　　　　 1960/07/24 ♂ 7968004  夏型
  中野台　　　　 1960/07/27 ♂ 7940014  夏型
  中野台　　　　 1960/08/01 ♀ 7968010  夏型
  中野台　　　　 1963/03/31 ♂ 7940001-04  春型
  中野台　　　　 1963/03/31 ♂ 7968003  春型
  中野台　　　　 1963/05/31 ♂ 7940010  春型
  中野台　　　　 1963/06/19 ♂ 7968005  夏型
  中野台　　　　 1965/04/25 ♂ 7940005  春型
  中野台　　　　 1965/05/25 ♀ 7968009  春型
  中野台　　　　 1968/07/18 ♂ 7940011  モンシロチョウ矮小化
  中野台　　　　 1969/09/22 ♀ 7940012  モンシロチョウ矮小化
  船形字島新田    1991/06/27 ♂ 7968006  夏型

  二ツ塚　　　　 2000/08/09 ♀ 7977036-37
シジミチョウ科 Lycaenidae
ミズイロオナガシジミ Antigius attilia attilia (Bremer, 1861)
  船形　　　　　 1979/07/09 ♂ 7942005  
  三ツ堀　　　　 1992/06/16 ♀ 7970031  
  二ツ塚　　　　 1999/06/22 ♀ 7990006  
  二ツ塚　　　　 2000/06/15 ♀ 7970032  
  二ツ塚　　　　 2000/06/15 ♂ 7990003  
  二ツ塚　　　　 2003/06/10 ♀ 7942016  
  二ツ塚　　　　 2004/06/16 ♂ 7970030  
ウラゴマダラシジミ Artopoetes pryeri (Murray, 1873)
  上三ヶ尾　　　 2006/06/13 ♂ 7970033  
ルリシジミ Celastrina argiolus ladonides (de l'Orza, 1869)
  中野台　　　　 1953/06/10 ♂ 7944011  
  不明　　　　　 1953/06/19 ♂ 0522021  
  中野台　　　　 1953/09/04 ♀ 7944022  
  中野台　　　　 1959/08/10 ♂ 7944012  
  中野台　　　　 1960/06/12 ♂ 7944013  
  中野台　　　　 1960/07/15 ♀ 7971010  秋型
  中野台　　　　 1961/06/11 ♂ 7971004  
  中野台　　　　 1963/06/19 ♂ 7971005  
  中野台　　　　 1986/09/07 ♂ 7972019  
  堤台　　　　　 1991/04/09 ♂ 7972017  
  小山　　　　　 1991/06/19 ♀ 7944021  
  岩名　　　　　 1992/06/04 ♂ 7972018  
  三ツ堀　　　　 1992/06/25 ♂ 7944018  
  三ツ堀　　　　 1992/06/25 ♀ 7944020  
  三ツ堀　　　　 1992/06/25 ♂ 7971006  
  三ツ堀　　　　 1992/08/11 ♀ 7971011  
  三ツ堀　　　　 1993/04/15 ♂ 7971016  第一化
  三ツ堀　　　　 1993/04/15 ♀ 7971021  第一化
  二ツ塚　　　　 1999/06/22 ♀ 7971012  
  二ツ塚　　　　 1999/06/22 ♀ 7972025  
  小山字藤洞　　 2000/04/04 ♂ 7972016  
  小山字藤洞　　 2000/04/18 ♀ 7972024  
  二ツ塚　　　　 2000/06/15 ♂ 7972015  
  西三ヶ尾　　　 2005/07/01 ♀ 7972026  
ツバメシジミ Everes argiades hellotia (Menetries, 1857)
  中野台　　　　 1946/07/21 ♂ 7968018  夏型
  不明　　　　　 1953/07/15 ♂ 0522025  
  不明　　　　　 1953/07/15 ♀ 0522026
  中野台　　　　 1953/07/15 ♂ 7942053   
  中野台　　　　 1960/05/26 ♂ 7968019  夏型
  中野台　　　　 1960/05/26 ♀ 7968026  夏型
  中野台　　　　 1960/07/10 ♂ 7968020  夏型
  中野台　　　　 1960/07/27 ♂ 7942061  
  中野台　　　　 1960/07/27 ♀ 7942062  
  中野台　　　　 1963/04/28 ♀ 7942056  
  中野台　　　　 1963/04/28 ♀ 7968025  春型
  船形　　　　　 1991/08/27 ♀ 7972028  
  二ツ塚　　　　 1994/06/21 ♀ 7972027  
  二ツ塚　　　　 1999/09/01 ♀ 7968021  夏型
  小山字藤洞　　 2000/04/04 ♂ 7972022  
  小山字藤洞　　 2000/04/18 ♂ 7972023  
  二ツ塚　　　　 2000/04/25 ♂ 7972020-21  
オオミドリシジミ Favonius orientalis (Murray, 1875)
  三ツ堀　　　　 1992/06/13 ♂ 7970005 染谷信一 
  三ツ堀　　　　 1992/06/25 ♂ 7970001  
  三ツ堀　　　　 1992/06/25 ♀ 7970002  
  二ツ塚　　　　 1994/06/16 ♀ 7990005    
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  二ツ塚　　　　 1995/06/10 ♀ 7970004  
  二ツ塚　　　　 1995/06/18 ♂ 7990002  
  二ツ塚　　　　 1999/06/22 ♂ 7970006  
  二ツ塚　　　　 2000/06/17 ♀ 7977008-09  
  二ツ塚　　　　 2004/06/12 ♀ 7970007  
  二ツ塚　　　　 2004/06/14 ♀ 7937002  
  二ツ塚　　　　 2004/06/14 ♀ 7970003  
  二ツ塚　　　　 2004/06/23 ♀ 7970008-09  
アカシジミ Japonica lutea lutea (Hewitson, [1865])
  二ツ塚　　　　 1995/06/17 ♀ 7970029  
  二ツ塚　　　　 2000/06/10 ♀ 7990008  
  二ツ塚　　　　 2000/06/15 ♀ 7970023  
  西三ヶ尾　　　 2004/05/27 ♀ 7970028  
  西三ヶ尾　　　 2004/05/28 ♀ 7970024  
  西三ヶ尾　　　 2004/05/29 ♀ 7970025-26  
  二ツ塚　　　　 2004/06/08 ♂ 7970020-21  
  二ツ塚　　　　 2004/06/08 ♀ 7970027  
ウラナミアカシジミ 
Japonica saepestriata (Hewitson, [1865])
  中根          　   1957/07/29     0522033  
  二ツ塚　　　　 2003/06/10 ♂ 7990009  
  二ツ塚　　　　 2004/06/18 ♀ 7970022  
ウラナミシジミ Lampides boeticus (Linnaeus, 1767)
  不明　　　　　 1949/11/03 ♀ 0522023
  中野台　　　　 1949/11/03 ♂ 7971026  夏型
  不明　　　　　 1954/10/31 ♂ 0522022  
  中野台　　　　 1961/10/19 ♂ 7944006  
  中野台　　　　 1961/10/19 ♀ 7944007  
  中野台　　　　 1961/10/19 ♀ 7944009  
  中野台　　　　 1961/10/19 ♀ 7944023-25  
  中野台　　　　 1961/10/19 ♀ 7971034  夏型
  中野台　　　　 1969/10/26 ♂ 7937013  
  中野台　　　　 1969/10/26 ♀ 7937014  
  中野台　　　　 1979/10/10 ♀ 7944008  
  三ツ堀　　　　 1999/09/12 ♂ 7971029  夏型
  三ツ堀　　　　 1999/09/12 ♀ 7971035  夏型
  三ツ堀　　　　 1999/09/12 ♂ 7972030-31  
  三ツ堀　　　　 1999/09/12 ♀ 7972035  
  三ツ堀　　　　 1999/09/25 ♂ 7971027-28  夏型
  三ツ堀　　　　 1999/09/25 ♂ 7972029  
  三ツ堀　　　　 1999/09/25 ♂ 7972032  
  二ツ塚　　　　 2005/10/20 ♂ 7944005  
  二ツ塚　　　　 2005/10/20 ♀ 7944026  
  二ツ塚　　　　 2005/11/02 ♀ 7944027  
ベニシジミ Lycaena phlaeas daimio (Matsumura, 1919)
  座生　　　　　 1946/06/19 ♂ 7944031  夏型
  不明　　　　　 1951/06/10 ♀ 0522024  
  座生　　　　　 1953/05/01 ♂ 7944032  夏型
  座生　　　　　 1954/03/28 ♂ 7971023  春型
  座生　　　　　 1954/05/01 ♀ 7971031  春型
  座生　　　　　 1955/04/27 ♂ 7944028  春型
  座生　　　　　 1955/04/27 ♀ 7971030  春型
  座生　　　　　 1959/06/29 ♀ 7971032  夏型
  座生　　　　　 1960/06/26 ♂ 7944033  夏型
  座生　　　　　 1960/06/26 ♂ 7971025  夏型
  座生　　　　　 1961/10/19 ♂ 7944034  夏型
  中野台　　　　 1961/10/19 ♀ 7972040  
  座生　　　　　 1969/10/26 ♀ 7944035  夏型
  座生　　　　　 1979/05/10 ♂ 7971024  春型
  座生　　　　　 1986/09/07 ♀ 7971033  夏型

  小山　　　　　 1991/06/19 ♂ 7948039  夏型 
  船形　　　　　 1991/06/27 ♂ 7948040-41　夏型
  三ツ堀　　　　 1993/05/04 ♂ 7972037  
  小山字藤洞　　 2000/04/04 ♂ 7972036  
  小山字藤洞　　 2000/04/04 ♂ 7972038
ムラサキツバメ Narathura bazalus turbata (Butler, [1882])
  中野台　　　　 2005/09/18 ♂ 7942048  
  中野台　　　　 2005/09/18 ♂ 7942050  
  中野台　　　　 2005/09/18 ♂ 7942052  
  中野台　　　　 2005/09/18 ♀ 7942057  
  中野台　　　　 2005/09/18 ♂ 8009005  
  中野台　　　　 2005/09/18 ♀ 8009007  
  中野台　　　　 2005/09/30 ♂ 7942049  
  中野台　　　　 2005/09/30 ♂ 7942051  
  中野台　　　　 2005/09/30 ♂ 8009006  
  二ツ塚　　　　 2005/10/23 ♀ 7942060  
  中野台　　　　 2005/11/21 ♀ 7942058  終齢幼虫
  中野台　　　　 2005/11/25 ♀ 7942059  終齢幼虫
ムラサキツバメ羽化殻 
Narathura bazalus turbata (Butler, [1882])
  中野台　　　　 2005/11/21     7977034  
  中野台　　　　 2005/11/25     7977033  
  中野台　　　　 2005/11/25     7977035  
ムラサキシジミ Narathura japonica (Murray, 1875)
  不明　　　　　 1948/08/11 ♂ 0522028  
  中野台　　　　 1950/08/15 ♂ 7942043  
  中野台　　　　 1977/08/28 ♂ 7942039  
  中野台　　　　 1979/11/06 ♀ 7942033  
  三ツ堀　　　　 1992/07/25 ♂ 7971013 坂東雅樹 
  三ヶ尾             1992/08/09 ♀ 7942029  
  三ツ堀　　　　 1992/08/16 ♀ 7942030  
  三ツ堀　　　　 1992/08/16 ♀ 7971017 柄澤保彦 
  三ツ堀　　　　 1993/07/16 ♀ 7972008  
  三ツ堀　　　　 1993/07/31 ♂ 7971015  
  三ツ堀　　　　 1993/07/31 ♀ 7972012-13  
  二ツ塚　　　　 1994/06/21 ♀ 7972006  
  二ツ塚　　　　 1994/06/21 ♀ 7990010  
  二ツ塚　　　　 1999/06/22 ♂ 7971014  
  二ツ塚　　　　 1999/06/22 ♀ 7971018-19  
  二ツ塚　　　　 1999/07/21 ♀ 7971020  
  二ツ塚　　　　 1999/07/27 ♀ 7972014  
  二ツ塚　　　　 2000/06/15 ♀ 7972007  
  二ツ塚　　　　 2000/06/22 ♀ 7977012  
  中里五駄沼斜面林 2000/07/11 ♀ 7977013  
  中野台鹿島町　 2004/07/22 ♂ 7977014  
ミドリシジミ Neozephyrus japonicus (Murray, 1875)
  船形　　　　　 1979/07/07 ♀ 7942024-25  B 型
  船形　　　　　 1979/07/09 ♂ 7942009-13  
  船形　　　　　 1979/07/09 ♂ 7948042-43  
  船形字島新田    1979/08/30 ♀ 7970013  B 型
  小山　　　　　 1980/07/04 ♂ 7942014  
  小山　　　　　 1980/07/04 ♂ 7942019  
  船形　　　　　 1981/07/12 ♂ 7942017-18  
  船形　　　　　 1981/07/12 ♂ 7942020  
  船形　　　　　 1981/07/12 ♀ 7942023  B 型
  座生　　　　　 1991/06/09 ♀ 7948047-48  
  座生　　　　　 1991/06/19 ♂ 7948044  
  三ツ堀　　　　 1992/06/13 ♂ 7970010 染谷信一 
  三ツ堀　　　　 1992/06/25 ♂ 7970014  
  二ツ塚　　　　 1994/06/16 ♂ 7948045  
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  二ツ塚　　　　 1995/06/17 ♂ 7970011  
  上三ヶ尾　　　 1999/06/14 ♂ 7948046  
  上三ヶ尾　　　 1999/06/14 ♂ 7970015  
  二ツ塚　　　　 1999/06/22 ♀ 7990004  O 型
  二ツ塚　　　　 1999/06/22 ♀ 7990007  B 型
  二ツ塚　　　　 1999/06/29 ♂ 7970017
  二ツ塚　　　　 2000/06/16 ♂ 7990001
  二ツ塚　　　　 2000/06/22 ♀ 7970018  O 型
  二ツ塚　　　　 2000/06/22 ♂ 7977015  
  上三ヶ尾　　　 2003/06/08 ♂ 7937003  
  上三ヶ尾　　　 2003/06/09 ♂ 7942022
  二ツ塚　　　　 2003/06/14 ♂ 7942021  
  二ツ塚　　　　 2004/06/14 ♂ 7970012  
  二ツ塚　　　　 2004/06/23 ♀ 7937004  
  二ツ塚　　　　 2004/06/23 ♂ 7970016  
  西三ヶ尾　　　 2005/07/01 ♀ 7972041  
  上三ヶ尾　　　 2006/06/13 ♂ 7977016  
トラフシジミ Rapala arata (Bremer, 1861)
  二ツ塚　　　　 1999/06/21 ♀ 7971022  夏型
  中野台鹿島町　 2000/08/29 ♀ 7977010  
ゴイシシジミ Taraka hamada hamada (H.Druce, 1875)
  不明　　　　　 1947/08/15 ♀ 0522031  羽欠（右前後翅）
  中野台　　　　 1954/07/04 ♂ 7944002  
  不明　　　　　 1955/07/17 ♂ 0522030  
  中野台　　　　 1957/07/15 ♂ 7972003  
  中野台　　　　 1957/07/17 ♂ 7944001  
  中野台　　　　 1957/08/13 ♂ 7944003  
  中野台　　　　 1964/07/29 ♂ 7972001  夏型
  中野台　　　　 1964/07/29 ♂ 7972002  
  中野台　　　　 1964/07/29 ♀ 7972009  
  中野台　　　　 1979/10/10 ♀ 7972011  
  岩名　　　　　 1992/06/04 ♀ 7972010  
  二ツ塚　　　　 1996/07/28 ♂ 7972005  
  二ツ塚　　　　 1999/06/29 ♀ 7990023  
ヤマトシジミ Zizeeria karsandra (Moore, 1865)
  中野台　　　　 1953/04/18 ♂ 7968022  春型
  不明　　　　　 1953/07/15 ♀ 0522027
  中野台　　　　 1953/07/15 ♂ 7968024  夏型
  中野台　　　　 1953/09/13 ♀ 7942047  
  中野台　　　　 1953/09/15 ♀ 7968028  夏型
  中野台　　　　 1960/07/27 ♂ 7968017  夏型
  中野台　　　　 1961/06/11 ♀ 7968027  夏型
  中野台　　　　 1961/08/27 ♂ 7968023  春型
  中野台　　　　 1961/10/11 ♂ 7942045  
  中野台　　　　 1961/10/19 ♀ 7942046  
  小山　　　　　 1991/06/19 ♀ 7972039
  三ツ堀　　　　 2000/04/29 ♂ 7972033-34  
シルビアシジミ Zizina otis emelina (de l'Orza, 1869)
  不明　　　　　 1953/07/15 ♂ 0522034  
  岩名　　　　　 1953/07/15 ♂ 7978006-08  
  岩名　　　　　 1954/07/04 ♂ 7978009-12  
  岩名　　　　　 1954/07/04 ♀ 7978014  
  岩名　　　　　 1954/07/18 ♀ 7978015  
  座生　　　　　 1960/05/01 ♂ 7978013  
ウラギンシジミチョウ科 Curetidae
ウラギンシジミ Curetis acuta paracuta de Niceville, 1901
  中野台　　　　 1974/01/13 ♀ 7944036  
  中野台　　　　 1976/09/23 ♂ 7944053  
  中野台鹿島町　 1978/09/03 ♀ 7944037  
  中野台　　　　 1978/10/08 ♂ 7971002  夏型

  中野台鹿島町　 1985/10/13 ♀ 7944038  
  中野台　　　　 1986/09/07 ♀ 7971003  秋型
  中野台鹿島町　 1987/04/05 ♀ 7944039  
  中野台　　　　 1988/10/17 ♀ 7971009  秋型
  中野台　　　　 1989/08/05 ♀ 7971008  夏型
  中野台　　　　 1990/10/01 ♀ 7944040  
  中野台　　　　 1990/10/27 ♀ 7944042  
  三ツ堀　　　　 1992/06/25 ♀ 7971007  夏型
  三ツ堀　　　　 1992/07/25 ♂ 7944052  
  三ツ堀　　　　 1992/07/25 ♂ 7971001  夏型
  三ツ堀　　　　 1992/08/25 ♀ 7944041  
  三ツ堀　　　　 2000/07/12 ♂ 7977011
テングチョウ科 Libytheidae
テングチョウ Libythea celtis celtoides Fruhstorfer, [1909]
  不明　　　　　 1947/07/19 ♂ 0543014  
  中野台　　　　 1956/08/10 ♀ 7973004  
  中野台　　　　 1957/08/01 ♂ 7943022  
  三ツ堀　　　　 1992/07/25 ♂ 7973001 染谷信一 
  西三ヶ尾　　　 2005/06/20 ♀ 7973005  
タテハチョウ科 Nymphalidae
コムラサキ Apatura metis substituta Butler, 1873
  不明　　　　　 1953/07/28     0542009  
  二ツ塚　　　　 1999/06/29 ♀ 7943005  
  中野台　　　　 2006/10/04 ♀ 7943006  
ミドリヒョウモン 
Argynnis paphia tsushimana Fruhstorfer, 1906
  三ツ堀　　　　 1992/09/06 ♀ 7973006 染谷信一 
  三ツ堀　　　　 1992/09/13 ♂ 7973002  
  清水公園　　　 2002/09/25 ♀ 7946005  羽損傷
ツマグロヒョウモン 
Argyreus hyperbius hyperbius (Linnaeus, 1763)
  二ツ塚　　　　 2005/10/20 ♂ 7943020  
  二ツ塚　　　　 2005/10/20 ♂ 8009001  
  二ツ塚　　　　 2005/10/20 ♀ 8009003  
  二ツ塚　　　　 2005/10/23 ♀ 7943026  
  二ツ塚　　　　 2005/11/02 ♂ 7948016
  二ツ塚　　　　 2005/11/02 ♂ 7943018-19  
  中野台鹿島町　 2006/10/09 ♀ 8009004  
  二ツ塚　　　　 2006/10/10 ♀ 7943024-25  
  二ツ塚　　　　 2006/10/10 ♂ 7948015  
  中野台鹿島町　 2006/10/12 ♀ 7943023  
  中野台鹿島町　 2007/07/24 ♂ 8009002  
ツマグロヒョウモン 6齢幼虫脱皮殻 
Argyreus hyperbius hyperbius (Linnaeus, 1763)
  中野台鹿島町　 2007/11/18 ♀ 7948017  
ツマグロヒョウモン羽化殻 
Argyreus hyperbius hyperbius (Linnaeus, 1763)
  中野台鹿島町　 2007/11/18 ♀ 7948018  
ヒメアカタテハ Cynthia cardui (Linnaeus, 1758)
  不明　　　　　 1948/09/23    0542011  
  中野台　　　　 1969/10/26 ♂ 7945010  
  中野台　　　　 1979/07/06 ♂ 7945011  
  三ツ堀　　　　 1992/09/23 ♂ 7974002 傅田篤 
  中野台　　　　 1992/10/13 ♀ 7945013  
  瀬戸　　　　　 2000/07/12 ♀ 7977004  
  二ツ塚　　　　 2005/11/02 ♀ 7945012  
メスグロヒョウモン 
Damora sagana ilone (Fruhstorfer, 1907)
  不明　　　　　 1947/07/02 ♀ 0542014  
  不明　　　　　 1948/09/08 ♂ 0542013  羽損傷（左後翅少）
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  中野台　　　　 1960/07/10 ♂ 7946002  
ウラギンヒョウモン 
Fabriciana adippe pallescens (Butler, 1873)
  岩名　　　　　 1948/07/29 ♂ 7946008
オオウラギンヒョウモン 
Fabriciana nerippe (C. et R.Felder, 1862)
  座生　　　　　 1947/08/23 ♀ 7978004  
  座生　　　　　 1948/07/29 ♂ 7978001-02  
  座生地先江戸川堤防 1953/07/15 ♀ 526001  
  座生　　　　　 1953/07/15 ♂ 7978003  
  座生　　　　　 1953/07/15 ♀ 7978005  
ゴマダラチョウ Hestina japonica (C. et R.Felder, 1862)
  不明　　　　　 1954/08/08     0542001  
  中野台　　　　 1957/06/01 ♂ 7974004  夏型
  中野台　　　　 1960/08/18 ♀ 7945022  夏型
  中野台　　　　 1967/05/20 ♀ 7945020  春型
  中野台　　　　 1970/09/11 ♂ 7945021  夏型
  三ツ堀　　　　 1992/08/11 ♂ 7974003  夏型
  中野台鹿島町　 2000/08/28 ♂ 7977001  
  清水　　　　　 2000/09/03 ♀ 7977002  
ルリタテハ 
Kaniska canace nojaponicum (von Siebold, 1824)
  不明　　　　　 1948/10/05     0542008  
  中野台　　　　 1961/08/31 ♀ 7945019  秋型
  中野台　　　　 1978/10/17 ♀ 7945016  夏型
  三ツ堀　　　　 1992/06/25 ♂ 7945018  
  三ツ堀　　　　 1992/08/11 ♂ 7973019  
  三ツ堀　　　　 1992/08/22 ♀ 7973020  
  三ツ堀　　　　 1993/04/27 ♂ 7973018  
  中野台鹿島町　 2000/06/30 ♂ 7977005  
  中野台鹿島町　 2005/09/26 ♂ 7945015  夏型
イチモンジチョウ 
Ladoga camilla japonica (Menetries, 1857)
  中野台　　　　 1951/06/02 ♀ 7946020  
  中野台　　　　 1953/08/16 ♂ 7946019  
  不明　　　　　 1960/06/25     0542004  
  三ツ堀　　　　 1992/06/25 ♂ 7973003  
  三ツ堀　　　　 1992/06/25 ♀ 7973007  
  三ツ堀　　　　 1992/08/17 ♂ 7945023  
  小山（藤洞の池近くの野原） 1998/07/21 ♀ 7973008  
  西三ヶ尾　　　 2000/05/27 ♂ 7977007  
  二ツ塚　　　　 2001/06/02 ♀ 7946022  
  二ツ塚　　　　 2003/06/10 ♀ 7946021  
クロコノマチョウ 
Melanitis phedima oitensis Matsumura, 1919
  中野台鹿島町　 1999/11/13 ♂ 7974014  秋型
ミスジチョウ  Neptis philyra excellens Butler, 1878
  不明　　　　　 1957/05/22     0542002  
コミスジ Neptis sappho intermedia W.B.Pryer, 1877
  不明　　　　　 1951/04/21     2272007  
  中野台　　　　 1956/07/24 ♀ 7943016 勝 
  不明　　　　　 1960/07/16     0542003  
  中野台　　　　 1960/07/17 ♀ 7946023-24  
  中野台　　　　 1960/08/20 ♀ 7946025  
  中野台　　　　 1979/08/26 ♂ 7943015  
  中野台　　　　 1979/08/26 ♀ 7943017  
  中野台　　　　 1986/09/07 ♂ 7943013  
  中野台鹿島町　 1991/05/18 ♂ 7943014  
  三ツ堀　　　　 1993/05/15 ♀ 7973014  
  三ツ堀　　　　 1993/07/03 ♀ 7973013  秋型

  二ツ塚　　　　 1999/07/26 ♂ 7973009  
  二ツ塚　　　　 2000/05/09 ♂ 7946032  
ヒオドシチョウ 
Nymphalis xanthomelas japonica (Stichel, 1902)
  不明　　　　　 1950/06/20    0542006  
  中野台　　　　 1950/08/10 ♀ 7945003  
  中野台　　　　 1957/03/21 ♂ 7945001 勝 
  中野台　　　　 1962/10/28 ♂ 7945002  
  中野台　　　　 1963/06/16 ♀ 7945004  
  中野台　　　　 1981/06/14 ♂ 7943007-08  
  中野台　　　　 1981/06/14 ♂ 7943010  
  中野台　　　　 1981/06/14 ♀ 7943011-12  
  小山字藤洞　　 1999/04/15 ♀ 7973021  
  中野台鹿島町　 2004/03/14 ♂ 7943009  
  岩名　　　　　 2004/04/25 ♀ 7977006  
ヒオドシチョウ羽化殻 
Nymphalis xanthomelas japonica (Stichel, 1902)
  中野台　　　　 1981/06/14     7943003
キタテハ Polygonia c-aureum c-aureum (Linnaeus, 1758)
  中野台　　　　 1949/11/02 ♂ 7948003  
  中野台　　　　 1952/03/23 ♂ 7948004  
  中野台　　　　 1957/03/21 ♂ 7945007 勝 秋型
  不明　　　　　 1960/07/10     0543013  
  中野台　　　　 1961/08/10 ♀ 7945006  夏型
  中野台　　　　 1961/08/29 ♂ 7945005  夏型
  中野台　　　　 1961/10/19 ♀ 7948007  
  中野台　　　　 1963/03/31 ♂ 7948006  
  中野台　　　　 1963/11/05 ♀ 7948014  
  中野台　　　　 1969/10/26 ♀ 7948009  
  中野台　　　　 1969/10/26 ♀ 7948012  
  中野台　　　　 1969/11/15 ♂ 7945008  秋型
  堤台　　　　　 1991/04/09 ♂ 7973011  秋型
  三ツ堀　　　　 1992/06/25 ♀ 7973016  夏型
  三ツ堀　　　　 1992/07/23 ♀ 7973015  夏型
  三ツ堀　　　    1992/09/23 ♂ 7973012  染谷信一  秋型
  三ツ堀　　　　 1992/09/23 ♀ 7973017  秋型
  二ツ塚　　　　 1995/06/10 ♂ 7973010  夏型
  二ツ塚　　　　 1999/09/28 ♀ 7948010  
  二ツ塚　　　　 2000/03/27 ♂ 7948002  
  二ツ塚　　　　 2000/03/27 ♀ 7948011  
  二ツ塚　　　　 2000/04/04 ♀ 7948013  
  二ツ塚　　　　 2005/10/19 ♂ 7948008  
オオムラサキ 
Sasakia charonda charonda (Hewitson, [1863])
  中野台　　　　 1955/07/21 ♂ 0519001 勝 
  中野台　　　　 1955/07/30 ♂ 7983001  
  中野台　　　　 1955/08/09 ♂ 7983002  
  下三ヶ尾    　   1958/07/16 ♂ 0519002  
  中野台　　　　 1960/07/10 ♂ 0519003  
  中野台　　　　 1960/07/10 ♂ 0522035 羽一部欠
アカタテハ Vanessa indica (Herbst, 1794)
  不明　　　　　 1955/11/09     0542010  
  中野台　　　　 1963/01/20 ♀ 7945014  
  中野台　　　　 1995/08/11 ♂ 7974001  
  三ツ堀　　　　 2000/10/20 ♀ 7977003  
アカタテハ羽化殻 Vanessa indica (Herbst, 1794)
  清水　　　　　 1995/10/01     7945009  
ジャノメチョウ科 Satyridae
ヒカゲチョウ Lethe sicelis (Hewitson, [1862])
  不明　　　　　 1946/07/29 ♂ 0545003  
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  中野台　　　　 1958/07/18 ♀ 7947019  
  中野台　　　　 1960/05/28 ♂ 7947018  
  中野台　　　　 1960/05/28 ♂ 7974015  秋型、左下翅破損
  中野台　　　　 1961/08/28 ♂ 7947017  
  三ツ堀　　　　 1992/06/25 ♀ 7947020  
  三ツ堀　　　　 1992/06/25 ♀ 7974017  
  三ツ堀　　　　 1992/09/13 ♀ 7947021  
  三ツ堀　　　　 1993/06/17 ♀ 7974016  
  二ツ塚　　　　 1999/06/21 ♀ 7947022  
  二ツ塚　　　　 2000/06/15 ♀ 8006017  
  二ツ塚　　　　 2000/06/16 ♂ 8006016  
ジャノメチョウ 
Minois dryas bipunctata (Motschulsky, 1860)
  中根        　     1946/07/24 ♂ 7947011  
  中根                1951/07/20 ♂ 7947010  
  中野台　　　　 1953/07/15 ♂ 7947013  
  中根                1959/07/10 ♂ 7947012  
  二ツ塚　　　　 1996/07/28 ♂ 7974009  
  二ツ塚　　　　 1999/07/18 ♂ 7974008  
  二ツ塚　　　　 1999/07/18 ♂ 7974013  
  二ツ塚　　　　 2000/07/12 ♂ 7990013  
  二ツ塚　　　　 2000/07/14 ♂ 8006015  
  二ツ塚　　　　 2005/07/11 ♂ 7947014-16  
コジャノメ Mycalesis francisca perdiccas Hewitson, [1862]
  三ツ堀　　　　 1992/06/13 ♂ 7975007 染谷信一  春型
  三ツ堀　　　　 1992/06/25 ♀ 7975008  春型
  三ツ堀　　　　 1992/08/06 ♂ 7975009  夏型
  三ツ堀　　　　 1992/08/06 ♂ 7975011-12  夏型
  三ツ堀　　　　 1993/05/15 ♂ 7975010  夏型
  二ツ塚　　　　 1995/06/10 ♂ 7975006  春型
  二ツ塚　　　　 1999/05/21 ♂ 7975013  夏型
  二ツ塚　　　　 2000/05/04 ♂ 8006019  
  下三ヶ尾          2000/05/16 ♂ 8006020  
  二ツ塚　　　　 2000/05/22 ♂ 8006021  
  二ツ塚　　　　 2000/05/22 ♀ 8006022  
ヒメジャノメ Mycalesis gotama fulginia Fruhstorfer, 1911
  不明　　　　　 1946/08/26 ♂ 0545007  
  不明　　　　　 1947/07/30 ♀ 0545008  
  不明　　　　　 1960/07/20 ♂ 0545006  
  不明　　　　　 1960/08/10     0545009  
  中野台　　　　 1960/08/29 ♂ 7947028  
  中野台　　　　 1960/08/30 ♂ 7947024-25  
  中野台　　　　 1960/08/30 ♀ 7947035-37  
  中野台　　　　 1961/08/27 ♀ 8006023  
  中野台　　　　 1961/08/27 ♂ 7975004  
  中野台　　　　 1963/06/19 ♀ 7947034  
  中野台　　　　 1963/06/23 ♂ 7947026  
  中野台　　　　 1965/06/25 ♂ 7947032  
  中野台　　　　 1969/06/01 ♂ 7947027  
  三ツ堀　　　　 1992/08/11 ♂ 7947029  
  三ツ堀　　　　 1992/09/01 ♂ 7975001  夏型
  三ツ堀　　　　 1992/09/03 ♀ 7975005  
  船形　　　　　 1996/08/08 ♀ 7947038  
  二ツ塚　　　　 1999/05/31 ♂ 7975002  
  三ツ堀　　　　 1999/05/31 ♂ 7975003  
サトキマダラヒカゲ 
Neope goschkevitschii (Menetries, 1857)
  不明　　　　　 1952/08/10 ♀ 0545002  
  中野台　　　　 1952/08/12 ♂ 7974019  夏型
  中野台　　　　 1960/05/25 ♂ 7947043 

  中野台　　　　 1960/05/25 ♀ 7974021  夏型
  不明　　　　　 1960/07/29 ♂ 0545001  
  中野台　　　　 1962/08/02 ♂ 7947042  
  中野台　　　　 1968/08/15 ♀ 7947045  
  中野台　　　　 1969/06/01 ♀ 7947046  
  中野台　　　　 1969/06/01 ♀ 7974020  夏型
  三ツ堀　　　　 1992/08/11 ♂ 7974018  夏型
ヒメウラナミジャノメ Ypthima argus Butler, 1866
  不明　　　　　 1946/08/15     0545004  羽欠（左後翅）
  不明　　　　　 1947/08/01 ♂ 0545005  
  三ツ堀　　　　 1992/08/06 ♂ 7974007  
  三ツ堀　　　　 1993/07/31 ♀ 7974012  
  二ツ塚　　　　 1996/08/04 ♂ 7974006  
  二ツ塚　　　　 1999/06/22 ♀ 7974010  
  二ツ塚　　　　 1999/09/04 ♂ 7974005  夏型
  二ツ塚　　　　 1999/09/04 ♀ 7974011  
  二ツ塚　　　　 2000/04/25 ♂ 8006013  
  二ツ塚　　　　 2000/05/04 ♂ 8006014  
カギバガ科 Drepanidae
ヒトツメカギバ Auzata superba (Butler, 1878)
  中野台　　　　 1950/06/20     0541029  
アカウラカギバ Hypsomadius insignis Butler, 1877
  中野台　　　　 1953/08/13     0541028  
スカシカギバ Macrauzata maxima Inoue, 1960
  中野台　　　　 1951/05/26     2275009  
  中野台鹿島町　 2008/05/19 ♀ 7955056  
アシベニカギバ Oreta pulchripes Butler, 1877
  中野台　　　　 1953/07/21     0541030  
クロスジカギバ Oreta turpis Butler, 1877
  中野台　　　　 1953/05/24     0541027  
ウコンカギバ Tridrepana crocea (Leech, 1889)
  三ツ堀　　　　 1992/07/25 ♂ 7981006  
トガリバガ科 Thyatiridae
ギンモントガリバ 
Parapsestis argenteopicta (Oberthur, 1879)
  中野台　　　　 1950/06/03 ♀ 0541046  
モントガリバ Thyatira batis japonica Werny, 1966
  中野台　　　　 1972/09/10     7956027  
シャクガ科 Geometridae
ヒトスジマダラエダシャク 
Abraxas latifasciata Warren, 1894
  中野台　　　　 1950/06/03     0549035  
ユウマダラエダシャク 
Abraxas miranda miranda Butler, 1878
  中野台　　　　 1950/09/17     0549020  
  中野台　　　　 1960/05/26 ♂ 7958004  
  中野台　　　　 1960/05/26     7958005  
  中野台鹿島町　 1990/05/20 ♀ 7982022-23  
ウスイロオオエダシャク Amraica superans (Butler, 1878)
  中野台　　　　 1952/06/01     0549001  
クワトゲエダシャク Apochima excavata (Dyar, 1905)
  中野台　　　　 1952/03/26 ♂ 0549016  
ヒョウモンエダシャク
Arichanna jaguararia gaschkevitchii (Motschulsky, 1861)
  中野台　　　　 1954/08/07 ♂ 0549034  
ヨモギエダシャク Ascotis selenaria cretacea (Butler, 1879)
  中野台鹿島町　 2007/06/04 ♂ 7952016  
キエダシャク Auaxa cesadaria sulphurea (Butler, 1878)
  中野台鹿島町　 2008/06/18 ♀ 8005044  
トビモンオオエダシャク 
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Biston robustus robustus Butler, 1879
  中野台　　　　 1951/03/24 ♂ 7958035  
  中野台　　　　 1958/03/22 ♂ 0549002  
  中野台　　　　 1958/03/22 ♀ 0549003  
ツマトビキエダシャク Bizia aexaria Walker, 1860
  中野台　　　　 1948/08/05 ♀ 0549013  
  中野台　　　　 1953/06/19 ♂ 0549012  
  中野台　　　　 1963/06/25 ♂ 7958006  
  中野台　　　　 1963/06/26 ♀ 7958007  
  中野台　　　　 1969/09/01 ♀ 7952029  
ナミガタシロナミシャク 
Callygris compositata (Guenee, 1857)
  三ツ堀　　　　 1992/07/05 ♂ 7981010  
  二ツ塚　　　　 1995/06/18 ♀ 7981011  
フタテンオエダシャク Chasmia defixaria (Walker, 1861)
  二ツ塚　　　　 2007/07/20 ♀ 7992028  
クロモンアオシャク Comibaena delicatior (Wileman, 1911)
  中野台　　　　 1951/09/08     0549025  
ウメエダシャク Cystidia couaggaria (Guenee, 1857)
  中野台　　　　 1953/08/02     0549033  
  横内                1991/06/19 ♂ 7981012  
  中野台鹿島町　 2000/06/27 ♂ 7981013  
  中野台鹿島町　 2003/06/20 ♂ 7952038  
  中野台鹿島町　 2003/06/20 ♀ 7952039  
  二ツ塚　　　　 2004/06/12 ♂ 7952036  
トンボエダシャク Cystidia stratonice (Stoll, 1782)
  中野台　　　　 1950/06/26     2277010  
  三ツ堀　　　　 1992/06/25 ♀ 7981016  
  二ツ塚　　　　 1994/06/09 ♂ 7981015  
ヒロオビトンボエダシャク 
Cystidia truncangulata Wehrli, 1933
  二ツ塚　　　　 1997/06/15 ♂ 7981017  
  二ツ塚　　　　 1997/06/15 ♀ 7981018  
オオハガタナミシャク 
Ecliptopera umbrosaria (Motschulsky, 1861)
  中野台　　　　 1950/09/02 ♂ 7958070  
  中野台　　　　 1951/04/29 ♀ 7958073  
  中野台　　　　 1951/05/02 ♀ 7958072  
  中野台　　　　 1955/04/23     0549022  
  中野台　　　　 1959/07/21 ♂ 7958069  
  中野台　　　　 1959/07/26 ♂ 7958071  
ヨコジマナミシャク 
Eulithis convergenata (Bremer, 1864)
  中野台　　　　 1950/06/30 ♀ 0549009  
  中野台　　　　 1956/06/15 ♂ 0549008  
セスジナミシャク 
Evecliptopera decurrens illitata (Wileman, 1911)
  中野台　　　　 1949/03/29     0549021  
ヘリグロヒメアオシャク Hemithea tritonaria (Walker, 1863)
  中野台鹿島町　 2008/06/10 ♀ 8005043  
ナミガタエダシャク Heterarmia charon (Butler, 1878)
  中野台鹿島町　 2006/05/24 ♀ 7954061  
  中野台鹿島町　 2007/05/18 ♀ 7952015  
ウスバフユシャク Inurois fletcheri fletcheri Inoue, 1954
  中野台　　　　 1949/02/24 ♂ 7958020  
  中野台　　　　 1955/12/30     0549031
  中野台　　　　 1955/12/30 ♂ 7958018-19  
  中野台　　　　 1955/12/30 ♂ 7958021-24  
  中野台　　　　 1979/01/03 ♂ 7952060  
  中野台鹿島町　 2006/02/11 ♂ 7958042  

ヒメクロホウジャク 
Macroglossum bombylans Boisduval, 1875
  中野台　　　　 1964/07/29 ♂ 7982007  
ニッコウエダシャク Medasina nikkonis (Butler, 1881)
  中野台　　　　 1952/07/21     0549005  
チャエダシャク Megabiston plumosaria (Leech, 1891)
  中野台鹿島町　 1991/11/24 ♂ 7958036  
クワエダシャク Menophra atrilineata (Butler, 1881)
  中野台　　　　 1949/08/05 ♂ 0549015  
ヒメカギバアオシャク 
Mixochlora vittata prasina (Butler, 1897)
  三ツ堀　　　　 1992/09/03 ♀ 7981009  
オオウンモンクチバ Mocis undata (Fabricius, 1775)
  二ツ塚　　　　 2000/06/27 ♀ 7982017  
ホシシャク Naxa seriaria (Guenee, 1857)
  中野台　　　　 1956/06/30     0549023  
  中野台　　　　 1963/06/26 ♂ 7958002  
  中野台　　　　 1963/06/26 ♀ 7958003  
キマエアオシャク Neohipparchus vallata (Butler, 1878)
  中野台　　　　 1949/09/24     0549027  
マエキトビエダシャク Nothomiza formosa (Butler, 1878)
  中野台　　　　 1955/04/23     0549030  
  中野台　　　　 1955/06/27 ♀ 7958065 左下翅破損
シロフアオシャク Ochrognesia difficta (Walker, 1861)
  中野台　　　　 1953/07/08     0549024  
クロオビフユナミシャク Operophtera relegata Prout, 1908
  二ツ塚　　　　 2005/12/20 ♂ 7958041  
ウスキツバメエダシャク Ourapteryx nivea Butler, 1884
  中野台　　　　 1949/10/08 ♀ 7958017  
  中野台　　　　 1953/06/25 ♀ 0549018  
  中野台　　　　 1954/10/10 ♂ 0549019  
  中野台　　　　 1955/10/11 ♂ 7958015  
  中野台　　　　 1956/09/23 ♂ 7958013  
  中野台　　　　 1960/06/12 ♂ 7958012  
  中野台　　　　 1960/06/12 ♂ 7958014  
  中野台　　　　 1964/10/15 ♀ 7958016  
  中野台　　　　 1973/10/10 ♂ 7952017  
  中野台　　　　 1973/10/10 ♂ 7952021  
  中野台鹿島町　 2007/05/27 ♂ 7952020  
コガタツバメエダシャク 
Ourapteryx obtusicauda (Warren, 1894)
  中野台　　　　 1955/10/07 ♂ 0549017  
クロスジフユエダシャク 
Pachyerannis obliquaria (Motschulsky, 1861)
  二ツ塚　　　　 2005/12/12 ♀ 7958025  
  二ツ塚　　　　 2005/12/17 ♂ 7958026-28  
  二ツ塚　　　　 2005/12/20 ♂ 7958029-30  
  二ツ塚　　　　 2005/12/20 ♂ 7958037-40  
アトジロエダシャク Pachyligia dolosa Butler, 1878
  中野台　　　　 1951/03/26 ♂ 7952050  
  中野台　　　　 1956/07/31 ♂ 7952054  
オオアヤシャク Pachyodes superans (Butler, 1878)
  三ツ堀　　　　 1992/09/13 ♀ 7981008  
  中野台鹿島町　 2004/09/09 ♂ 7952024  
オオゴマダラエダシャク Percnia giraffata (Guenee, 1957)
  中野台　　　　 1955/08/28     0549032  
ネグロウスベニナミシャク 
Photoscotosia atrostrigata (Bremer, 1864)
  中野台　　　　 1949/10/14 ♂ 0549010  
  中野台　　　　 1954/10/10 ♀ 0549011  
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リンゴツノエダシャク 
Phthonosema tendinosaria (Bremer, 1864)
  中野台　　　　 1954/08/07     0549004  
フタナミトビヒメシャク 
Pylargosceles steganioides (Butler, 1878)
  中野台　　　　 1955/04/23 ♀ 7958043  
  中野台　　　　 1955/05/02     0549029  
キハラゴマダラヒトリ 
Spilosoma lubricipeda (Linnaeus, 1758)
  中野台　　　　 1950/09/13     0549049  
  中野台　　　　 1951/05/13     0549050  
クロハグルマエダシャク Synegia esther Butler, 1881
  三ツ堀　　　　 1992/07/09 ♂ 7981014  
マルハグルマエダシャク 
Synegia ichinosawana (Matsumura, 1925)
  中野台鹿島町　 1992/07/23 ♂ 7952031  
カギバアオシャク 
Tanaorhinus reciprocata confuciaria (Walker, 1861)
  中野台　　　　 1950/09/08 ♂ 7958008  翅破損
  中野台　　　　 1955/08/25     0549006  
  中野台　　　　 1963/05/26 ♀ 7958009  翅破損
  中野台　　　　 1986/09/23 ♀ 7982021  
サザナミシロアオシャク 
Thalassodes immissaria intaminatus Inoue, 1971
  中野台　　　　 1998/06/27 ♀ 7958098  
クスアオシャク Thalassodes subquadraria Inoue, 1976
  中野台　　　　 1950/08/26 ♀ 0549028  
ヨツメアオシャク Thetidia albocostaria (Bremer, 1864)
  中野台　　　　 1953/07/08     0549014  
  二ツ塚　　　　 2002/06/24 ♂ 7982016  
コベニスジヒメシャク Timandra comptaria Walker, 1863
  中野台　　　　 1949/05/29     7958001  
ホソバナミシャク Tyloptera bella bella (Butler, 1878)
  中野台　　　　 1951/05/03     0549026  
ツバメガ科 Uraniidae
ギンツバメ Acropteris iphiata (Guenee, 1857)
  岩名　　　　　 1992/06/04 ♂ 7981019  
カレハガ科 Lasiocampidae
マツカレハ Dendrolimus spectabilis (Butler, 1877)
  清水公園　　　 1949/08/04 ♂ 7979022  
  中野台　　　　 1952/07/30 ♂ 0552015  
  中野台　　　　 1957/07/30 ♀ 0552016  
  清水公園　　　 1960/06/12 ♀ 7979023  
ツガカレハ Dendrolimus superans (Butler, 1877)
  中野台　　　　 1954/08/25 ♂ 0552017  
タケカレハ 
Euthrix albomaculata japonica Lajonquiere, 1978
  中野台　　　　 1948/08/14 ♀ 0552023  
  中野台　　　　 1956/06/12     0552022  
  中野台　　　　 1957/09/08 ♂ 0552020  
カレハガ Gastropacha orientalis Sheljuzhko, 1943
  中野台　　　　 1958/09/17 ♂ 0552019  
ヤマダカレハ Kunugia yamadai (Nagano, 1917)
  中野台　　　　 1952/07/30 ♂ 0552018  
オビカレハ 
Malacosoma neustria testacea (Motschulsky, 1861)
  中野台　　　　 1950/06/24 ♂ 7979024  
  中野台　　　　 1951/05/31 ♂ 7979025  
  中野台　　　　 1953/06/01 ♂ 0552024  
リンゴカレハ Odonestis pruni japonensis Tams, 1935

  中野台　　　　 1951/09/05 ♂ 0552025  
オビガ科 Eupterotidae
オビガ Apha aequalis (Felder, 1874)
  中野台　　　　 1951/06/18 ♀ 0541039  
  中野台　　　　 1953/07/03 ♂ 0541038  
  中野台　　　　 1959/07/09 ♂ 7979026  
カイコガ科 Bombycidae
クワコ Bombyx mandarina (Moore, 1872)
  中野台　　　　 1948/11/21     0541044  
  二ツ塚　　　　 1998/05/10 ♀ 7991003 
　　　　　　　　羽化年月日 1998/6/5
  三ツ堀　　　　 1999/11/05 ♂ 7991002  
クワコ繭 Bombyx mandarina (Moore, 1872)
  二ツ塚　　　　 1998/05/10     7991001  
　　　　　　　　羽化年月日 1998/6/5
カイコガ Bombyx mori (Linnaeus, 1758)
  中野台　　　　 1947/07/03     0541043  
カイコ卵殻 Bombyx mori (Linnaeus, 1758)
  中野台　　　　 7991004  
カイコ１齢幼虫（蟻蚕） Bombyx mori (Linnaeus, 1758)
  中野台　　　　 7991005  
イボタガ科 Brahmaeidae
イボタガ Brahmaea wallichii japonica Butler, 1873
  中野台　　　　 1954/04/23     2271005  
  小山字藤洞　　 1999/04/27 ♀ 8008017  
ヤママユガ科 Saturniidae
オオミズアオ 
Actias artemis artemis (Bremer et Grey, 1853)
  中野台　　　　 1955/08/16 ♀ 0544002  
  中野台　　　　 1955/09/08 ♂ 0544001  
  中野台　　　　 1957/08/20 ♀ 8008006 勝 
  中野台鹿島町　 2004/08/21 ♀ 7955006
オオミズアオ繭
Actias artemis artemis (Bremer et Grey, 1853)
  谷津                2003/08/29     7955015  
オオミズアオ蛹 
Actias artemis artemis (Bremer et Grey, 1853)
  中野台鹿島町　 2003/12/29     7953018  
　　　　　　　　カイコノウジバエが寄生
オナガミズアオ Actias gnoma gnoma (Butler, 1877)
  中野台　　　　 1948/05/21 ♂ 0544005  
  中野台　　　　 1978/05/08 ♂ 7982039  
  中野台　　　　 1991/05/02 ♂ 8008009  
  岩名　　　　　 2001/04/26 ♀ 7982038  
  中野台　　　　 2001/05/18 ♂ 7982037  
  中野台鹿島町　 2004/05/05 ♀ 8008010  
エゾヨツメ Aglia tau microtau Inoue, 1958
  中野台　　　　 1947/04/26 ♂ 0544008  
  中野台　　　　 1953/05/02 ♂ 0544009  
  中野台　　　　 1966/04/27 ♀ 8008016  
ヤママユ
Antheraea yamamai yamamai (Guerin-Meneville, 1861)
  中野台　　　　 1956/09/02 ♀ 2271004  
  中野台　　　　 1961/08/11 ♀ 2271003  
  中野台　　　　 1968/08/08 ♂ 8008002  
  中野台　　　　 1968/08/20 ♂ 8008003  
  中野台　　　　 1991/09/09 ♂ 7953013  
  中野台鹿島町　 2005/08/20 ♀ 7957017  
　　　　　　　　体の大部分を捕食された個体
クスサン Caligula japonica japonica (Moore, 1862)
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  中野台　　　　 1952/09/18     0544007  
  中野台　　　　 1953/09/25 ♂ 0544006  
  中野台　　　　 1968/10/01 ♀ 7953007  
  小山字藤洞　　 1999/10/07 ♀ 7953009
  小山　　　　　 1999/10/17 ♀ 7953008  
クスサン繭 Caligula japonica japonica (Moore, 1862)
  小山字藤洞　　 1999/07/02  　7953010  
  小山字藤洞　　 1999/07/25  　8005038  
ヒメヤママユ Caligula jonasii jonasii Butler, 1877
  中野台　　　　 1951/11/03 ♀ 8008011  
  中野台　　　　 1953/11/10 ♂ 7953001  
  中野台　　　　 1954/09/28 ♀ 8008012  
  中野台　　　　 1954/10/30 ♀ 7953003  
  中野台　　　　 1956/11/02 ♀ 0544004  
  中野台　　　　 1956/11/13 ♂ 8008008  
  中野台　　　　 1964/10/05 ♂ 8008007  
  中野台鹿島町　 1998/10/25 ♂ 7953002  
  中野台鹿島町　 2000/10/23 ♀ 8008004  
  中野台鹿島町　 2003/11/28 ♀ 7955004  
ヒメヤママユ繭 Caligula jonasii jonasii Butler, 1877
  中野台鹿島町　 1998/11/21     7953005  
  中野台鹿島町　 2003/10/04     7955016  
ウスタビガ Rhodinia fugax fugax (Butler, 1877)
  中野台　　　　 1951/11/03 ♂ 2271001  
  中野台　　　　 1956/12/01 ♀ 2271002  
ウスタビガ繭 Rhodinia fugax fugax (Butler, 1877)
  鶴奉                1980/11/20     8008014  
スズメガ科 Sphingidae
ブドウスズメ 
Acosmeryx castanea Rothschild et Jordan, 1903
  中野台　　　　 1952/06/01     0546005  
  中野台　　　　 1960/07/27     0546006  
エビガラスズメ Agrius convolvuli (Linnaeus, 1758)
  中野台　　　　 1947/08/09     2275001  
  中野台　　　　 1971/10/20 ♂ 7980001  
ホシヒメホウジャク 
Aspledon himachala sangaica (Butler, 1875)
  中野台　　　　 1960/08/11 ♂ 7980010  
  中野台　　　　 1963/06/21 ♀ 7980012  
  中野台　　　　 1969/10/19 ♀ 7980011  
ヒメホウジャク Aspledon hyas (Walker, 1856)
  中野台　　　　 1956/08/10     0546015
  中野台　　　　 1956/09/01     0546014  
ウンモンスズメ Callambulyx tatarinovii gabyae Bryk, 1946
  中野台　　　　 1953/05/15     0546011  
  中野台　　　　 1964/06/14     0546012  
  中野台　　　　 1992/05/27 ♂ 7980007  
オオスカシバ Cephonodes hylas (Linnaeus, 1771)
  中野台　　　　 1955/09/11     0546016  
  中野台　　　　 1957/09/01     2275002
  中野台　　　　 1957/09/03     0546017  
  中野台　　　　 1960/08/11     2275003  
  中野台鹿島町　 1998/07/03     7980008  
  中野台鹿島町　 2003/06/04     7980009  
ベニスズメ Deilephila elpenor lewisii (Butler, 1875)
  中野台　　　　 1955/07/19     0546013  
サザナミスズメ Dolbina tancrei Staudinger, 1887
  中野台鹿島町　 1999/05/01 ♂ 7980006  
  中野台鹿島町　 2000/08/30 ♂ 7982001  
マツクロスズメ Hyloicus spectabilis (Butler, 1877)

  中野台　　　　 1989/07/30 ♀ 7980005  
ヒメクロホウジャク 
Macroglossum bombylans Boisduval, 1875
  中野台　　　　 1947/10/03     0546020  
  中野台　　　　 1956/08/18 ♀ 7980013  
ホシホウジャク Macroglossum pyrrhosticta Butler, 1875
  中野台　　　　 1953/08/03     0546019  
  中野台　　　　 1953/08/24 ♀ 7980021  
  中野台　　　　 1955/11/19 ♀ 7982004  
  中野台　　　　 1956/09/13     0546018  
  中野台　　　　 1963/11/05 ♀ 7982009  
  中野台　　　　 1963/11/15 ♀ 7980017  
  中野台　　　　 1968/11/17 ♂ 7980015  
  小山　　　　　 1999/10/10 ♂ 7980014  
  清水公園　　　 2006/11/08 ♂ 7982003  
  清水公園　　　 2006/11/08 ♀ 7982008  
  中野台鹿島町　 2007/10/09 ♂ 7980020  
モモスズメ 
Marumba gaschkewitschii echephron (Boisduval, 1875)
  中野台　　　　 1948/08/14     0546009  
  中野台　　　　 1969/07/18 ♂ 7980002  
  中野台鹿島町　 2001/08/08 ♀ 7982002  
クチバスズメ Marumba sperchius (Menetries, 1857)
  中野台　　　　 1947/07/30     0546004  
  中野台　　　　 1955/06/25 ♀ 7980019  
  二ツ塚　　　　 1998/06/13 ♂ 7980018  
  二ツ塚　　　　 2005/06/21 ♂ 7992025  
シモフリスズメ Psilogramma increta (Walker, 1865)
  中野台　　　　 1947/08/03     2275006  
  中野台鹿島町　 2004/08/06 ♂ 7955003  
  中野台鹿島町　 2004/08/21 ♂ 7955002  
ビロードスズメ Rhagastis mongoliana (Butler, 1875)
  中野台　　　　 1953/07/20     0546007  
  中野台　　　　 1955/07/12     0546008  
コウチスズメ Smerinthus tokyonis Matsumura, 1921
  中野台鹿島町　 2005/05/25 ♂ 7980016  
コスズメ Theretra japonica (Boisduval, 1869)
  中野台　　　　 1960/05/26 ♂ 7980003  
  中野台　　　　 1968/08/10 ♀ 7980004  
キイロスズメ Theretra nessus (Drury, 1773)
  中野台　　　　 1950/10/06     2275005  
  中野台　　　　 1957/09/03     0546002  
  中野台　　　　 1957/09/12     0546001  翅一部破損
  中野台　　　　 1960/08/09     2275004  
セスジスズメ Theretra oldenlandiae (Fabricius, 1775)
  中野台　　　　 1949/07/29     0546010  
シャチホコガ科 Notodontidae
バイバラシロシャチホコ 
Cnethodonta grisescens Staudinger, 1887
  中野台　　　　 1950/08/08 ♂ 7955031  
  中野台　　　　 1950/08/20 ♂ 7955032  
シロシャチホコ Cnethodonta japonica Sugi, 1980
  中野台　　　　 1953/08/03     0541002  
ウスキシャチホコ Mimopydna pallida (Butler, 1877)
  二ツ塚　　　　 2007/05/04 ♀ 7992027  
ヒメシャチホコ Neostauropus basalis (Moore, 1877)
  中野台　　　　 1953/05/10     0541004  
ムクツマキシャチホコ 
Phalera angustipennis Matsumura, 1919
  中野台　　　　 1951/09/05     0541005  
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ツマキシャチホコ Phalera assimilis (Bremer et Grey, 1853)
  清水公園　　　 1989/08/05 ♂ 7982019  
  清水公園　　　 1989/08/05 ♀ 7982020  
モンクロシャチホコ 
Phalera flavescens (Bremer et Grey, 1853)
  中野台　　　　 1950/08/26     0541003  
  清水公園　　　 1989/08/05 ♂ 7982030-31  
  中野台鹿島町　 2001/08/13 ♂ 7982029  
  中野台鹿島町　 2001/08/13 ♀ 7982032  
モンクロシャチホコ卵殻 
Phalera flavescens (Bremer et Grey, 1853)
  清水公園　　　 1995/09/03     7982033  
オオエグリシャチホコ Pterostoma sinicum Moore, 1877
  中野台　　　　 1953/07/08     0541001  
  中野台　　　　 1961/07/10 ♂ 7979020  
クビワシャチホコ Shaka atrovittatus (Bremer, 1861)
  中野台鹿島町　 2005/08/27 ♀ 7955022  
キシャチホコ Torigea straminea (Moore, 1877)
  中野台　　　　 1950/08/29 ♀ 7955007  
  中野台　　　　 1953/05/26 ♀ 7955008  
ドクガ科 Lymantriidae
ヒメシロドクガ Arctornis chichibense (Matsumura, 1921)
  中野台　　　　 1949/06/27 ♂ 0552009  
  中野台　　　　 1949/06/27 ♀ 0552010  
エルモンドクガ 
Arctornis lnigrum ussuricum Bytinski-Salz, 1939
  中野台　　　　 1956/08/04 ♂ 0552001  
スギドクガ Calliteara argentata (Butler, 1881)
  中野台　　　　 1949/08/09 ♂ 0552013  
  中野台　　　　 1953/07/03     0552014  
アカヒゲドクガ Calliteara lunulata (Butler, 1877)
  中野台　　　　 1951/05/02 ♀ 7955058  
マメドクガ Cifuna locuples confusa (Bremer, 1861)
  中野台　　　　 1949/08/09 ♂ 0552012  
チャドクガ Euproctis pseudoconspersa (Strand, 1914)
  中野台　　　　 1950/06/24     0552002  
モンシロドクガ Euproctis similis (Fuessly, 1775)
  中野台　　　　 1949/08/26 ♂ 0552003  
ドクガ Euproctis subflava (Bremer, 1864)
  中野台　　　　 1949/08/23 ♂ 0552007  
  中野台　　　　 1956/07/30 ♀ 0552008  
キアシドクガ Ivela auripes (Butler, 1877)
  中野台　　　　 1963/06/09 ♂ 7955040-42  
  中野台　　　　 1963/06/09 ♀ 7955043-44  
スゲドクガ Laelia coenosa sangaica Moore, 1877
  中野台　　　　 1953/08/13     0552006  
カシワマイマイ Lymantria mathura aurosa Butler, 1877
  中野台　　　　 1957/07/28 ♀ 0552011  
  中野台鹿島町　 2003/07/31 ♂ 7955025  
  中野台鹿島町　 2006/08/08 ♀ 7955026  
ヒメシロモンドクガ Orgyia thyellina Butler, 1881
  中野台　　　　 1953/06/29 ♀ 0552005  
  中野台　　　　 1956/08/11 ♂ 0552004  
  中野台鹿島町　 2006/06/26 ♀ 7957030  
  中野台鹿島町　 2006/06/28 ♀ 7957031
  中野台鹿島町　 2006/06/30 ♂ 7957029  
  中野台鹿島町　 2006/07/01 ♀ 7957032  
  中野台鹿島町　 2006/07/04 ♀ 7957033  
  中野台鹿島町　 2006/07/04 ♂ 7955033  
  中野台鹿島町　 2006/07/05 ♀ 7955034  

ヒトリガ科 Arctiidae
サラサヒトリ Camptoloma interiorata (Walker, 1865)
  中野台　　　　 1953/07/08     0549044  
アカスジシロコケガ Cyana hamata hamata Walker, 1854
  中野台　　　　 1953/09/19 ♂ 0549038  
  中野台　　　　 1959/08/29 ♀ 7952043 勝 
  中野台　　　　 1960/07/26 ♀ 7952042  
アメリカシロヒトリ Hyphantria cunea (Drury, 1773)
  中野台　　　　 1963/07/18 ♂ 7952052-53  
  中野台　　　　 1963/07/18 ♀ 7952057  
  中野台　　　　 1963/07/24 ♂ 7952051  
  中野台　　　　 1963/07/24 ♂ 7952055  
  中野台　　　　 1963/07/24 ♀ 7952056  
  中野台　　　　 1986/05/18 ♂ 7979010  
  中野台　　　　 1986/05/18 ♀ 7979011  
ヨツボシホソバ Lithosia quadra (Linnaeus, 1758)
  中野台　　　　 1953/08/31 ♂ 0549036  
  中野台　　　　 1960/06/12 ♀ 7952062  
  三ツ堀　　　　 1992/06/25 ♀ 7981005  
  二ツ塚　　　　 2000/06/15 ♀ 7952061  
  二ツ塚　　　　 2001/06/18 ♀ 7952063  
ハガタベニコケガ 
Miltochrista aberrans aberrans Butler, 1877
  中野台　　　　 1953/07/19     0549040  
ゴマダラベニコケガ 
Miltochrista pulchera leacrita (Swinhoe, 1894)
  中野台　　　　 1965/07/02 ♀ 7952077  
ベニシタヒトリ Rhyparioides nebulosus Butler, 1877
  中野台　　　　 1953/06/19 ♂ 7952064  
  中野台　　　　 1956/06/10     0549048  
  中野台　　　　 1956/08/24 ♂ 7952066  
スジモンヒトリ Spilarctia seriatopunctata seriatopunctata
Motschulsky, 1861
  中野台　　　　 1953/05/11 ♂ 0549045  
  中野台　　　　 1953/05/11 ♀ 0549046  
  三ツ堀　　　　 1992/09/03 ♂ 7981007  
オビヒトリ Spilarctia subcarnea Walker, 1855
  中野台鹿島町　 2006/05/22 ♀ 7982025  
  中野台鹿島町　 2007/05/13 ♀ 7952032  
キハラゴマダラヒトリ 
Spilosoma lubricipeda (Linnaeus, 1758)
  中野台　　　　 1956/08/08 ♂ 7952033  
  中野台　　　　 1957/05/12 ♀ 7952034  
  中野台　　　　 1979/09/16 ♀ 7982027  
  中野台　　　　 1986/09/07 ♂ 7982026  
アカハラゴマダラヒトリ Spilosoma punctaria (Stoll, 1782)
  中野台鹿島町　 2008/05/08 ♂ 8005040  
ゴマダラキコケガ 
Stigmatophora flava (Bremer et Grey, 1853)
  中野台　　　　 1953/06/25     0549042  
クワゴマダラヒトリ Thanatarctia imparilis (Butler, 1877)
  中野台　　　　 1951/09/05     0549047  
カクモンヒトリ 
Thanatarctia inaequalis inaequalis (Butler, 1879)
  中野台　　　　 1953/09/15     0549051  
カノコガ科 Ctenuchidae
カノコガ Amata fortunei (Orza, 1869)
  中野台　　　　 1956/09/02     0541040  
  中野台　　　　 1963/06/23     2277015-18  
  柳沢                1991/06/27     7957026  
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  二ツ塚　　　　 2000/06/27 ♀ 7982041  
  二ツ塚　　　　 2001/06/17     7957025  
  二ツ塚　　　　 2003/06/14 ♂ 7957024  
  二ツ塚　　　　 2006/06/20 ♀ 7957022  
  二ツ塚　　　　 2006/06/20 ♂ 7957023  
キハダカノコ Amata germana nigricauda (Miyake, 1907)
  中野台　　　　 1960/07/10     0541041  
  中野台　　　　 1961/06/15 ♀ 7957028  
  中野台　　　　 1963/06/23     2277011-13  
  二ツ塚　　　　 1994/06/21     7957027  
  下三ヶ尾          1997/06/26     7982042-43  
ヤガ科 Noctuidae
ミツモンキンウワバ 
Acanthoplusia agnata (Staudinger, 1892)
  中野台　　　　 1956/08/27     0548022  
コモクメヨトウ Actinotia intermediata (Bremer, 1861)
  中野台　　　　 1963/06/26 ♂ 7954011  
アケビコノハ Adris tyrannus (Guenee, 1852)
  中野台　　　　 1954/10/27     0548006  
  中野台　　　　 1957/08/31     7956009  
  中野台　　　　 1963/11/18     2277001  左後足破損
カブラヤガ Agrotis segetum (Denis et Schiffermuller, 1775)
  中野台　　　　 1951/09/13     0548027  
  中野台鹿島町　 2008/04/20 ♂ 8005042  
カラスヨトウ Amphipyra livida corvina Motschulsky, 1866
  中野台　　　　 1949/08/27     0548015  
オオシマカラスヨトウ Amphipyra monolitha surnia Felder 
et Rogenhofer, 1874
  中野台　　　　 1954/07/16     0548002  
  中野台　　　　 1960/07/18 ♂ 7956014-15  
シマカラスヨトウ Amphipyra pyramidea obscura
Oberthur, 1880
  中野台　　　　 1947/07/27 ♂ 7956016  
ウリキンウワバ Anadevidia peponis (Fabricius, 1775)
  三ツ堀　　　　 1992/09/13 ♂ 7981026  
オオアカキリバ Anomis commoda (Butler, 1878)
  中野台　　　　 1949/07/14     0548025  
ギンボシキンウワバ Antoculeora locuples (Oberthur, 1880)
  中野台　　　　 1957/08/20     0548020  
フクラスズメ Arcte coerula (Guenee, 1852)
  中野台　　　　 1955/08/28     0548001  
  中野台　　　　 1970/02/09 ♂ 7979001  
  中野台　　　　 1970/08/31 ♀ 7979003  
  中野台鹿島町　 2000/03/29 ♂ 7979002  
タマナギンウワバ Autographa nigrisigna (Walker, 1858)
  中野台　　　　 1951/05/05     7954027  
  中野台　　　　 1956/10/14     7954016  
  中野台　　　　 1966/11/23     7954025  
キノカワガ Blenina senex (Butler, 1878)
  中野台　　　　 1949/08/03     0548018  
  清水　　　　　 1955/12/30 ♂ 7954022  
  中野台　　　　 1968/07/28 ♂ 7954021  
マダラツマキリヨトウ Callopistria repleta Walker, 1858
  中野台　　　　 1953/08/13     0548019  
  中野台鹿島町　 1991/09/03     7958087  
マダラツマキリヨトウ蛹殻 
Callopistria repleta Walker, 1858
  中野台鹿島町　 1991/09/03     7958088  
コシロシタバ Catocala actaea Felder et Rogenhofer, 1874
  三ツ堀　　　　 1992/08/11 ♂ 7981020  

  二ツ塚　　　　 2005/07/19 ♂ 7992026  
ジョナスキシタバ Catocala jonasii Butler, 1877
  中野台　　　　 1956/08/02 ♀ 7956011  
キシタバ Catocala patala Felder et Rogenhofer, 1874
  中野台　　　　 1949/08/23     0548008  
カギモンヤガ Cerastis pallescens (Butler, 1878)
  中野台　　　　 1953/08/13 ♀ 7954035  
  中野台　　　　 1954/10/18     0548044  
  中野台　　　　 1957/03/21 ♂ 7954034  
ベニモンアオリンガ Earias roseifera Butler, 1881
  中野台　　　　 1949/08/28     0548029  
オオシラホシアツバ 
Edessena hamada (Felder et Rogenhofer, 1874)
  中野台　　　　 1951/06/09     0548009  
  三ツ堀　　　　 1992/08/06 ♀ 7981028  
  二ツ塚　　　　 1995/06/17 ♂ 7981027  
キマダラコヤガ Emmelia trabealis (Scopoli, 1763)
  二ツ塚　　　　 2000/07/30 ♀ 7955053  
オオトモエ Erebus ephesperis (Hubner, 1823)
  中野台　　　　 1965/08/10     7956001  
  三ツ堀　　　　 1992/08/16 ♀ 7981021  
ミツボシキリガ Eupsilia tripunctata Butler, 1878
  中野台　　　　 1956/02/16     0548021  
  中野台　　　　 1965/01/23 ♂ 7954031  
フサヤガ Eutelia geyeri (Felder et Rogenhofer, 1874)
  中野台　　　　 1949/10/25     0548026  
  中野台　　　　 1963/02/26 ♂ 7956025  
  中野台　　　　 1966/08/13 ♂ 7956024  
  中野台　　　　 1971/10/18 ♀ 7979009  
ハイイロリンガ Gabala argentata Butler, 1878
  中野台　　　　 1951/04/29     0548030  
  中野台鹿島町　 1992/03/01 ♂ 7979021  
ツメクサガ Heliothis maritima adaucta Butler, 1878
  木野崎（柳耕地） 1998/06/04 ♂ 7979004  
  木野崎（柳耕地） 1998/06/04 ♀ 7979005  
キマエキリガ Hemiglaea costalis (Butler, 1879)
  中野台　　　　 1959/11/01     0548035  
クロスジアツバ Herminia nemoralis (Fabricius, 1775)
  中野台　　　　 1956/09/14     7954009  
クロキシタアツバ Hypena amica (Butler, 1878)
  中野台　　　　 1949/08/19     0548032  
カキバトモエ Hypopyra vespertilio (Fabricius, 1787)
  中野台　　　　 1955/08/30     0548003  
  中野台　　　　 1969/10/05 ♀ 7954007  
  二ツ塚　　　　 1999/06/29 ♂ 7954008  
キクギンウワバ Macdunnoughia confusa (Stephens, 1850)
  中野台　　　　 1958/10/12     7954018  
ギンモンシロウワバ 
Macdunnoughia purissima (Butler, 1878)
  中野台　　　　 1955/05/21     7954014  
ヨトウガ Mamestra brassicae (Linnaeus, 1758)
  中野台鹿島町　 2007/05/11 ♂ 7954059  
シロスジトモエ Metopta rectifasciata (Menetries, 1863)
  中野台　　　　 1949/07/22     0548005  
ニセウンモンクチバ Mocis ancilla (Warren, 1913)
  中野台　　　　 1960/06/12 ♀ 7954044  
ウンモンクチバ Mocis annetta (Butler, 1880)
  中野台　　　　 1951/04/29     0548014  
  三ツ堀　　　　 1992/06/25 ♂ 7981024  
オオウンモンクチバ Mocis undata (Fabricius, 1775)
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  中野台　　　　 1950/09/11     0548013  
  中野台　　　　 1953/08/22 ♀ 7954045  
クロギシギシヤガ Naenia contaminata (Walker, 1865)
  中野台　　　　 1971/06/03 ♂ 7954046  
アカエグリバ Oraesia excavata (Butler, 1878)
  中野台　　　　 1956/08/01     0548016  
  中野台　　　　 1957/08/21     7954032  
  中野台　　　　 1968/08/02 ♂ 7954033  
ノコメセダカヨトウ Orthogonia sera Felder et Felder, 1862
  中野台　　　　 1951/09/13     0548011  
  中野台鹿島町　 2007/06/14 ♂ 7955001  
アカバキリガ Orthosia carnipennis (Butler, 1878)
  中野台　　　　 1957/04/05     0548043  
ヒメクルマコヤガ Oruza divisa (Walker, 1862)
  中野台　　　　 1956/08/25     0548031  
モンシロクルマコヤガ Oruza glaucotorna Hampson, 1910
  三ツ堀　　　　 1992/09/03 ♂ 7981025  
マエモンツマキリアツバ 
Pangrapta costinotata (Butler, 1881)
  中野台　　　　 1950/08/27     0548033  
ホソオビアシブトクチバ 
Parallelia arctotaenia (Guenee, 1852)
  中野台　　　　 1966/10/03     7956012  
  小山　　　　　 1999/09/14 ♀ 7981029  
ヒメアシブトクチバ Parallelia dulcis (Butler, 1878)
  西三ヶ尾　　　 2006/05/30 ♂ 7981030  
アシブトクチバ Parallelia stuposa (Fabricius, 1794)
  中野台　　　　 1951/06/16     7956013  
モクメクチバ 
Perinaenia accipiter (Felder et Rogenhofer, 1874)
  中野台　　　　 1957/08/02     7954037  
イネキンウワバ Plusia festucae (Linnaeus, 1758)
  中野台　　　　 1953/08/15     0548023  
アオスジアオリンガ Pseudoips fagana (Fabricius, 1794)
  中野台　　　　 1953/08/21     0548028  
  中野台　　　　 1960/06/12 ♂ 7956028  
マダラマドガ Rhodoneura vittula Guenee, 1877
  中野台　　　　 1956/08/27     0548038  
トビイロトラガ Sarbanissa subflava (Moore, 1877)
  中野台　　　　 1956/06/11     0548007  
ハグルマトモエ Spirama helicina (Hubner, 1831)
  中野台　　　　 1955/08/04 ♂ 0548004  
  中野台　　　　 1956/08/06 ♀ 7956006  
  中野台　　　　 1957/09/10 ♂ 7956004  
  三ツ堀　　　　 1992/06/25 ♂ 7981022
  上三ヶ尾　　　 1998/05/16 ♂ 7981023  
  二ツ塚　　　　 2003/06/14 ♀ 7956005  
ウスキトガリキリガ Telorta acuminata (Butler, 1878)
  中野台鹿島町　 2006/11/06 ♀ 7982013  
ノコメトガリキリガ Telorta divergens (Butler, 1879)
  清水公園　　　 2005/12/13 ♀ 7954058  
  清水公園　　　 2006/10/28 ♂ 7982011  
  清水公園　　　 2006/11/07 ♀ 7982012  
シロスジアオヨトウ 
Trachea atriplicis gunama (Butler, 1878)
  中野台　　　　 1951/09/08     0548010  
リンゴケンモン Triaena intermedia (Warren, 1909)
  中野台　　　　 1954/08/24     0548017  
  岩名　　　　　 1991/12/07 ♀ 7956034  
キクキンウワバ Trichoplusia intermixta (Warren, 1913)

  中野台　　　　 1950/08/26 ♂ 7956041  
  中野台　　　　 1956/09/05     0548024  
  中野台　　　　 1964/10/10     7956040  
トラガ科 Agaristidae
トビイロトラガ Sarbanissa subflava (Moore, 1877)
  中野台　　　　 1959/08/04 ♂ 7956017  
  中野台　　　　 1960/06/12 ♂ 7956018  
  中野台　　　　 1966/08/12 ♂ 7956019  
  中野台鹿島町　 1992/06/13 ♂ 7979006  
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編集後記
　3月11日に発生した東北地方太平洋沖地震関係により、岩手、
宮城、福島を中心に茨城や千葉でも甚大な被害があった。当館の被
害は軽微だったが、本号の編集は地震後の復旧作業と余震、原子力
発電所の問題が予断を許さない状況下で行われた。被災された方々
に心からお見舞いを申し上げるとともに、一日も早い復興を祈念し
たい（さ）。
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